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はじめに

平成 21年度筑波大学大学院図書館情報メディア研究科図書館情報メディア専攻博士前期

課程修了者の修士学位論文梗概集を刊行いたします。本梗概集には本研究科の多様で先端

的な研究の成果が集結しております。研究科長として、このような成果をあげられた学生

の皆様の修士論文完成に至るまでの努力を讃えるとともに、指導教員、副指導教員や査読

者を始めとする論文作成に関わられた教員各位および学生の研究活動を支えられた支援室

の職員の方々に感謝申し上げます。

図書館情報メディア研究科は、「情報メディアによる社会の知識共有とその仕組みに係る

研究を発展させ、新しい時代に向かって社会をリードする人材を養成すること」を使命と

してかかげ、「社会における知識・情報の共有や、その仕組みとしての図書館や情報ネット

ワーク」を対象にした、人文学、社会科学、理工学等の多様なアプローチからの総合的・

複合的な教育・研究を行っております。そのような多面性を実現するために、情報メディ

アマネージメント分野、情報メディア社会分野、情報メディアシステム分野、情報メディ

ア開発分野の四つの教育研究領域を設置し、また修士の学位も図書館情報学、情報学、学

術をそろえております。ちなみに本年度における本研究科の修士学位取得者 40名の内訳は、

教育研究領域別では情報メディアマネージメント分野が 12名、情報メディア社会分野が 9

名、情報メディアシステム分野が 9名、情報メディア開発分野が 10名、また学位の種類別

では図書館情報学が 16名、情報学が 22名、学術が 2名でした。

博士前期課程の修了者は、公的機関や企業等で図書館情報メディアに係る専門家として

実務に携わるもの、将来この領域の先駆的な研究者になるべく博士後期課程に進学するも

のなどさまざまです。どのような職につかれようとも、修了者各位が、本研究科で学んだ

事や修士論文を完成させるまでの研究生活の中で得た知見を活かし、知識情報社会のフロ

ンティアとして活躍されることを期待します。

この修士学位論文梗概集は一論文当り 2ページという分量を設定しております。研究領

域によっては不十分ではあるかも知れませんが、学会等の講演予稿集程度の分量であり、

研究内容の骨格を知るには十分と考えます。本研究科の教員・学生はもとより、関連する

研究に興味を持たれている多方面の方々に本梗概集をご利用いただき、図書館情報メディ

ア研究の発展に役立てていただければ幸いです。

2010年 3月

図書館情報メディア研究科長 中山伸一
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日本における「八景」について～景物の歴史的変遷を中心に～＊

1 . はじめに

日本には「八景」と名のつく景勝地が多くある。

2007年の国立環境研究所研究報告No.197により、

893の「八景」が確認され、約700年の歴史をもつこ

とが報告された。近年では、「八景」を日本人による

風景評価法の一つであると考える傾向にあり、都

市計画にも応用しようという流れがある。

「八景」については風景学や芸術、文学の視点

で様々な研究がなされてきたが、「八景」の8つの

題である景物についての研究はなされておらず、

本研究は「八景Jを景物という視点を中心に考察し

たものである。

2. 濤湘八景

日本の「八景」のもととなった「濤湘八景」とは、 II 

世紀末の中国・北宋代の文人画家・宋迪によって

創始されたといわれている8つ一組の水墨山水画

題のことである。それぞれ、《平沙雁落（落雁）》《遠

浦帆蹄（帰帆）》《山市晴嵐》《江天暮雪》《洞庭秋

月》《灌湘夜雨》《煙寺晩鐘》《漁村落照（夕照）》と

いう。特定の場所を描いたものではなく、湿潤なこ

の地方一帯に画趣を見出したものであり、画中に

現れる季節は秋と冬のみである。

3. 近江八景

後の日本の「八景」に影響を及ぼした可能性が高

く、日本で最も著名であるのが、滋賀県琵琶湖南

西域から選定された「近江八景」である。 16世紀初

頭に公家・近衛信手により選定されたと言われて

* "The Study of "Eight scenic views" in 
Japan -mainly the historical transition of 
titles・" by Hiroko ISHIDATE 

石立裕子（学籍番号 200821642)

研究指導教員：綿抜豊昭

おり、それぞれは《粟津晴嵐》《瀬田夕照》《三井晩

鐘》《唐崎夜雨》《矢橋帰帆》《石山秋月》《堅田落

雁》《比良暮雪》である。

「灌湘八景」とは違い、古代からの名所から意区l

的に選ばれており、描かれる対象が明確である。

「濤湘八景」の景物を継承しているが、対象が多少

異なり、松や橋等が新たに対象に加えられている。

「近江八景」は江戸時代中期頃から版本に見ら

れ、江戸時代後期には浮世絵に頻繁に描かれた。

時代が下るにつれ、描かれる要素が簡素化してお

り、一般に普及していった過程を示している。

また、「近江八景」以後に選定された「八景」には、

橋や松が多く選定されており、このことは、「近江八

景」が他の「八景」の景物の選定に影響を及ぼして

いる可能性を示している。

4. 日本の「八景」

今回の調査では、榊原氏によるリストより 893、全

国公共図書館の OPACによる検索結果より 176を

加え、合計 1,069の「八景」を確認するに到った。

都道府県別に選定数をみると、上位 5位まで関

東地方が独占しており、全体的に東日本でより選

定されている。

また、「濤湘八景」は主に水景であるが、内陸の

群馬県は上位 2位である。群馬県には川が多く、

水景の対象としては専ら川が選ばれている。水が

豊かであることが、日本で「八景」選定が盛んにな

った一因ともいえよう。

時系列にみると、鎌倉時代後期より選定が行わ

れているが、増加し始めたのは、「近江八景」以後

の江戸時代中期頃である。さらに急増したのが江

戸時代後期から明治にかけてであり、ここ数十年

は減少傾向にある。
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5 日本の景物

今回確認した 1,069の「八景」において、その内

の8つの景物を 2種類に分類し、分析考察した。

「灌湘八景」の景物を踏襲した灌湘景物と、それ以

外の独自景物である。ぞれぞれの括弧内の数値は、

選定数を示している。

5. 1濤湘景物 (3,686)

選定数の多かった順は、以下の通りである。景

物の後の数値は、それぞれの選定数である。

《秋月 525》《晩鐘 496》《夕照 461》《夜雨 455》

《暮雪 454》《晴嵐 453》《落雁 438〉〉《帰帆 404》

これよりわかることは、選定数の多い景物は、条

件となる対象がどの地でも見られる月や寺などにな

っていることである。反対に選定数の少ない《帰帆》

などは広域の水景を必要とする。よって、景物の示

す対象が選定数に影響を及ぼしているといえる。

5.2独自景物 (1,906) 

景物が示す対象を項目として分類し、分析した。

「植物」を含む景物では、松 (78)・桜(70)・紅葉

(6 I)が上位3位をしめ、この3つでこの項目の半数

を占める。どれも伝統的な景物であり、日本を代表

する対象であるといえる。

「虫・鳥・動物」を含む景物では、蛍(71)・雁(27)・

ホトトギス(27)が上位 3位を占め、項目の半数を占

める。蛍とホトトギスは、日本の夏の代表する虫・鳥

である。また、雁は「灌湘八景」の〈〈落雁》の変化形

とみえる。特筆すべきは項目における鳥類の多さ

である。雁が飛来しない地域で雁の代替として選

定されたからと考えられる。

さらに、「満湘八景」の景物対象である「鐘」や「月」

を含む景物も多く、これについても分析した。

「鐘」を含む景物での最多は、《暁鐘》である。時

間帯を示す字と組み合わされた景物が多く、他に

は《霞鐘》など気象や、《鯨音》音そのもの、《梵鐘》

鐘そのものなどが選定されていた。

「雨」では「灌湘八景」の《夜雨》と意味が近い《夕

立》などの他に、《秋雨》《時雨》など季節示すもの、

《坂雨》《峠雨》など地形を含むもの等もみられた。

「月」は最も景物の種類が多く 53種に上った。

「近江八景」の《石山秋月》を想起するような《庵月》

《観月》等が多くみられた他、「灌湘八景」の《秋月》

を想起するような《池月》《浦月》等、水景との組み

合わせもみられた。

「雪」では、「満油八景」の《暮雪》が示す降雪の

風景よりも、「近江八景」の雪山のイメージに通じる

景物が多くみられた。

また、時候を含める景物についても分析した。

「季節」では、春と秋がより多く選定されており、

この傾向は勅撰和歌集に通じるところがある。さら

に、独自景物のみで構成された「八景」では、四季

が概ね同じ割合で選定されており、撰者は四季の

分配を意識していたと思われる節がある。

「時間帯」では、朝が最も選定数が多く、暁とタ

は景物の種類が多いことがわかった。

6. おわりに

本研究で、日本における「八景」の地域別時系列

別にみる選定数の特徴がわかった。

また、「近江八景」以降の「八景」には、「灌湘八

景」より「近江八景」に影響を受けたと思われる景物

が多く選定されていることがわかった。

今回、景物を含まない名所型八景については触

れなかったが、昭和以降の「八景」は主に名所型

であるため、今後は名所型の分析もしていくべきで

ある。また、日本における「八景」の特質をより明確

にするには、中国周辺諸国における「八景」の様相

についても調査していく必要があると思われる。
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[l]青柳陽二，榊原映子編．八景の分布と最近の

研究動向国立環境研究所研究報告， no.197, 

2007, p. 255. 

[2]堀川貴司漉湘八景臨川書店， 2002,p.218. 

[3]芳賀徹風景の比較文化史『灌湘八景』と『近

江八景』．比較文学研究.1986, vol. 50, no. 

10, p. 1-27. 

-2-



電子ジャーナルヘのリモートアクセス環境構築とそのアクセスログ分析＊

1. 序論

学術機関ではネット上の電子リソースから，信

頼出来得る情報資源を探し出す“情報探索行動”

が必要不可欠である．｀筑波大学附属図書館では

大学構成員の情報探索行動を支援するために、

リンクリゾルバー SFXと横断検索システム

MetaLibの導入を行っている。

本研究では、 l)SFXの利用ログの分析を行い、

利用率等の把握を行った。 2)SFXを使わない経

路での利用動向や支援ツールを利用した一連

の情報探索行動などを取得するために，リモート

アクセス環境を構築し，そのアクセスログを用い

て，情報探索支援ツールの利用状況などを求め

た 3)EZproxy利用者を対象とした Webベース

の質問紙調査を行い，支援ツールの満足度を明

らかにした.4)これらを踏まえて，支援ツールの

有効性・必要性の評価を行った．

2. 先行研究および評価手法

アクセスログ分析及び電子図書館サービスの

評価に関する先行研究を行った。またリモートア

クセスシステム及び支援ツールの評価を行うため

の指標を策定するために、 COUNTERProject 

などの電子図書館サービスの評価指標に関する

研究の調査を行った。

*"Construction of Remote Access 

Environment to Electronic Journals 

and its Access Log Analysis" by Yuji 

Kimura 

木村雄二（学籍番号 200821649)

研究指導教員：歳森敦

3.SFXのログ分析

支援ツールの評価を行うための予備調査とし

て、 2008年度の SFX利用ログの分析を行い、そ

の利用傾向を明らかにした。年間リクエスト数及

びクリック数では，医学，中央囮書館利用者，化

学からの利用が多くあったまた附属図書館内

から電子資源にアクセスする行動が依然として多

いことが分かった．利用クリック数上位 10位で全

体の 78.2%を占めており特定分野のサブドメイン

からの利用が多い傾向にあった．

利用の中でも特にフルテキスト論文が存在す

るものに注目すると、“フルテキストの入手率“は

69%と比較的高かったものの、総リクエスト中の

フルテキストがある割合である“フルテキストの

出現率,,は35.7%と低い結果が出た。 SFXがフ

ルテキストヘの到達を支援しているのかを示す

指標である出現率に問題があると考えられる

4.EZproxyのログ分析と質問紙調査

EZproxyによるリモートアクセス環境の構築を

行い，そのアクセスログを分析することで，支援ツ

ールの利用状況を含む筑波大学構成員の情報

探索行動を明らかにした分析対象としたのは、

総アクセス 26,335件，総セッション数 3,230件，

総利用者数 192名の利用ログである．

ログから確認出来た EJ/DBの主要なアクセス

経路は， l論文系 EJ/DBの利用(2,840セッショ

ン）， 2.情報系 DBの利用(366七ッション），

3.MetaLibの利用(50セッション）であった

複数のリソースを利用している人および

MetaLib利用者は 98名おり，全体の 51.0%を占

めており，横断検索に対する潜在的なニーズは
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大きいと考えられる．ところがこの中でMetaLibを

利用している利用者は 18名(18.4%),セッション

数 50(1.5%)に過ぎず，複数のリソースから情報を

探索しているにもかかわらず，大半の人が横断

検索ツールである Metalibを使われていないこと

が示された．また MetaLibを利用した経路でフル

テキストの入手が出来ているセッションはなかっ

た．

SFXがどのように使われているのかを調査する

ために，その利用経路（移動元・移動先・リクエス

ト数）について分析を行った.SFXの利用者は26

名 (13.5%),、 57セッション(1.7%)あった.SFX 

の移動元として多かったのは順に， Google

Scholar 19回， CiNii 17回， PubMed8回で、

無料 DBが中心であった．移動先では大学が契

約している電子ジャーナルリストなど所在情報が

34件と多く，それに対してEJ/DB自体へのアクセ

スは 13件と少なく、またフルテキストヘと直接到

達しているセッションもなかった．今回， SFXが利

用されたケースはおそらくフルテキストが存在せ

ず，入手のためにその印刷体の所蔵を確認する

目的で SFXを使用したと考えられる．

ログ分析を補完するために，本サービスの利

用者に対して Webベースの質問紙調査(192名

中有効回答 77名）を行った．附属図書館ホーム

ページの利用目的，満足度についてそれぞれ質

問したところ， MetaLibを利用目的に挙げている

人は 12.9%と少なかった．支援ツールの満足度

では， MetaLib12.9%,SFX25.7%ど満足と回答し

ている人は少なかった。また支援ツー］レの不満

について質問したところ、“分からない”と回答し

た利用者はMetaLib48.6%,SFX42.9%と高く，認

知度が低いことが明らかになった．

横断検索/SFXについてより深く分析するた

めに，それらに対する不満等について質問した

横断検索に対しての回答では，“使ったことがな

い“以外の回答では，"検索結果が表示されるま

で時間がかかる"23.1%, "検索結果の表示が分

かりにくい"17.6%が比較的高く，検索結果の表

示に関する不満が高いと言える．

SFXに対する回答では，”フルテキストヘのリン

クから，実際にたどれないことがある"23.6%,"表

示される選択肢が多く，分かりづらい"18.0%が高

く，フルテキストの出現率に問題を感じている利

用者が多いようである．

5. 結論

リモートアクセスシステムの利用者の多くが

SFX/MetaLibともにあまり利用していないことが

分かった．また支援ツーJレ自体が認知されてい

ないことが分かり，現状では SFX/MetaLibとも

に有効性は低く，利用者の情報探索行動を十分

に支援しているとは言い難い．

しかしながら横断検索システムに対するニーズ

は高く，今後，学術的な情報探索行動の主要な

アクセス経路の 1つになりうるだろう.SFXは，フ

ルテキスト論文へのアクセス支援という本来の目

的では利用されず，むしろフルテキストが存在し

ない場合の代替手段として、また MetaLibなどの

リゾルバー機能が弱い EJ/DBの補完機能とし

て利用されていることが分かった

[1]宇陀則彦，伊藤宏美，松村敦「アクセスログに

見る電子図書館利用の傾向」情報知識学会

誌2008,Vol.18, No.2, p161-168 

[2]COUNTER project 

http://www.projectcounter.org/ 
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インターネット普及後の企業内専門図書館の組織体、運営の変化について＊

1はじめに：研究背景、目的

インターネットの普及は、企業内専門図書

館利用者である社員に情報への直接的なアク

セスを容易にした。企業内専門図書館はイン

ターネット、イントラネットを活用した新サ

ービスモデルに変革しつつあるが、その内容

については、包括的にはまとめられていない。

本研究ではこれらの変化について調査を行

い、インターネットの普及による変化、主要

業務間の概念化モデルを示し、今後の進むべ

き道について論考することを目的とする。

2 企業内専門図書館の機能

2.1企業内専門図書館の主要な機能

日本の企業内専門図書館は、外部資料を収

集保管提供するライブラリー機能、社内技術

資料をアーカイブする機能、そして内部資料

を技術誌（技報）という形にまとめる事務局

機能の三機能を有してきた。

2.2インターネット普及直前の企業内専門図書

館のサービス

インターネット普及直前の時点で、企業内

専門図書館の三機能は以下にまとめられる。

ライプラリー機能は、来館者の情報要求に

沿った技術書・灰色資料を中心に冊子の収集

保管貸出、外部商用 DBの情報を提供してい

た。当時はサーチャーによる代行検索が多く、

従量課金制度のため検索費用は利用者部門負

担の例も見られた。アーカイブ機能は、光デ

ィスクで本文をイメージデータで管理、利用

者の職場の FAXに出力をさせていた。技術誌

の事務局機能は、他社技術誌の交換入手を目

的に、自社の技術誌の企画・編集などを行っ

ていた[1)0

* "Changing role of Japanese corporate libraries in 

the internet age." by Mari KOIZUMI 

小泉真理（学籍番号 200821653) 

研究指導教員：逸村裕

2.3インターネット普及による企業、社員の情報

収集行動変化

インターネット普及により企業が社員に求める

情報収集能力は、必要な情報をインターネットを

利用し、検索、収集する能力に変化した。企業

内専門図書館利用者である社員が求める情報・

資料も、インターネットにない資料、通常の書店

で販売されていない書籍、調査会社の高価な資

料に変化した。

2.4インターネット普及後の企業内専門図書館の

サービス状況

ライブラリー機能は、新たにイントラネッ

ト上での所蔵検索・予約機能の提供、電子ジ

ャーナル (EJ)、市場調査資料提供の動きがみ

られた。外部商用 DBはエンドユーザ向けメ

ニューの提供も開始されたが、サーチェンジ

ンである程度の情報検索が可能となったため、

契約数を整理する図書館も現れた。アーカイ

プ機能は、図書館ウエブサイトに DBを構築

し、本文を PDFファイルで提供し、利用する

動きが見られた。技術誌の事務局機能は技術

誌に掲載論文を自社ウエブサイトで公開の動

きが見られた[210

3. 調査方法と対象

インターネット普及による企業内専門図書

館への影響、それに対する対応策などの取組

過程を調査するため、オーラル・ヒストリー

手法を用いてインタビュー調査を実施した。

く質問項目＞

・ライプラリー機能：プロフィール、蔵書、サー

ビス方法、利用者行動、管理系業務等

・アーカイプ機能：作成、管理、保管方法

・技術誌の事務局機能：制作、公開法、発行数

くインタビュー対象者＞

・企業内専門図書館員： 6人
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・企業内専門図書館利用者： 2人

・企業経営者： 1人

・企業内専門図書館研究者： 1人

4. 調査結果

調査の結果，以下が明らかとなった。

各社の図書館はインターネット普及後、技

術情報中心から市場調査資料など幅広い情報

源を扱うように転換を図っていた。その結果

利用層の拡大と貸出数増加が見られていた。

アーカイプ機能の電子化に一早く取組んだ

ことにより企業内専門図書館を維持できてい

ると考える責任者もいた。

技術誌の事務局機能は、自社ウエブサイト

での論文公開により冊子の発行部数の減少が

見られた。

5 考察

5.1インターネット普及による企業内専門図書館

の個別の変化

図書、資料の OM情報がインターネットに

掲載されるようになり、ライブラリーに市場

調査資料の購入要望がされるようになった。

その結果、従来の技術者中心から企画、営業、

総務などの部門にも利用対象が広がった。

アーカイプ機能においては、図書館ウエブ

サイトで本文の電子データを提供するように

なり、社内での技術情報の二次利用が容易に

おこなえる体制になった。

技術誌の事務局機能では、技術誌に掲載さ

れている論文を自社ウエブサイトに掲載すること

により、 CSR活動という自社の技術面からの広報

活動に寄与するようになったといえる。

5.2インターネット普及後の企業内専門図書館

の主要業務間の概念化モデル

各社の図書館はそれぞれの特徴を有し、そ

の特徴を突き詰めていくと自社アイデンティ

ティを有していることが判った。これを基軸

に各機能を結ぶと以下の概念化モデルが形成

された。

各機能は自社創業理念に沿った社内技術資

料の収集記録、社内外情報の貸出管理、技術

広報活動を行うことにより矢印のように相互

に結びあっている。

因社繭拿疇念に沿った

社内技翫胃料の駅戴、記鯰

畠1111&遭念．筏翫ID広疇涵鶴

・ライフラリ-"4!11鯰円から見たfl廠誌情嶋檜討

·l!lltll•itとの交畿により~Jー量鉱蚤王える
・攣纏鯛である企亀の心訊湛繭に●り

｀漬”｀竃門鵬●疇に広纏置綸比td>l'it讚を戴させる

811割亀遵念に沿た社外憤鴫の貸出瞥譴
.. .., 書〇重編.Iii場｝
・論社餞:Iii!$
'*に金Ir.編彙誌（纏子、い）

ァーhイブII.鰊で飲隼した社内＆賣1114の貨出瞥竃！

図l 企業内専門図書館の主要業務間の

概念化モデル

5.3今後の企業内専門図書館が進むべき道

インターネットの普及はサーチャー、ライ

プラリー機能中心の企業内専門図書館に一種

の閉塞感を与えた。それに対し、現在の企業

内専門図書館は、図書館から情報センターへ

の組織体変革、 EJ、市場調査資料など付加価

値の高いコンテンツの導入を図っている。

今後は自社アイデンテイティを基軸として、

ライブラリー、アーカイブ、技術誌の事務局

機能の全てを互いに結びつけて進んでいくべ

きである。

く今後の研究＞

組織内のライブラリーはどうあるべきか、

組織財産である社内技術資料はどのような形

で管理、提供、発信するのがよいのか、親組

織のCSR活動に貢献できる技術誌の姿はどの

ようなものか、また企業内専門図書館におけ

る経営管理、ライブラリーガバナンスはどう

あるべきか、という視点でそれぞれを検討し、

発展させるべきと考える。

文献

[1]専門図書館協議会編．白書・日本の専門図書

館：1989専門図書館協議会， 1992,378p. 

[2]専門図書館協議会出版委員会編．専門図書館運

営の現状と課題アンケート結果報告書．専門図

書館協譜会，2002,99p. 
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機関リポジトリコンテンツの利用数とアクセス元、アクセス方法、コンテンツ属性の関係＊

7 . 研究背景と目的

機関リポジトリとは学術・研究機関が、構成員の生産

したコンテンツを収集・管理し外部に発信するシステム、

あるいは一連のサービスである。近年、機関リポジトリ

の世界的な普及を受け、 .J[SCによるPIRUSプロジェクト

!)、千葉大学等の ROATプロジェク戸等、リポジトリで公

閲したコンテンツの利用状況に注目したプロジェクトが

進められている。

機関リポジトリの利用状況を見る上で注目されるのは

「誰が使っているのか」（アクセス元）、「どこからアクセ

スしているのか」（アクセス方法）、「どのようなコンテン

ツが利用を集めるのかj(コンテンツ属性）の3点である。

これらはリポジトリ連用の参考になるとともに、機関リポ

ジトリが果たしている役割を考える上でも重要である。

しかしこれまてこれら3点を個別に見る分析は多く行わ

才してきたが、 3点を組み合わせた詳訓な分析は行われ

てごなかった。そこで本研究ではこれらの克を明らかに

することを目的に、機関リポジトリ収録ニンテンツのアク

セスログ分析を行った。

2 調査方法

分析対象はアジア経済研究所(ARRIDE)、北海道大

学（日USCAP)、京都大学 (!<UREN.Al)、筑波大学

(Tulips-R)の 4つの機関リポジトリに 2008年 12月 31

日までに収録されたコンテンツとした。それぞれのコン

テンツ数は640件、 25,542件、 28,356件、 7,899件であ

づた。

各コンテンツについて、 2008年1年間分の文献本文

へのアクセスログから検索ロボットや同一人物による連

続アクセス等のノイズを排除するフィルタリングを行っ

た上で、アクセス元ドメイン（国・地域、機関種別）、アク

*、'Usagelog analysis of the contents of institutional 

repositories: user domains, types of reterrnls and 

content attributes" by Sho S叩

佐藤翔（学籍番号 200821656) 

研究指導教員：逸村 裕

副研究指導教員：大厖一郎

セス方法（参照元）ごとのアクセス数を集計し、文献タイ

プ、記述言語、出版年等のコンテンツ属性と合わせて

分析を行った。フィルタリングの方法については佐藤

義則が提案する、電子レコードの統計標準

COUNTER3lに基づいた方法を採用した 4)。また、各コ

ンテンツのファイ加形式（テキストデータの付与の有無、

セキュリティ設定ボーンデジタルなファイルかOCR処

理により生成されたファイルか）のデータも収集し、アク

セス数およびコンテンツ属性と合わせて分析した。

3 分析結果

3.1アクセス元

アクセス元機関の種別については、いずれのリ素ジ

トリでも最も多いのは民間・プロバイダ（個人の自宅笠）

からのアクセスで、全体の,10~50%を占めた。次いで多

いのは大学等また企業からのアクセスであり、あわせ

て30%前後である。

アクセス元の国を見ると ARRIDE以外では日本国内

からのアクセスが多く、全体の6~8割を占める。これは

収録コンテンツの中に日本語で書かれたものが多いた

めである。コンテンツの記述言語ごとに、国内！海外か

らのアクセス数を比べると、いずれのリポジトリでも日本

語コンテンツは国内、英語コンテンツは海外からのアク

セスが多く、逆は少なかった（表 1)。

表1.国内／海外からの平均アクセス数（記述剛語別）

AR叩 E
HUSCAP 
KURENAI 
Tulips-R 

日本語 日芍吾 英語・ 英語・
国内 海外 国内 海外

7.0 
10.3 
14.4 
11.5 

1.9 
1.5 
2.4 
1.5 

32 
2.1 
1.9 
2.4 

29.3 
9.3 
10.9 
13冒1

また、涌外からのアクセスの多くは回吹等の高所得国

からのものであるが、アジア・中南米等の中・低所得国

からのアクセスも相当数ある。
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3.2アクセス方法

アクセス方法は ARRIDEでは経済学分野の分野別リ

ポジトリ RePEcが多い。他ではサーチエンジンからの

アクセスが多く、利用者のほとんどはメタデータの記述

されたページを見ることなく直接論文本文にアクセスし

ている。また、サーチェンジンからのアクセス数はテキ

ストデータ付与の有無で大きく上下し、テキストが付与

されていないとアクセス数が顕著に少なくなる。

書かれた言語によってもアクセス方法に違いがあり、

日本語文献はメタデータページ経由のアクセスも一定

数あるのに対し英語ではサーチェンジンに偏っている。

これは日本語は CiNii等、メタデータページにリンクし

た外部サービスからのアクセスがあるのに対し、英語

にはそのようなサービスが存在しないためである。

3.3文献タイプ

最もアクセス数が多い文献タイプは教材で、次いで

図書のアクセス数が多かった。登録コンテンツ数が多

いのは雑誌論文、学位論文、紀要論文であるが、これ

らの文献タイプについても要旨等のみでなく本文があ

り、フルテキストデータが付与されている場合には多く

のアクセスを集めている（表2)。特に学位論文のアクセ

ス数が多いが、その主なアクセス方法はサーチェンジ

ンであり、そのためテキストデータが付与されていない

と全くアクセスされないコンテンツにもなっていた。

表2.文献タイプごとの平均アクセス数(HUSCAP・KURENAI、雑誌論

文、学位論文、『講究録！以外の紀要論文）

雑誌論文
学位論文
紀要論文

3.4出版年

HUSCAP KURENAI 

49.1 27.l 
168.1 90.7 
54.9 38.6 

日本国内から、大学等から、メタデータページを経

由した、日本語コンテンツヘのアクセスは新しい論文

ほどよくアクセスされ、海外から、企業から、サーチェ

ンジンを経由した、英語コンテンツヘのアクセスは出版

年と関わりなくアクセスする傾向があった。

3.5ファイル形式等

前述のようにテキストデータが付与されているコンテ

ンツは付与されていないコンテンツよりアクセス数が多

く、またセキュリティ設定はかかっていないコンテンツ

の方がアクセス数が多い。これはサーチエンジンから

アクセスしやすくなるためである。一方、テキストデータ

が付与されていれば最初からデジタルで作成されたコ

ンテンツでも、紙からスキャンし作成されたコンテンツ

でもアクセス数に差はなかった。

4 考察・結論

機関リポジトリには研究機関以外にも企業、個人宅な

ど多様な利用者からアクセスがあり、学術コミュニケー

ションの枠にとどまらない機能を果たしている。一方、

機関リポジトリ自身はコンテンツ探索のインタフェースと

なっておらず、アクセスのほとんどはサーチェンジン

などの外部サービスを介したものであり、外部サービス

から使いやすいものとすることが重要である。また、機

関リポジトリにはオープンアクセスの実現や大学の説

明責任の確保等、多様な役割が期待されているが、

・サーチエンジン以外の発見手段が不十分

噌五図靡呑乃障壁

・テキストデータの不備

という 3点がそれらの役割を阻害している。

最後に、機関リポジトリにおけるアクセス数の多寡は

コンテンツの中身ではなく、テキストデータの付与等の

運営担当者の取り組みの程度により定まる部分が大き

い。そのため機関リポジトリのアクセス数を研究評価に

用いることは不適切であると言える。

文献

[l] PIRUS: Publisher and Institutional Repository Usage 

Statistics. 2009, 20p., http://www.jisc.a 

c. uk/ media/ documents/programmes/pals3/ pirus_ 

血 alreport.pdf,(2009-10-10入手）．

[2]千葉大学附属図書館“機関リポジトリ評価のため

の基盤構築".

http://www.11.chiba-u.ac.jp/"'joho/ CS!/ standardizatio 

n.ht叫， (2009-10-04 入手）．

[3] Counting Online Usage of Networked Electronic 

Resources. "The COUNTER Code of Practice. 

Journals and Databases. Release 3". 2008, 38p., 

http://¥vww.projectcounter.org/r3/Release3D9.pdf: 

(2009-10-10 入手）．

[4]佐藤義則動向レビュー：機関リポジトリの利用統

計のゆくえ．カレントアウェアネス.2008, vol.296, 

p.12-16. 
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地域の参加型学習における生涯学習コーディネーターの役割＊

,. 研究の背景と目的

平成 18年に教育基本法が改正された．これを

受け，社会教育法，図書館法共に平成 20年 6

月11日付で法改正がされた．そして，平成20年

2月 19日付の中央教育審議会答申では，知の

循環型社会の構築という枠組みを掲げているこ

の新たな施策では「地域ぐるみで子どもの教育を

行う環境づくり」が挙げられている．

これに対して行政は，生涯学習をより一層進展

させるために生涯学習コーディネーター（以下単

にコーディネーターと略す）を各自治体に配置し，

配置されたコーディネーターは，地域の公共施

設を利用して参加型学習を実施している全国

体験活動ボランティア活動総合推進センターに

よると，コーディネーターの役割は，「青少年が多

様な体験活動やボランティア活動を通して，自ら

学び成長する多様なチャンスを創出する，すな

わち『縁を結ぶ』こと」である．

しかし，コーディネーター配置は緒に就いたば

かり，今後コーディネーターを導入する教育委員

会はコーディネーターの養成が必要となる．

そこで，本研究では，コーディネーターが，図

書館等の社会教育機関を用いて地域の参加型

学習を効果的に行うための役割と課題について

考察することを目的とし，早い段階からコーディ

ネーターの養成を実施している横浜市に着目し，

横浜市のコーディネーター養成の現状を調査し，

その在り方と課題について検討した

2. 研究方法

本研究では，研究方法として，国の生涯学習

施策，及び横浜市の生涯学習施策に関する文

献調査，さらに，横浜市生涯学習コーディネータ

* "The role of lifelong learning coordinator in 

participatory learning" by Satoru SUGA 

菅智（学籍番号 200821658)

研究指導教員：平久江祐司

副研究指導教員：鈴木佳苗

ー養成講座に携わっている職員等に聞き取り調

査を実施した．

3. 用語の定義

3.1 生涯学習コーディネーター及びコーディネー

ト機能

本研究では，コーディネーターを，地域におい

て教育機関の相互関係を築き，目的を円滑に達

成するために総合的に調整していく役割を持つ

人と定義したそして，コーディネート機能を，情

報，マッチング，相談，企画・設計，調整の5つの

機能と定義した．

3.2参加型体験学習

本研究では，渡部の定義に準拠し，参加型体

験学習を学習者（児童•生徒～高齢者まで）が学

校教育や社会教育において，自主的・主体的に

参加するための学習方法を用いて課題解決力を

獲得していく学習（ワークショップ等）と定義した

4. 研究結果

4.1文献調査の結果

国における生涯学習事業は，導入時期に公

民館などの社会教育施設の役割に対する検討

や社会教育主事の設置，各都道府県に生涯学

習推進センターの設置に対する構想を行った．

これにより，生涯学習事業の基盤整備を開始し

たそして，昭和 60年にはそれ以前まで用いら

れていた生涯教育という用語が，生涯学習に置

き換えられたさらに，平成 2年には，生涯学習

振興法が制定され，生涯学習審議会が設置され

ることにより，法的にも基盤が整備され，段階的

に生涯学習事業が進められてきたことが明らか

になった

横浜市においては，生涯学習事業に取り組ん

だ当初の昭和62年には現在のコーディネーター

の役割を担う「援助者」について言及されている．
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横浜市生涯学習基本構想やそれ以降の意見具

申や答申等にも，コーディネーターの必要性及

びコーディネーター養成講座の必要性が幾度と

なく指摘されている．これらの必要性を受け，平

成 12年度から横浜市生涯学習コーディネーター

養成講座が開講され現在までに 300人以上の修

了生を生んでいるこの横浜市での生涯学習支

援事業に関しては全国的にみても早い時期か

ら行われていることが明らかになった

コーディネーターの概念を，本稿では広義の

意味で捉え，地域において教育機関の相互関

係を築き，目的を円滑に達成するために総合的

に調整していく役割を持つ人と定義し，コーディ

ネーターをその役割から企画遂行型コーディネ

ーターと事業達成型コーディネーターに分けた．

4.2聞き取り調査の結果

横浜市生涯学習コーディネーター養成講座に

携わっている職員及び，本年度の講師に聞き取

り調査を行い，以下のような点が明らかになっ

た．

•生涯学習コーディネーターの役割は，その地域

のニーズやその人の立場によって一人ひとり異

なっていてよい．

•修了生の目的は個々異なるが，人の話を聞く，

仲間と協働していくという基本的な考え方を共

通理解としたい．

•生涯学習におけるコーディネートは，様々な状

況に対応できる力を養成する必要があるので，

一様に講座形式で実施することが妥当か検討

する必要がある．

•本市の養成講座の特徴は，参加型学習主体の

プログラムを開講当初から取り入れていることで

ある．

•本市の生涯学習事業での特徴は，教育委員会

生涯学習課に嘱託職員として市民代表の人が

在籍することにより，市民の目線で物事を捉え

ようとしている点である．

・行政と市民が協働して学習の企画を行う際に

不整合が見られるので，合意形成に関する講

座を推進し，向上させていく必要がある．

5. 結論

横浜市生涯学習コーディネーター養成講座が

果たした役割は，開講した当初に各区の生涯学

習事業の中心を担う立場の人を招いて，養成講

座の在り方を伝えることによりコーディネーターの

概念が広く普及させたことであるそのため，各

区で本講座に準じた養成講座を実施することに

より，その役割を担える人材が増加し，横浜市生

涯学習支援事業の発展に寄与した

そして今後，横浜市の様々なニーズに応える

ために，市民，行政，社会教育施設が連携協力

して生涯学習を推進していく必要がある．そのた

め，現在横浜市で実施している講座の構成を新

たに検討し，現状の参加型体験学習を中心とし

た構成に加えて，合意形成の疑似体験ができる

内容を加えることが考えられるまた参加者の構

成については行政，市民，本講座の修了生，社

会教育関連施設の職員など，生涯学習に携わる

幅広い人材を満遍なく選出することが一層重要

になってくる．それは，こうした様々な立場の人が

同一の講座を受けることにより，横浜市の生涯学

習支援に対する共通理解の形成に寄与するもの

となるからである．これにより，今後の生涯学習事

業がより一層充実したものになると考えられる．

文献

[1]浅井経子．生涯学習領域におけるコーディ

ネートの機能とその手法開発．淑徳短期大

学研究紀要.2001, vol. 40, p.1-14. 

[2] 渡部靖之．“参加型学習”伊藤俊夫編生涯

学習社会教育実践用語解説．美巧社，

2002, p.71. 

[3]高田一宏．教育コミュニティの創造：新たな

教育文化と学校づくりのために．明治図書

出版 2005.

[4] 国立教育政策研究所社会教育実践研究

センター．平成 20年度社会教育指導者の

育成・資質向上のための調査研究事業社

会教育を推進するコーディネーターの役割

及び資質向上に関する調査研究報告書．

2009. 
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『古今俳諧明治五百題』について＊

1 研究背景・目的

『古今俳諧明治五百題』は、明治 12年に下総

の俳諧宗匠である東旭斎によって編集され、当時

の旧派の有名宗匠、橘田春湖・三森幹雄がその撰

に関わった類題句集である。本書は研究が進んで

おらず、『俳文学大辞典』などにも立項されていな

い。しかし、本書は巻末に人名録が付されており、

収録された旬を詠じた俳人の氏名や住居を知るこ

とができる。また、同様に巻末に付された発行書林

の一覧によって、この書が扱われた書店を知ること

ができる。さらに、明治 14年には同書の「続編」、

明治 17年には「続々編」が、同じく東旭斎によって

編まれており、当時、この書の需要が高かったこと

がうかがえる。以上のことから、『古今俳諧明治五

百題』は、明治時代前半の俳諧・俳人を研究する

上での基礎資料ということができる。

本研究は、これまで部分的にしか取り上げてこら

れなかった『古今俳諧明治五百題』の全体像を把

握し、本書が明治時代初期の俳諧文化研究にお

いて、貴重な資料であることを明らかにする。

2 編集者と選者

鈴木円花（学籍番号 200821660)

研究指導教員：綿抜豊昭

れた。江戸に出て西馬に俳諧を学び、明治 6年に

は明治政府によって俳諧教導職に任命された。俳

諧結社である明倫講社を設立、門弟は 3000人に

及んだという。旧派俳諧の中心的存在。明治 43年

10月 17日、 82歳で死去。

3. 成立背景

3.1旭斎の手紙

東旭斎が秋田の俳諧宗匠である庄司唸風へ宛

てた手紙から、本書の成立過程をうかがうことが出

来る。この手紙により、出版経費が 300円で当初

「千題集」として企画されていたことや、もともと旭斎

一人に依頼があったところに途中から春湖、幹雄

が参加したこと、旭斎が唸風に直接句を依頼して

いることなどが明らかとなった。また、詳細な手紙の

内容は、旭斎と唸風の親交を示していると言える。

3.2募集ちらし

旭斎の手紙には本書の募句ちらしが付されてお

り、募集の際の様子が分かる。このちらしにより、投

句料、投句方法、募句の締切日、出版予定日、本

書の定価などを知ることが出来る。

2.1東旭斎／編集者 4. 諸本

東旭斎は、文政 5年に下総香取郡の農家に生 『古今俳諧明治五百題』の諸本は、表 lの図書

まれた。同じ下総出身の丁知、後に江戸の由誓に 館等で確認することが出来る。

師事。地元を中心に朝日社と称する一門を率いた 表 1各所蔵機関の諸本比較

という。明治 30年 7月 5日、 76歳で死去。

2.2橘田春湖／選者

橘田春湖は、文化 12年に甲斐国に生まれ、はじ

めは嵐外の門に入り、後に江戸に出て禾木に入門。

全国を行脚して名声をあげ、俳諧教導職の任にも

就いた。等栽・為山とともに江戸三大家と称された。

明治 19年 2月 11日、 72歳で死去。

2.3三森幹雄／選者

三森幹雄は、文政 12年、陸奥国石川郡に生ま

* A Study of "Kokonhaikai-meijigohyak.udai" by 

Madoka SUZUKI 
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これらの諸本調査の結果、本書には初刷から四刷 斎の影響が見られることが分かった。

まであることが明らかとなった。特に人名録の差異

から、二刷から三刷において大幅な改訂が行われ

ていることが分かった。また、広告の差異から、さら

に2種類のパターンを見出すことが出来た。

それぞれの刷の明確な発行年次及び部数は不

明であるが、刷の数と広告の差異から、本書は少

なくとも 3回の刷り直しが行われており、現在6種類

の版本が存在していることが分かった。

5 構成

5.1 本文の構成

『古今俳諧明治五百題』の本文は、「歳旦之部」、

「春之部」、「夏之部」、「秋之部」、「冬之部」、「遅

来追加四季混題」、「開化之部」、「詠史之部」、「名

所神釈哀慶旅中之部」から成る。それぞれの部に

は題が配されており、その題について詠じられた句

が掲載されている。全体の題数は 1269題、句数は

5976句である。

5.2収録句数の多い俳人

俳人ごとの句数を集計し、本書における有力俳

人を割り出した。その結果、編集者の旭斎が最も多

く、 351句であった。また、次点は秋田の俳諧宗匠

の庄司唸風で、 124句であった。そのほか、上位の

俳人は辞典に立項されている宗匠達が多く見られ

た。それ以外は下総の俳人が多く、下総出身の旭

斎の門人か、あるいは地元の名士であると考えら

れ、旭斎の影響が強く表れていることが分かった。

6 人名録

『古今俳諧明治五百題』に後付として付されてい

る人名録は、本書に納められている俳句の作者の

俳号、住居、氏名を、俳号のいろは順に並べたも

のである。この人名録に挙げられている俳人は、全

821人であった。

これら俳人の地域分布を調査した結果、 41の地

域に及んでいた。そのうち最も俳人数の多かった

のは下総の 273 人である。以下人数順に、信濃

162人、常陸 59人、羽前 46人、東京 41人、上野

40人、越中 39人、伊勢 23人と続く。下総と信濃だ

けで全俳人の半数に及び、地域的な偏りが見られ

た。下総は旭斎の出身地であり、信濃は旭斎が宗

匠としてよく赴いていた地である。人名録からも旭

7. まとめ

『古今俳諧明治五百題』は旧派の宗匠が編んだ

類題句集である。そのためか活版ではなく木版刷

りの和装本で、一部に改訂・増補がなされても刊記

についてはもとのまま使用され、明治 12年刊とされ

てきた。しかし諸本を調査した結果、本書は第四刷

まであり、少なくとも 3回の刷り直しが行われている

ことが明らかとなった。また、本書は企画や句の募

集、編集などについて詳細に記した手紙やちらし

が残されており、その成立の過程や背景を知ること

の出来る貴重な資料であるといえる。

さらに、本書の刊行には有力宗匠であった橘田

春湖と三森幹雄が関わっており、当時でも珍しく

「開化之部」が設けられ、春湖や幹雄が担っていた

俳諧教導職に関する題も取り上げられている。これ

は、時代を反映する事物を取り入れた句集として、

注目に値する。しかし同時に、本書の人名録に見

られた俳人の地域分布は下総と信濃に偏りがあり、

編集者の東旭斎の影響が強く見られた。また、俳

人ごとの収録句数は旭斎の句が最も多く、次いで

本書の成立背景にいた庄司唸風の句が多く採録

されていた。成立背景を記した旭斎の手紙のことも

考えると、本書の成立には旭斎一人が深く関わっ

ていたことが分かる。

明治時代初期の旧派の俳諧については、詳細

な研究がほとんど行われていないのが現状である。

本書は当時の俳壇の一様相をあらわす資料として

注目すべきものといえる。

文献

[I] 越後敬子．“明治期1日派類題句集概観”．明治

開化期と文学．国文学研究資料館編．臨川書

店， p.145-187.1998年

[2] 勝峯晋風明治俳諧史話．日本図書センター，

1984年．（吉田精ー監修近代作家研究叢書，

45). 

[3] 加藤定彦．教導職をめぐる諸俳人の手紙一庄

司唸風『花鳥日記』からー．連歌俳諧研究.88, 

p.47-56. 1995年．

[4] 河合章男．明治期の俳書・俳誌の研究．筑波

大学， 2006年 博 士 論 文
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法人化後の国立研究機関の研究実績の評価方法

—国立極地研究所の研究成果を例に一＊

1. 研究背景

国立研究所や国立大学といった研究機関が法

人化され数年が経つ。法人化された国立の研究機

関は中期目標・中期計画をたて評価を受けて予算

が決定される。さらに、国は評価のためのガイドライ

ンを作成していることから、評価の必要性が一層高

まっている。しかしながら、現状の研究評価には多

数の問題点が存在する。現在の評価の中心である

ピアレビューでは評価基準が分かりにくく、客観的

な定量的データを用いた評価ではインパクトファク

ターなど研究機関の実力を表していないものが用

いられる場合がある。本研究では研究機関におけ

る研究成果の代表である論文発表とその被引用数

等の詳細な分析により研究機関評価を行うことを目

的とする。また、複数の類縁研究機関を対象とした

論文の生産数の比較をすることで特定の機関の相

対的な位置づけを調査する。

2 調査の概略

調査対象は国立極地研究所 (NIPR)を取り上

げる。国立極地研究所の研究者総覧に掲載さ

れている教授、准教授、講師、助教のそれぞれ

の業績リストのなかで 1983年以降に発表された

査読論文、並びに 2000年以降に国立極地研究

所に在籍した研究者の論文を対象とした。研究

者総覧から得られる論文の書誌データのうち論

文タイトルを検索語とし、 Web of Science、

SCOPUSで検索を行い、収録されている論文に

関しては併せて被引用数も調べた。転出した研

究者に関してはWebof ScienceとSCOPUSの著

* "Research evaluation on independent administrative 
entity: Case study in National Institute of Polar 
Research" by Dai NAKAJIMA 

中島大（学籍番号 200821667) 

研究指導教員：逸村裕

副研究指導教員：石井啓豊

者標目を用いて論文データの収集を行った。ま

た、類縁機関との比較としてイギリスの British

Antarctic Survey (BAS)、ドイツの Alfred

Wegener Institut :flir Polar und Meeresforschung 

(AWI)の2機関の論文生産数を Webof Scienceと

SCOPUSを用いて調べた。

3. 国立極地研究所の研究評価

3.1データベース収録率

現在国立極地研究所に所属する研究者の業績

リストに掲載されている査読済み論文のうち Webof 

Science、SCOPUSに収載されている割合はそれぞ

れ 45.19%、50.45%であった。年ごとの収録率を見

ると 1983年で Webof Scienceで7.14%、SCOPUS

で 14.29%だったものが 2008年にはそれぞれ

51.79%、64.29%まで上昇している。研究者を個人

別に見ると全ての研究者が Webof Scienceと

SCOPUSにおける収録率が同じわけではなく、若

い研究者ほど収録率が高くなっている。さらに、 50

歳以上の年齢が比較的高い研究者も、年を経るに

つれて収録率は上昇している。こうしたことから、国

立極地研究所の Webof Science及び SCOPUSに

おける収録率は近年上がっていると言える。

3.2論文生産数

2000年以降の異動のデータを国立極地研究所

から入手し、転入者は異動年の前年までの実績を

加算し、転出者は異動年より以前の実績を削除し、

研究者個人の論文生産数を合計し、国立極地研

究所の論文生産数を得た。

SCOPUSにおいて2000年に 71件だったものが

2002年と 133件まで上昇した後、 2004年に 86件

まで減少し、 2006-年に再び 134件まで上昇した。

Web of Scienceにおいても 2002年と 2006年の前
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後に論文数が上昇している。 2002年と2006年に論

文生産数が上昇したのは南極に関する研究分野

全体に関わる国際シンポジウムである SCAR

Symposiumが開かれたためだと考えられる。

3.3被引用数

国立極地研究所に現在所属する研究者の全論

文の中には 100回以上引用されている論文も存在

する。しかし、被引用数が 0や 1の論文は Webof 

Science、SCOPUSにおいて収録数に占める割合

はそれぞれ 21.97%、28.42%となり、多くの論文は

ほとんど引用されていない。このため、被引用数が

100を超える高被引用論文が生産される年におい

てはその年の平均被引用数が大きくなる。

表 lは2000年以降の異動のデータを含めた場

合の被引用数の平均値（平均被引用数）と最大値

の経年変化である。被引用数の平均値とは当該年

に発行された論文の被引用数の合計を当該年の

論文数で除した数値である。

表 1 被引用数の平均値と最大値

SCOPUS 

収 被引用数

I 平均値 最大値

71 12.49 76 
66 12.30 57 
133 10.50 76 
110 11.07 86 
86 17.07 278 
102 5.02 31 
134 3.64 108 
86 4.90 43 
81 1.42 24 
25 0.08 1 
894 819 278 

2006年は被引用数の最大値が 100近くになるが、

他の年に比べて平均被引用数は低くなっている。

これは2006年に論文数が上昇したことで平均被引

用数が小さくなったと考えられる。なお、 Webof 

Scienceにおいて 2001年から 2003年までは被引

用数の最大値が375、607、408と大きな数値を示し

ているのは、異動した研究者の論文を抽出する際

に著者標目の名寄せが適切に行われていいない

ために、同イニシャルの研究者の論文を誤って抽

出している可能性がある。

4 競合機関との比較

海外の極地研究を行う 2機関との比較では、国

立極地研究所の Webof Scienceにおける論文生

産数が 1983年に4件だったものが 2008年には 86

件まで増えている。しかしながら、同時期にBASは

65件から 273件、 AWIは0件から 376件まで増や

していた。

5. 考察

国立極地研究所全体では Webof Scienceと

SCOPUSにおいて約50%の論文しか収録されてい

ないが、近年は研究者が Webof Scienceや

SCOPUSに収録される雑誌に投稿するようになっ

ていることが伺えた。これは研究評価の必要性が

高まる時勢の中では必然的ともいえる。今回協力

を頂いた国立極地研究所のある研究者はデータ

ベースの収録率が上昇している傾向に関して肯定

的な見方をしていた。

論文の生産数に関しては国際シンポジウムがあ

った 2002年と 2006年に大幅な上昇を見せたが、

2006年においては被引用数の最大値が 100近く

あるにもかかわらず、平均被引用数は他の年に比

べて小さくなっている。論文生産数が多い年は被

引用数が高い論文があっても平均被引用数が高く

ならない現象も見られたことから、被引用数を用い

て研究機関の評価をする際には論文の生産数とと

もに考慮することが望ましい。国立極地研究所と海

外の類縁機関との比較においては、国立極地研究

所の論文生産数の伸び以上に類縁機関の生産数

の伸びが目立った。

今回の調査では異動した研究者の論文の抽出

に際して使用した著者標目がしつかり名寄せされ

ていない可能性があり、 Webof ScienceとSCOPUS

で研究機関の表記が統一的でないなどの問題が

残る。このようにデータベース上でデータを収集し

ようとした場合には問題が付きまとうことに留意する

必要がある。

文献

[I]Pradir.G.Dastidar . National and institutional 

productivity and collaboration in Antarctic science: 

an analysis of 25 years of journal publications 

(1980-2004), 2007, vol.26, p.175-180. 
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著作権法における方式主義の採用可能性＊

1 . はじめに

現在の著作権法は著作物の創作と同時に著

作権が付与される「無方式主義」を採っている。

この無方式主義は、著作権者不明の「孤児著作

物」の増加等の問題を引き起こしている。孤児

著作物の増加は、著作物の利用希望者が著作権

者を調査するコストを増大させ、最悪の場合に

は著作物の利用を不可能にする恐れがある。こ

れは文化の発展のために公正な著作物の利用を

促す著作権法の目的を阻害するものである。

こうした問題点を解決する手段の一つとして

考えられるのが「方式主義」の採用である。方

式主義とは著作権享受のために登録等の手続き

を要求する制度である。方式主義は、著作権者

の所在を明らかにし、孤児著作物の発生を防ぐ。

本研究は著作権法における方式主義の採用可

能性について論じるものである。

2. 著作権法の歴史的背景

2.1 ヨーロッパ各国の著作権法の歴史

15世紀半ばに活版印刷術が発明されると、ヨ

ーロッパでは書籍商が海賊版を排除するため

に、国王らへ出版特許の申請を行なった。これ

が著作権の原初であり、初期の著作権制度は国

王らに申請する方式主義だった。権利享受のた

めに申請手続き等を必要とする風潮は長らく続

いた。しかしこの後、ヨーロッパ各国を中心と

して創設された著作権の国際条約であるベルヌ

条約のベルリン改正条約によって、世界各国の

著作権法制度が無方式主義へと転換した。

* "The adoption of registration system in 

Copyright Law" by Yutaka NIHEI 

二瓶優（学籍番号 200821670) 

研究指導教員：後藤嘉宏

副研究指導教員：村井麻衣子

ベルリン改正会議ではヨーロッパだけではな

く各国が意見を述べた。各国の発言を整理する

と、無方式主義は①著作者らが登録等の些細な

誤りで著作権を剥奪されないため②他国の著

作物訴訟の際に本国で方式を履行したことを判

断するのが大変なため③内国民待遇の実効性

確保のためという 3点の理由で採用されたよう

である。しかし、これらの課題は方式主義の下

でも対応できるものであり、無方式主義を採用

する確固たる理由とは言えないと判断した。

2.2 アメリカの著作権法の歴史

アメリカでは、 1790年にイギリスのアン法典

を基に著作権法を制定した。その当時のアメリ

カ著作権法は方式主義を採っており、その後、

世界的に無方式主義が主流になった後も、 1988

年のベルヌ条約加盟まで方式主義を貫いた。最

終的にはベルヌ条約という国際的なフォーラム

の中でアメリカの存在感を示す必要に迫られた

等の理由で無方式主義の採用に至っており、著

作権法の在り方について熟慮したうえで無方式

主義を採用したわけではなかった。

2.3 日本著作権法の歴史

日本が著作権法を制定したのは列強国との間

に結んだ不平等条約の改正のためという意味が

大きかった。無方式主義に関する議論も殆ど行

なわれずにベルリン改正条約に合わせて無方式

主義採用に至っていた。

2.4小括

ヨーロッパ・アメリカ・日本の著作権の歴史

を概観したが、無方式主義を採用すべき確固た

る理由が見当たらず、現代著作権法が無方式主

義を堅持する理由は無いものと判断した。

-15-



3 無方式主義が抱える問題点

著作権を巡る環境は、インターネットの普及

により大きく変わった。だが、現状に至っても

著作権法はアナログ媒体による古典的著作物を

想定した法制度となっている。無方式主義も著

作物の流通がそれほど多くない時代に採用され

た制度であり、デジタル著作物が普及し、複製

や公衆送信を容易に行なうことができる現代に

おいては幾つもの問題点が指摘されている。

無方式主義が抱える問題点の中でも、特に重

要な問題として挙げられるのが「孤児著作物」

である。孤児著作物とは、著作権者の身元や所

在が不明な著作物のことであり、著作物利用者

に訴訟を起こされるコストなどを負担させるた

め、著作物の公正な利用を害する恐れがある[1]。

このような孤児著作物への対応が、全く為さ

れていないわけではない。日本やカナダでは相

当な努力を払っても著作権者が見つからない場

合には政府機関等が著作物の利用を認めてい

る。アメリカやイギリスでは、十分な調査を経

ても権利者が見つからない場合には著作権侵害

とならない。北欧諸国では非営利利用について、

著作権管理団体が権利者に代わって利用を許諾

する「集中許諾スキーム」を採用している。し

かし、いずれの方法も孤児著作物の抜本的解消

に至るものではない。そこで孤児著作物の抜本

的解決のために方式主義の導入を検討する。

方式主義の採用は、著作権者の身元確認、利

用者による権利者情報コストの削減などの効果

により、孤児著作物の解消が期待できる。

4. 方式主義の採用可能性

無方式主義の問題点を解消できる方式主義だ

が、方式主義にも問題はある。第一に著作者が

登録コストを負担することになるため、著作者

に不利になるのではないかという懸念である。

この問題については、著作物の価値が高ければ、

むしろ方式主義の方が著作者に有利となるとい

う説があり、一概に著作者不利の制度とは言え

ないことが分かった。第二にベルヌ条約の無方

式主義条項と如何に整合性を図るかについてで

ある。この問題については Charistop her 

Sprigmanの論文[2]をもとに検証を行なった。

その結果、登録された著作物にのみ「複製禁止

権」等の専有権を付与し、未登録著作物につい

ては専有権を制限して報酬請求権のみとする案

が最も採用可能性が高いものと判断した。

しかし Sprigmanの論文は、現行ベルヌ条約

内で方式主義に類似した制度の導入可能性を示

すに留まっており、今後は著作権者・利用者の

双方にとって使い勝手の良いシステムを考える

必要がある。

私見として、①Sprigman案に基づき、未登

録著作物には報酬請求権のみ ②未登録著作物

の利用料の支払い先を国に一元化 ③権利放棄

著作物の利用には利用料を支払わなくて良い

④著作権の存続期間中ならいつでも登録可 ⑤ 

権利者変更時の登録変更義務 ⑥登録について

権利者は実名や著作権者アクセス先を秘匿でき

る ⑦権利者は「利用者に希望する使用形態」

などを登録できる、という 7点からなる新たな

方式主義を提案する。この提案はベルヌ条約の

枠組み内で孤児著作物等の問題点を解消すると

いう目標達成に貢献するものだと考える。

著作権法が無方式主義の抱える問題から脱却

し、真に著作者と利用者の利益を図り、文化の

発展に寄与する法律となることを強く望む。

文献

[1]菱沼剛孤児著作物を巡る議論について一

認識された論点、提案された解決策、および残

された問題点．知的財産法政策学研究.2007, 

Vol 15, p.299-340. 

[2] Charistopher Sprigman. Reform(aliz)ing 

Copyright. Forthcoming, Stanford law 

Review 485, 2004, p.486-568. 
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道教護符に使用される用語の整理ー『道法會元』を対象として＊

1 . はじめに

近年，貴重資料の画像公開・データベースの作

成が行われているが，資料をデータベース化する

ことは，資料へのアクセスを容易にするとともに，資

料を使用した研究に新たな可能性を与えることも

可能であると言える．

本研究科では道教資料の1つである『道法會元』

に含まれる符を対象としてデータベースの作成，分

析方法の提案がされてきた本研究では，『道法會

元』中に含まれる符について検索及び分析に資す

ることを目的とし，符を構成する要素であるパーツ

について付与されている説明文の整理を行った．

2 『道法會元』とデータベース化

2. 1『道法會元』とデータベース化

『道法會元』とは， 中国道教の経典である『正統

道蔵』に収録されている道教の儀礼書であり，雷法

を中心とした諸派の道教呪術に関する集大成とな

っている． 『道法會元』には符などの図と呪文など

の文章が混在しているが，本研究では符に着目し

て研究を行う．この『道法會元』のデータベース化

は宇陀•松本両研究室の共同で行われた．その後，

電子化したデータを使用して，様々な分析機能の

作成が行われてきている

2・. 2本研究の目的

本研究では，個々のパーツについて付与されて

いる説明文の意味の幅の整理，意味と形の面から

のパーツ間の関連の整理を行う．パーツの関連性

の整理•,パーツに付与された説明文の整理を行う

ことは，，符及びパーツの検索に役立つと考えられる．

*'℃ lassi'fy tenns us砂 fTiwism. charm : the object 

of"D: 証 faf.l:U.i,.yuan''" :J.i>y Misa Hayakawa 

早川美彩（学籍番号 200821672)

研究指導教員：松本浩一

副研究指導教員：宇陀則彦

またこれは，それ自体が符に関する基礎的な研究

になると共に，符の構成分析や符から見た道教呪

術の系統分析に役立つと考えられる．

3. パーツデータの入力と分類

3. 1パーツコード付与の問題と分類表の作成

パーツ分類の先行研究にとしては，八十田の作

成したパーツコードの付与がある．しかし，一部の

データのみを対象とした分類である点や類似した

形のパーツに異なるパーツコードが付与されてい

る点などの問題点が存在していたそこで，今回

『道法會元』中の全ての散形符（符を構成要素ごと

に分けて記述した符）のパーツデータを作成すると

ともに，新たにパーツ分類表の作成を行った

パーツ分類の概要について述べる分類では，

第 1段階としてパーツを構成する要素の数により分

類を行い，次にパーツを構成している要素の種類

により分類を行ったパーツを構成している要素の

種類としては，図像と文字とに分けることが出来ると

考え分類を行うものとした

3.2パーツ分類表の意義

このパーツ分類表の作成および分類作業により，

総てのパーツデータに対して分類が終了し，総て

のパーツデータについてその構成要素ごとに分析

を行うことが可能となった．また，全てのパーツデー

タの分類が行われたことで，従来の一部のみのデ

ータを使用した分析でなく，『道法會元』に含まれる

散形符全体に対しての分析が可能となると考えら

れる．

4. 構成要素ごとの分析

4. 1パーツ全体に対する分析

本研究で作成した符とパーツのデータについて，
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全体の出現傾向の分析を行った．緊形符(1つのま

とまった形で示される符）の出現回数から，巻66-75,

巻 126-135,146-155, 176-185巻 202-215,巻

246-268の部分で出現回数が少なくなっていること

が読み取れ，ここに何らかの区切りがあるのではな

いかと推測出来る．また，パーツの出現分布につ

いても巻により差異がみられ，それぞれの巻の呪

術の宗派に関連があると考えられる．

4. 2頻出するパーツの分析

出現回数の多いパーツについて，付与されてい

る説明文の意味やパーツの分布について分析を

行った．パーツの出現については，出現位置に偏

りのあるものがあり，呪術の宗派に対応していると

考えられる．

4. 3関連するパーツの分析

パーツ間の関連としては，形の関連と意味の面か

らの関連があると言えるパーツには，形に関連の

無いものであっても，同じ意味を付与されているも

のがあり，また，漢字が分解されたパーツと元の漢

字のように，類似したパーツ以外にも形の関連のあ

るパーツが存在しているこれらについては，本研

究で作成したデータベースにおいて検索を可能と

した．

5 新規データベースの作成

本研究で作成した散形符・緊形符のデータを組

み入れたシステムの作成を行い，パーツの意味に

よる関連性検索を可能とした．

システムのインターフェースを PHP5.2, Webサ

ーバを Apache2.0, データベースには MySQし5.1 

を用いて実装した．

本システムはWebブラウザを用いて使用すること

ができるものである．資料の閲覧・検索機能として，

ページ閲覧機能，符閲覧・検索機能，パーツ閲

・検索機能を作成し，本研究で行ったパーツ分

析の結果から分かったパーツ間の関連について検

索できるパーツ関連性検索機能を作成した．

6 考察

本研究では，パーツの分類について，八十田の

行ったパーツコードの付与を見直し，新たにパーツ

の構成要素の数と構成要素の種類により分類を行

ったこの分類により，八十田のパーツコードの付

与の問題として挙げた，類似した形のパーツに離

れたパーツコードが付与されている問題，同じ漢字

を使用したパーツに別のパーツコードが付与され

ている問題などは解決できたと考える．しかし，この

パーツの分類方法が適切であったかどうかはこの

分類を使用した分析を行っていくことで今後検証し

ていく必要があると考える

また，本研究では頻出するパーツについてその

意味の整理を行ってきた．このパーツの意味分析

の結果として，パーツに使用されている意味にはあ

る程度巻による偏りがあると言える．

7. おわりに

以上で述べたように，本研究では散形符に含ま

れるパーツの分類と頻出するパーツについてその

意味の整理を行ってきた．

本研究で判明した意味の関連のあるパーツにつ

いてはパーツ関連性検索として，意味の関連を検

索するシステムの作成を行った．本研究で作成し

たパーツ分類の結果及びパーツの意味の整理に

ついては今後，パーツの意味分析や現在凋が行

っている符の分析に活用していくことができると考

えられる．

文献

[l]松本浩一．宋代の道教と民間信仰．東京，汲

古書院， 2006,444p. 

[2]二階堂善弘．道教・民間信仰における元帥神

の変容大阪，関西大学出版部， 2006,p.256. 

[3]Henry Dore. Researches into Chjnese 

superstitions Vol. I -III. Taipei, Ch'eng-wen Pub. 

Co., 1966, 320p. 
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論文データベースにおける人文学の収録状況＊

-CiNii収録率の実態調査一

1. 研究背景・目的

近年、人文学分野においても電子メディア・

電子ジャーナル利用が増加している。しかし、日

本において人文学分野を対象にした論文データ

ベース（以下 DB)の数は少ない。その中で網羅的

な論文情報を公開している DBに国立情報学研

究所（以下 NII)論文情報ナビゲータ・CiNiiがあ

る。 CiNiiは2010年 1月 11日現在、 12,653,47

0件の文献情報を収録・提供している。 CiNiiの

検索対象分野は「人文・社会学」が最も多い。し

かし CiNiiのコンテンツに関して行われた調査は

少なく、人文学分野の収録状況が明らかにされ

ていない。本研究は人文学分野を対象にした

CiNii収録率調査を行い、人文学分野の学術情

報の電了化の実態・人文学分野の学術情報の

電子化を阻害する要因を明らかにする。

2 調査方法

2.1 CiNii収録率調査

文部科学省の「系・分野・分科・細目表」に記載

されている人文学分野の中で、 (1)主に日本語で

研究活動を行っている、 (2)専門機関が作成した

DB(以下専門 DB)がある、 (3)文献情報を入手す

る独立行政法人科学技術振興機構による

『ReaD研究開発支援総合ディレクトリ（以下 Rea

D)』の収録情報が極小でない領域、の 3点に基

づき、日本語学・日本文学・人文地理学・日本語

教育の4領域を対象とした。それらの領域におい

て調査対象とする研究者・及び論文情報を、

ReaDから対象文献情報を抽出した。その手順

を図 1に示す。

* "Humanities coverage of bibliographic database 

in Japan: Smvey of the CiNii" by Rie HIDUME 

日詰梨恵（学籍番号 200821673) 

研究指導教員：逸村裕

HMOの研究者消母を蕊：、対象

とする研究者惜報(.,¥)を入手

献が本研究で．規定L

図 1.文献抽出手順

上記の手順で抽出した文献を対象に、 CiNii

の収録率、及び本文提供率を集計した。また、

CiNiiの網羅性を把握するため、各領域の専門

DBとの収録率比較調査を行った。対象とした各

専門 DBは、日本語学：「国語学文献検索」、日

本文学：「国文学論文目録 DB」、人文地理学:

「地理学文献 DB」、日本語教育：「日本語教育

年鑑論文検索」である。

2.2 CiNii担当者に対するインタビュー調査

CiNii収録率調査結果を基にしてNIIのCiNii

担当者に対し、インタビュー調査を行った。インタ

ビューは半構造化インタビューの形式を取り、

CiNii収録率調査結果に関する事項と共に、 (1)

雑誌記事索引の対象外となっている文献の取り

扱い、 (2)CiNiiのコンテンツを増加させるための

方策、 (3)今後の CiNiiが目指す方向性につい

ての 4点を調査した。
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3. 結果

3.1 CiNii収録率調査結果

各領域の書誌データ収録率を以下に示す。 N

は各分野の調査対象文献数である。表の項目に

おいて「全収録」は初号から最新号、あるいは最

終号まで収録、「一部未収録」は途中の書誌デ

ータが欠落している、「未収録」は CiNiiにおい

て収録されていないことを示している。「CJP、IR

のみ」は引用文献索引 DBの情報、あるいは IR

のみに収録されている文献である。

表 1. 日本語学の収録状況(N=923)

学術雑誌 大学・研究 その他

(N=l 52) 紀要 (N=50) 

(N=721) 

全収録 43(28.3%) 370(51.3%) 4(8%) 

一部未収録 57(37.5%) 258(35.8%) 14(28%) 

未収録 37(24.3%) 56(7.8%) 23(46%) 

CJP、IRのみ 15(9.9%) 37(5.1 %) 9(18%) 

表 2. 日本文学の収録状況(N=l,571)

学術雑誌 大学・研究 その他

(N=400) 紀要 (N=193) 

(N=978) 

全収録 71(17.8%) 469(48%) 9(4.7%) 

一部未収録 181(45.3%) 384(39.3%) 51(26.4%) 

未収録 128(32%) 114(11.7%) 122(63.2%) 

CJP、IRのみ 20(5%) 11(1.1%) 11(5.7%) 

表 3. 人文地理学の収録状況(N=207)

学術雑誌 大学・研究 その他

(N=77) 紀要 (N=25) 

(N=l 05) 

全収録 19(24.7%) 47(44.8%) 3(12%) 

一部未収録 36(46.8%) 42(40%) 10(40%) 

未収録 5(6.5%) 9(8.6%) 8(32%) 

CJP、IRのみ 17(22.1%) 7(6.7%) 4(16%) 

表 4. 日本語教育の収録状況(N=401)

_, '学術雑誌 1大学・研 1 その他

(N=102) 究紀要 (N=29) 

(N=270) 

全収録 34(33.3%) 145(53.7%) 3(10.3%) 

一部未収録 40(39.2%) 90(33.3%) 6(20.7%) 

未収録 24(23.6%) 30(11.1%) 18(62.1 %) 

CJP、IRのみ 4(3.9%) 5(1.9%) 2(6.9%) 

全体的な傾向として、 (1)「大学・研究紀要」の収

録率•本文公開率は高い、 (2) 「学術雑誌」、「そ

の他」文献の ReaD掲載回数が高い文献ほど、

CiNiiに収録されている、 (3)「一部未収録」が多

かった「大学・研究紀要」の未収録期間は、全て

CiNiiの主要な DBである国立国会図書館：雑

誌記事索引の採録中止期間と同じである、 (4)専

門 DBとの収録率比較の結果、 CiNiiのみが有

しているコンテンツが高い、という結果であった

3.2 CiNii担当者に対するインタビュー調査結果

インタビュー調査からは、 (I)紀要は元々無

料流通であるため NII-ELS参画率が高く、

CiNiiに収録されやすい、 (2)人文学は二次著

作権等の問題があり、電子化が困難な場合が

ある、 (2)書誌データの網羅性より本文提供率

を高めるのが CiNiiの方針である、 (3)社会シ

ステムとしての論文DBを目指す方向性である、

ことが判明した。

4. 人文学分野における論文DB推進の方策

CiNii収録率調査からは、紀要類に関しては

書誌データ・本文提供共に多くのコンテンツを

有していることが判明した。しかし、学術雑誌

の電子化を促進させるためには、 (1)学協会の

収入の問題、 (2)著作権の整備、 (3)人文学分

野における電子化のメリットを明確にすること、

などが課題として挙げられる。

文献

[l]国立情報学研究所. CiNii. 入手先，

http ://ci.nii.ac.jp/, (参照 2010-01-14).
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本の推薦システムにおけるカテゴリの有用性＊

1 研究目的・研究背景

インターネットの普及，本の出版点数の増加によ

り，自分の要求に合った本を見つけにくくなってい

る。そんな中，利用者の好みを分析し，本を推薦す

る推薦システムが注目を集めている。しかし推薦シ

ステムにも課題は多く，その 1つに，好みの似たよ

うな人達のデータを利用して推薦するため，利用

者の知っているものばかりになり発見性がない，と

いう問題がある。この問題を解決するためには，別

の観点からの推駕が必要である。一方，推薦シス

テムの有効性を高めるための研究も種々行われて

いる。その 1つとして，利用者が推薦理由を知るこ

とによる効果の検証が行われており，有効であると

の報告がある。

そこで本研究では発見性がないという問題を解

決するための別の観点として「カテゴリ」を採りあげ

た。そして本の推薦システムにおいて， (1)カテゴリ

を利用することにより発見性が向上する， (2)カテゴ

リを可視化することで自分の要求に合った本が選

びやすくなる，という 2つの仮説の検証を行った。

細井瞳（学籍番号 200821675) 

研究指導教員：緑川信之

副研究指導教員：池内淳

するカテゴリを可視化して提示した。評価実験の前

後に，被験者への質問を行った（事前調査，事後

調査）。被験者は 30人であった。

3. 分析方法

評価実験の結果をもとに，仮説 (1)(2)の検証を

行った。その際，事前調査，事後調査の回答とのク

ロス集計も行った。

3.1発見性

評価実験の際に聞いた「推薦された本は意外だ

と思うか」の評価値を「発見性」の度合とした。推薦

システム 1と2を比較し，仮説(1)の発見性につい

て検証した。

3.2可視化の有効性

評価実験の際に聞いた「読みたいかどうかの判

断は容易か」の評価値を「可視化の有効性」の度

合とした。推薦システム 2と3を比較し，仮説(2)可

視化が有効性について検証した。

3.3満足度

本研究では満足度を評価実験の際に聞いた「読

みたいと思うか」の評価値とする。推薦システム 1・

2 研究方法 2・3を比較し，満足度の検証を行った。事前調査・

評価実験用の推藤システムを 3種類作成し，被 事後調査と評価値のクロス集計も行い，分析した。

験者に利用・評価してもらった。推薦システム 1で

は， Amazon.co.jpの類似本データを利用して推薦

を行う。推駕ジステム 2では，推薦システム 1の方

法を利用した推薦とカテゴリを考慮した方法による

推薦を併用して推薦を行った。カテゴリを考慮した

推薦を「カテゴリあり」，カテゴリを考慮していない推

薦を「カテゴリなし」とする。推鷹システム 3は，推薦

システム2と推薦方法は同じだが，各推萬本が属

* "The Utility of Category in Book Recommender 
System" by Hitomi HOSOI 

4. 結果

4.1発見性

図 lの白は評価値 4・3が付与された「発見性が

ある」の割合，赤は評価値 2・lが付与された「発見

性がない」の割合である。推駕システム 1と2では

大きな差はないが，若干推薦システム 2の方が「発

見性がある」の割合が若干高いことがわかる。しか

し「カテゴリあり」，「カテゴリなし」で比較すると，カテ

ゴリありの方が大幅に発見性が向上した。
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発見性（システムごとの比較）

推蕨システム1

n=521 

推薦システム2
n=416 

0% 50% 100% 

図 1:発見性（システムごとの比較）

また，事前調査，事後調査とのクロス集計から，

推應システムに対して特定の意見を持つ被験者に

とっては，カテゴリを考慮した推薦でも発見性が高

まらない場合もある，ということがわかった。

4.2可視化の有効性

図 2の白は評価値 4・3が付与された「判断が簡

単」の割合，赤は評価値2・1が付与された「判断が

難しい」の割合である。推薦システム 3の方が推薦

システム 2より「判断が簡単」の割合が若干低下し

ている。このことから，可視化は有効でなかったこと

がわかる。

可視化の有効性（システムごとの比較）

推薦システム2
n=416 

推腋システム3

n=419 

0ヽ ,., 40ヽ 60ヽ aoヽ 100ヽ

図 2:可視化の有効性（システムごとの比較）

図3の白は評価値4・3が付与された「満足した」

の割合赤は評価値 2・lが付与された「満足しな

かった」の割合である。各システムに満足度の違い

は見られなかった。しかし推薦システム2・3ともにカ

テゴリありの方がカテゴリなしより満足度が低下する

結果となった。

満足度の分析（システムごとの比較）

推蔽システム1

n=521 

推隅システム2
n=416 

推薦システム3

n=419 

0ヽ 20ヽ 40ヽ 60¥ 80¥ 100ヽ

固 3:満足度の分析（システムごとの比較）

4.4結論

カテゴリを考慮することで発見性は向上した。し

かし，カテゴリを可視化することによる変化はほとん

どなく，有効であるとは言えなかった。

5 課題

Amazon以外のデータおよびカテゴリを利用し，

被験者とデータの数を増やして検証を行う必要が

ある。また，発見性と満足度の相関や，カテゴリの

可視化の利用方法に関する検証を行う必要があ

る。

文献

•藤森洋昌他．協調フィルタリングにおける近傍

グループの可視化．情報処理学会研究報告．

また，事前調査事後調査とのクロス集計から， 2004, No.45, p. 59-66 

否定的な意見を持つ被験者にはカテゴリの可視化 ・Nava Tintarev ,Judith Masthotf. "A Survey of 

が有効な場合もある，ということがわかった。 Explanation in Recommender System"JCDE'07. 

4.3満足度 2007, p.1-9 
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図書館情報学における「コミュニケーション」に対する考察と提案

—情報伝達モデルと他領域のモデルを比較して—*

1 研究背景と研究目的

人間は、コミュニケーションをとっていかねばなら

ない存在である。何らかの原因でコミュニケーショ

ンが上手く行われていない状態を“ディスコミュニケ

ーション”と呼ぶ。しかし、コミュニケーションを情報

の・やり取りつまり情報伝達として考えた場合、図書

館情報学や情報学における情報伝達モデルでは

ディスコミュニケーションの様々な場面や場合を、

モデルにすんなりとあてはめることは難しいのでは

ないのだろうかと考える。ここで、情報伝達モデル

がコミュニケーション及びディスコミュニケーション

においてどのような点であてはめが困難であるか、

また今後どのような要素を盛り込んでいけば有益で

あるのか、という課題が出てくる。

本研究では、図書館情報学や情報学における

情報伝達モデルと、ダブルバインド理論とエスノメソ

ドロジー研究における考え方を比較する。比較した

のち、図書館情報学におけるコミュニケーションの

考え方には今後どのような視点を盛り込んだら同

学問において有益であるかという考察をする。

2 比較により明らかになったこと

情報伝達モデルと他の2つのコミュニケーション

の考え方の比較にあたり3つのコミュニケーション

の考え方における比較の基準として主に以下の 3

点を取り上げた。

(1)情報伝達モデルの線形性で説明されていない

ことが他の2つの考え方の中にあるのか

(2)コミュニケーションと送り手・受け手、両者の関

係性の変化を想定するかしないかの違い

* "A Study and Suggestions for the Situation of 

'Communication'in Library and information 

Science: Through a Comparison between the 

'Tr噌ansmissionof Information'J¥1odel and Other 

Models in匹 oResearch Fields" 

by Eriko MIN AKA WA 

皆川恵理子（学籍番号 200821676)

研究指導教員：武者小路澄子

(3)実世界での応用性

2.1 情報伝達モデルとダブルバインド理論が想定

するコミュニケーション・モデルにおける比較

2.2 情報伝達モデルの線形性で説明されていな

いことが他の2つの考え方の中にあるのか

3つのコミュニケーションの考え方における比較

の基準に基づき、比較を行ったところ、以下のよう

な相違点が挙げられる。

① 情報伝達モデルでは複数のメッセージを同時

に発信するということが想定されていない

② 情報伝達モデルにおいて扱われている“メッセ

ージ”には階級がない

③ 情報伝達モデルではモードという概念が存在

しない

④ 線形性を持つ情報伝達モデルではダプルバイ

ンド状況を十分に説明することができない

情報伝達モデルには上で挙げた①～④がない

2.3 コミュニケーションと送り手・受け手、両者の関

係性の変化を想定するかしないかの違い

情報伝達モデルでは送り手・受け手を想定して

いるが両者の関係性の変化については想定してい

ない。ダブルバインド理論が想定するコミュニケー

ション・モデルでは、送り手・受け手は想定していな

いが両者の関係性の変化については想定している

ことが分かる。さらに言うと、"情報の送り手・受け

手”という扱いではなく実際の日常場面や社会的

役割に注目して捉えていると著者は考える。以上よ

りこの2つのモデルでは送り手・受け手、両者の関

係性の変化において全く正反対の性質を持ってい

ることが分かる。

情報伝達モデルでは、送り手・受け手をきっちり

と想定しているが実際にはそうでないケースも存在

するという点、そして両者の関係性の変化について

は想定していないが実際には想定しないと日常に

おけるコミュニケーションを説明することが出来ない

のではないのだろうか。
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2.4 実世界での応用性

情報伝達モデルにおける実世界での応用性は

十分に高いと言うことはできない。それは、私たち

が日常生活で無意識に使用している要素が欠落し

ていることを、ダプルバインド理論が想定するコミュ

ニケーション・モデルと比較することにより分かるか

らである。また2つのモデルでは送り手・受け手、両

者の関係性の変化において全く正反対の性質を

持っているということが分かった。この点より情報伝

達モデルにおける実世界での応用性は低いので

はないかと予想出来る。

2.5 情報伝達モデルとエスノメソドロジーにおける

比較

情報伝達モデルとエスノメソドロジーにおける比

較は、ダブルバインド理論との比較とほぼ同様の特

徴、結果が得られた。

2.6 言語ゲーム論から捉えた情報伝達モデルと

他の考え方の違い

情報伝達モデルと他の2つのモデルとを比較し

た際、そこで明らかにできた違いの背景にもっと根

源的な大きな違いが｝レートヴィヒ・ヨーゼフ・ヨーハ

ン・ウィトゲンシュタインにおける言語ゲーム論にあ

るのではないかと考察した。また情報伝達モデル

には言語ゲーム論から捉えた考え方が組み込みに

くい（ことがある）のではないのだろうかと考察した。

2.7 言語ゲーム論の影響という点からみた、情報

伝達モデルと他の2つのモデルの違い

図書館情報学における情報伝達モデルでは、

根本的な面においで情報伝達モデルと他の2つの

モデルは大きな違いが存在していることを以下の 2

点より考察する。

(i) 情報伝達モデルは言語ゲームの考え方がな

い（もしくは組み込みにくい）

(ii)そのためコミュニケーションにおいて、モデルの

想定外の状況や、非常に日常的な場面が説明で

きない

3 今後の情報伝達モデル、コミュニケーション・

ディスコミュニケーション研究の可能性

(1) 図書館情報学に、本研究で比較したコミュニ

ケーションの考え方と言語ゲーム論を取り入れるこ

とによって新たな考え方を同学の研究に生かすこ

とができるのではないのだろうか

本研究で比較した2つのコミュニケーションの考

え方と、言語ゲーム論の観点を取り入れることによ

って、図書館情報学に取り入れることで、コミュニケ

ーションの問題を考える際に同学問に有益ではな

いかと考える。具体的に、図書館の資料収集、情

報検索やレファレンス・サービスなど、図書館情報

学が扱う研究課題の多くが、現実世界の様々な現

場の具体的な活動や実践に関わることを対象とし

ているおり、比較した2つのコミュニケーションの考

え方と、言語ゲーム論は私たちの日常、実世界に

寄り添っているという特徴があり、それゆえ図書館

情報学でコミュニケーションの問題を扱う際に有益

ではないだろうかと主張する。

(2) (1)を実践するきっかけとして、図書館情報

学の教科書を見直す

情報伝達モデルではすべてのコミュニケーション

を説明することができないという点を、図書館情報

学の教科書において明記、強調したり、他の領域

にはどのようなコミュニケーションの考え方やモデ

ルがあり、ある場合にはあるコミュニケーションの考

え方やモデルがより有効である、ということを図書

館情報学の教科書において説明する、という提案

をする。

以上、図書館情報学における情報伝達モデル

には限界があり、その解決の一方法として(1)およ

びその手段の1つとして(2)の2つの提案を行った。

もちろん、著者の考えや提案が全てではないことは

明らかだが、今後の図書館情報学研究においてコ

ミュニケーションに関する事象を研究したり、そうし

た研究の方向性を吟味したりする際に、その基盤と

して情報伝達モデルだけに依拠するのではなく、

その他の可能性を検討する必要があることを本研

究の結論として提案する。

文献

[I] 津田良成編．図書館・情報学概論．第2版，東
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[2] Jレートヴィヒ・ヨーゼフ・ヨーハン・ウィトゲンシュ

タイン．ウィトゲンシュタイン全集 8哲学探究．
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小児救急医療における携帯電話を用いた情報支援＊

1. はじめに

近年、小児科の診療時間外における軽症患者

の増加が社会問題となっている[l]。このような状況

の改善策として、家庭へ直接情報提供することによ

り、不要不急の患者を減らそうという取り組みが行

われている。

本研究では、救急受診の必要性を判断する保

護者を支援することを目的として、子どもの症状を

携帯電話から選択することにより、緊急性に関する

情報を調べることができる受診判断支援システムを

提案する。

2 研究方法

小児科医 3名の協力を得て、子ども年齢、体温、

症状および救急受診の必要性に関する情報を整

理・統合した「症状マトリックス」を作成した。この症

状マトリックスをシステム化し、携帯電話から利用可

能な受診判断支援システムを開発した。システムの

構築には、サーバサイド・スクリプト言語の PHPを

用いた。開発したシステムの有用性およぴユーザ

ビリティの評価を受けるために、子育て経験を持つ

保護者による 2つの評価実験を実施した。評価実

験 lでは、パソコンからシステムを利用する環境を

設定し、ローカル環境下で実験を行った。検索を

行う際における被験者の発話および検索画面を記

録することにより、発話からシステムの有用性およ

びユーザビリティに関する問題を明らかにしようとし

た。評価実験2では、携帯電話からシステムを利用

する環境を設定し、質問紙を用いて、システムの評

価を調査した。

3. 症状マトリックス

本研究では、体温(38℃以上、または 38℃未満）

および年齢(6ヶ月以上、または6ヶ月未満）の組み

合わせから4つの症状マトリックスを作成した。各症

*" Mobile Phone-Based Assistance on Child's 

Sudden Illness" by Jutaro MIYAHARA 

宮原柔太郎（学籍番号 200821678) 

研究指導教員：岩澤まり子

状マトリックスには、既存の情報源[2][3][4}から抽

出した 99の症状（例：けいれんを繰り返す）および

「他に目立つ症状はない」の計 100の症状を 99行

X 100列の行列式の形でまとめた。検索しやすくす

るために、 99の症状を 18の「症状分類」（例：意識

障害）に分類した。行列式の要素には、症状を組

み合わせた際の救急受診に関する判断結果をまと

め、小児科医 3名による確認を受けた。併せて、各

症状マトリックスに固有の「基本ウェイト」および各

症状のウェイトを求め、症状マトリックスにまとめた。

4. 受診判断支援システム

本システムでは、利用者が携帯電話から子ども

の体温、年齢、症状を選択することにより、その緊

急性を調べることができる。本システムの概念図を

囮 1に示す。

（体温年謡巨状〉タノ
緊性呻l断

丘状ウェイト

図 1.システムの概念図

はじめに、選択された子どもの体温および年齢

から基本ウェイトを、選択された症状から症状のウ

ェイトを決定する。次に、この 2種類のウェイトから

緊急性の判断を行い、救急受診に関する判断結

果を出力する。判断結果は、「緊急度 3(救急車）」、

「緊急度 2(時間外受診または時間内受診）」、「緊

急度 1(時間内受診）」の 3段階とした。

また、利用者が「新型インフルエンザが心配」と
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いう選択肢を選んだ場合には、インフルエンザに

特徴的な症状の情報および相談窓口の情報を提

供することとした。

5 評価実験

評価実験 lでは、 10名を対象として、実験を行

った。評価実験 2では、 22名（うち、 9名は評価実

験 lに協力）を対象として、実験を行った。被験者

は、子どもが急病になった過去の経験をもとに、シ

ステムの検索を行った。

5.1判断結果に対する評価

評価実験2において、システムの判断結果を「納

得できる」と回答した被験者は 16名、「納得できな

い」は 6名であった(N=22)。「納得できる」と答えた

被験者の理由としては、‘‘過去の経験と一致してい

た”や“病院に行った時の先生の判断と似ていた”

という理由があげられていた。一方、「納得できない」

と答えた理由としては、判断結果の医学的な根拠

が示されないことを原因とするものがあげられてい

た。しかし、被験者全員がシステムの判断結果を

「参考にする」と回答していた。

評価実験 lの発話からは、被験者自身が考える

緊急度よりもシステムの判断結果の方が低い場合

において、システムに対して不安を感じていること

が明らかになった。

5.2有用性に関する評価

両評価実験を通して、被験者は、本システムを

“とりあえず使ってみたい"と評価していた。しかし、

評価実験 lでは、「自分が選択した選択肢が合っ

ているのか分からない」ことを不安視する発話が見

られた。また、「限られた選択肢の中から症状を選

ばなければならないことは、負担である」と指摘する

意見もあった。

評価実験 2では、被験者全員が本システムを「役

に立つ」と評価していた。また、「信頼して使うことが

できる」との回答は6名、「まあ信頼して使うことがで

きる」の回答は 14名、残り 2名は「あまり信頼して使

うことができない」と回答していた。「あまり信頼して

使うことができない」と回答した理由としては、“監修

が誰かわからないから”や“判断結果に納得できな

かったから”という意見があげられていた。

5.3ユーザビリティに関する評価

両評価実験を通して、シンプルで分かりやすい

点を評価する意見が多くあった。特に、携帯電話

からの環境を設定した評価実験 2では、“子どもの

様子を見ながら利用できる”や“片手で利用できる”

という意見のように、携帯電話ならではの手軽さを

評価する意見があげられていた。

しかし、両評価実験を通して、“症状分類という

用語が分かりづらい”や“熱に関する症状分類がな

い”などのように問題点を指摘する意見があり、改

善を行う必要があることがわかった。

6. おわりに

本研究では、子どもの症状を携帯電話から選択

することにより、受診の緊急性を調べることができる

受診判断支援システムを提案した。また、子育て経

験を持つ保護者による評価実験からシステムの有

用性を確認することができた。しかしながら、ユーザ

ビリティに関しては、解決すべき課題が残されてい

ることが明らかとなった。今後、これらの課題を改善

し、システムの実用性を高める必要がある。
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子どもの科学に対する興味関心の育成における図書館員の役割＊

—科学読み物の活用を焦点にして一

1. 研究背景と目的

2006年， OECD生徒の学力到達度調査(PISA)

が行われ，日本の生徒は科学に対する態度が否

定的であることが明らかとなった。これにより，科学

離れと呼ばれる現象が顕著になったといえる。一方，

歴史的には理科・科学教育において，読書指導や

自然観察との関連付けとして科学読み物が活用さ

れてきた。これは科学の本を中心としたジャンルを

指すものであるが，図書館における活用事例や図

書館情報学における研究はほとんどない。

そこで，本研究では科学読み物の活用を焦点に

あて，子どもの科学に対する興味関心の育成に関

する図書館の現状と課題を明らかにし，科学に対

する興味関心の育成における図書館員の役割に

ついて考察する。

2. 研究方法

本研究では，文献調査から(1)現代の子どもの科

学観， (2)科学読み物の定義の解釈， (3)科学読物

研究会の活動の意義と課題について整理した。ま

た聞き取り調査および質問紙調査から，子どもの

科学に対する興味関心の育成に関する図書館員

の現状認識と課題について明らかにする。

3. 研究結果

3.1 現代の子どもの科学観

PISA2006 (OECD)から，科学的リテラシーは上

位グループに位置している反面，科学に対する態

度は下位グループに位置しており，科学に対する

意識が低いことがわかった。また， TIMSS2007(!EA) 

や理数長期追跡研究（国立教育研究所・当時）か

ら，学年が上がるにつれて科学離れが起きている

* "The role of the librarian in nurturing of the 

interest in science for children: focusing on use 

of"Kagaku-yomimono"" by Satoko YOKOTA 

横田智子（学籍番号 200821681)

研究指導教員：平久江祐司

可能性が示された。これに対する取り組みは文部

科学省や科学技術振興機構が行っているが，それ

らは科学に対する肯定的態度を育成することを目

的としたものではないことが指摘できる。

3.2 科学読み物の定義の解釈

科学読み物という名称は， 1960年代から使用さ

れ始めたといわれているが，その定義は当時から

確立されていない。代表的なものに，中川宏の定

義（自然科学を中心に SF,動物文学，社会科学な

どにおいて自然や科学への関心を育てるもの：広

義）と板倉聖宣の定義（仮説を立て実験し，法則理

論を作りあげようとするもの：狭義）がある。しかしな

がら，主要な辞書・辞典ではおおむね広義の立場

を取っていること，科学読み物が 1960年代までの

名称を包括する概念として使用され始めたことを踏

まえると，当初から科学読み物は広義の定義でとら

える概念であったと考えられる。

ゆえに，科学読み物の定義の特徴として次のこと

が指摘できる。

・ 子どもの本はフィクションとノンフィクションの

境界線が曖昧な場合があること

・ 科学読み物は日本十進分類法(NDC)でとら

えることが難しいこと

これらのことから，科学読み物は学問的な定義

付けには限界があるといえる。そこで，実践の場で

は科学読み物についてどのように認識し理解して

いるかを調査する必要がある。

3.3 科学読物研究会の活動の意義と課題

科学読物研究会は， 1968年に科学読み物の普

及や研究を目的として創設された団体である。創

設者は津田塾大学講師であった吉村証子（あかし

こ）である。毎月の例会を持ち，会報「子どもと科学

よみもの」を発行，そして現在 4つの分科会が活動

している。

研究会の優れた活動実績には，科学読み物の

書評集の発行と図書館における科学遊びの実施
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がある。また，研究会の課題には，科学読み物の

選定方法が経験則に頼り，優れた科学読み物を選

べる人材の育成が難しいこと，活動は主に都内で

行われており，ある程度の限界があることである。

3.4 子どもの科学に対する興味関心に関する図

書館員の現状認識と課題

図書館員を対象とした聞き取り調査は， 2009年 6

月 24日から 7月 14日に行った。対象は児童サー

ビス専門図書館（児童サービスを専門に行う図書

館を示す用語として使用）2館と公共図書館 2館の

児童サービス担当者計 4名である。その結果，科

学読み物について(1)認識はある程度共有されて

いること， (2)意識した収集はされていないこと， (3)

提供には体系的提供と部分的提供があることがわ

かった。

次に，質問紙調査を 2009年 8月 24日から 9月

14日に実施した。対象は平成 19-21年度までの文

部科学省「子どもの読書活動優秀実践図書館」の

受賞図書館(141館）と日本の主な児童サービス専

門図書館(30館）である。有効回答率はそれぞれ

75.1 %と 66.6%であった。以下では，公共図書館の

調査結果について示す。

公共図書館の図書館員は科学読み物という言

葉をよく知っていたが，その言葉を業務の中で使

用する人は 3割程度であり，認識率に比べて使用

率が低いといえる。また，科学への興味関心を高

める本の必要性やそういったサービスの意識は高

いものの，サービスの実施率または実施満足度で

見たとき，その割合は意識に比べて明らかに低くな

っていることがわかった。さらに，サービスを実施す

る図書館とそうでない図書館の相違点として，わず

かではあるが，科学読み物という言葉の使用が鍵

になることがうかがえた。科学読み物という言葉を

使うことによって，いわゆる物語の本との差別化を

はかり，従来の意識あるいはサービスからの脱却を

はかることができるのではないかと考えられる。

最後に，科学読物研究会代表である市川美代

子氏に聞き取り調査を2009年 12月 12日に行った。

その結果，子どもの興味の対象が科学であるため，

科学読み物をライフワークとしていること，科学遊び

は科学読み物を紹介する 1つの方法に過ぎないこ

となどがわかった。

以上3つの調査結果から，図書館員の現状認識

としては(1)科学読み物や科学の本を使ったサービ

ス実施に対して肯定的に考えていること， (2)資料

に対して分類でとらえることを常としているため科学

読み物というジャンルは理解しづらいこと， (3)科学

読み物を提供する際には体系的提供と部分的提

供の 2種類があるということが指摘できる。また図書

館員のサービスの課題としては， (1)物語や科学の

本という区別をせずバランス良い提供をすること，

(2)分類にとらわれない考え方も持つこと， (3)図書

館で子どものサービス重点目標を掲げ，更新して

いくことがあげられる。

4. 結論

本研究で指摘したように，図書館員は科学を身

近に感じるためのきっかけを作る方法である部分

的提供と，科学に対する輿味を深めるための方法

である体系的提供の両者を行うべきだと考えられる。

とりわけ科学離れの現状を踏まえると，図書館が科

学読み物を体系的に提供することは非常に有意義

である。そして，図書館員は社会的出来事の中に

科学の目を向け，日常と科学が密接に関係してい

ることを利用者に伝えるような努力が求められる。

5. 今後の課題

今回は調査対象を図書館員に限定して行った

が，その他子どもの本の関係者である学校関係者

や保護者などについての現状認識を調べることも

必要であると考えられる。何より子どもを対象とし，

科学読み物の活用や科学遊びにおける実証的な

研究をすることが求められる。これは今後の課題と

したい。
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異なる知識組織化体系における SKOS適用の可能性に関する研究＊

1. 序論

1.1研究の背景

インターネット利用の拡大に伴い，更なる利便性

の向上を求めてインターネット上にある情報資源の

組織化の必要性が高まっている.W3C勧告として

公開されたSKOS(Simple Knowledge Organization 

System) [l]は既存の知識組織化体系（シソーラス，

件名標目表，分類体系など）を再構築せずに共有

し，ウェプを介してリンクすることを目的とした共通

データモデルかつ言語であるしかし，シソーラス

や件名標目表への適用に関する研究や実践が多

数報告されているのに比べ，分類体系への適用に

関する論議は十分ではなく，異なる知識組織化体

系における有用性が実証されているとはいいがた

し¥.

1.2研究の目的

本研究では異なる知識組織化体系に SKOSを

適用する可能性について，分類体系に焦点を絞り，

シソーラスヘの適用との相違点について考察を行

いながら検討する．なかでも，キャプションと分類記

号という異なる要素の表現可能性を有する SKOS

のラベルに着目し，デューイ十進分類法 (DDC)を

対象に分類クラスの適切な表現方法を検証する．

2 字句ラベル

2.1 SKOSの字句ラベル

SKOSの字句ラベルは，任意の自然言語による

ユニコードの文字列であり， SKOS概念はラベル付

けプロパティによってラベルを付与される．図 lにラ

ベルの記述例[1]を示す．

* "A possibility of applying SKOS in different 

knowledge organization systems" by Shiho 

MANABE 

間部志保（学籍番号 200721558) 

・ 研究指導教員：岩澤まり子

副研究指導教員：緑川信之

<MyResource> 

skos:preflabel "animals"@en , 

skos:altlabel "fauna"@en ; 

skos:hiddenlabel "aminals"@en ; 

skos:preflabel "animaux"@fr ; 

skos:altlabel "faune"@fr . 

図 I.ラベルの記述例

2.2デューイ十進分類法におけるキャプションの

表現

キャプションを優先ラベルとして表現し， DDCの

SKOS化を試みた標準的なクラスは容易に表現

することが可能であった．しかし，表中の指示

「Do-not-usenote」により使用を指示されたクラス

（以下，優先クラスとする）の表現について検証を

行ったところ，シソーラスの優先語とは異なり，キャ

プションは優先ラベルとしての一義性や優先性を

有していないため，「人間が読むことができる最適

な表示」 [l]以外の利点を見いだすことはできな

かった．

2.3デューイ十進分類法における分類記号の表

現

次に分類記号を優先ラベルとして表現し， 2.2と

同様の検証を行ったその結果を 2.2の結果と比

較して表1に示す．

表 1.優先ラベルとしたキャプションと分類記号の比較

X 

同じキャプションを付与
された複数のクラスが
存在する

X 

表示されていないキャ
プションを決定する基
準がないので使用でき

生
X 

゜キャプションは同じでも
付与されている分類記
号は異なる

゜確実に唯一の記号が
構築されるので使用で
きる

優先の意味を排したと 1代替ラペルに該当する
してもキャブションを 分類記号は存在しない
決定する基準がない

X 
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このように優先ラベルとして表現する要素は；;i, ・, IDIDCにとつでは意味をもたないことが明らかとなっ

つのクラスには1つしか付与されていない分類記号 た．

が適していることがわかった

しかしミ／ソーラスや件名標目表では 3 分類体系における SKOS適用の可能性

skos:prefLabel, skos:altLabelというラベル付けプロ

パティによって優先語と非優先語の関係を表すこと

が可能であるが，分類体系ではクラスの優先関係

を表すことができなかった両者の記述を比較し，

それぞれの概念の表現法に基づいたラベルの用

法の相違を表2に示す．

表2.シソーラスと分類体系におけるラベルの用法め和違

skos:p「eflabel"371.67"Mex: DOC Notation; 

cl(oc:altlabol "370.28~"AAex: DOC Notation; 

1つの概念が異なるラベルをもつことはできない

表2のとおり，、ンソーラスAの優先関係は1つの概

念に付与された見出し語の優先関係を表している．

そのため，優先語および非優先語をラベルの優先

関係で表現することが可能である．一方， DDCの

優先関係は異なるクラス（概念）間の優先関係を表

している．そのため，分類クラスの優先関係をラベ

ルの優先関係で表現することは不可能となる．

本検証では，優先ラベルとして表現する要素とし

て分類記号が適しているという結論を得た．さらに，

SKOSのラベル付けプロパティはシソーラスの優先

語および非優先語を表現することは可能であるが，

分類体系のクラス間の優先関係は表現できないこ

とがわかったそして，分類体系が1つのSKOS概

念に複数のラベルをもつことができない理由は，シ

ソーラスと分類体系との概念の表現法の相違にあ

るという点を明らかした．

つまり， DDCのクラスには代替ラベル（代替記

号）が存在しないため，ラベル付けプロパティで優

先関係を表現する必要性はない．したがって，

SKOSのラベル付けプロパティskos:J?refLabelと

skos:altLabelはシソーラスや件名標目表の優先語

および非優先語の表現としては有用であるが，

SKOSは，分類記号の表現には記号をRDF型

付リテラルに指定するプロパティ skos:notationの使

用を推奨している．しかし， 2.では skos:pretLabel

を用いて表現する優先ラベルとして，分類記号が

適性を有していることを確認した

skos:pretLabelを用いる場合には分類記号の表

現力を有効に機能させることが困難となるが，階層

関係を表すプロパティの skos:broaderおよび

skos:nairower , 推移卯プロパテイの
＇、西，＂

skos:broaderTransitiveおよびskQS:1J,arrpwerT.ra11sitive
，墨ら、

によって DDCの基本的な階層構造を表現すること

は可能であったまた，センタードエシトリーのよう

な記号と階層関係の例外的な用法に対しても，セ

ンタードエントリーをクラスではなく区分原理として

とらと えることで表現可能となった．

これにより，分類記号に skos:pretLabelを用いる

ことで記号のもつ表現力が制限される場合でも，意

味関係を表すプロパティによって，分類体系の階

層構造を表現する可能性を示すことができた．

4. 結論

シソーラス指向としてとらえられがちな S.KQSで

はあるが，分類体系の表現においても基本的な要

素への対応は可能であり，異なる知識組織化体系

への適用の可能性を有することが確認できた．しか

しながら， SKOSは複数の知識組織化体系におけ

る共通点の明確化に基づいてデザインされた汎用

ツールである.SK.OSが最終的な目的として掲げて

いる相互運用性の向上を試みるためには，その適

用範囲を明らかにすることが今後の課題となる
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テキストマイニングにおける意見文の構造解析手法＊

1. はじめに

World Wide Web上の文書には，意見，評判感

想などの主観情報が含まれる．複数の人間が書いた

主観情報から人々の考え方に対する傾向や法則を発

見できれば，個人や組織の意思決定において有益な

情報となる可能性がある．

Web上の時事問題に対する意見テキストをマイ

ニングし，その傾向を可視化するシステムとして

OpinionReader [1, 4]がある．当システムでは，あ

る話題について賛否両論が対立する場合は「論点」が

存在する点に着目し，賛成派と反対派が対立する構

図を論点に基づいて 2次元グラフ上に可視化する亀

論点とは，賛成また反対の根拠となる語句である．

図1は，「赤ちゃんポスト」に対する出力の例であ

る．「虐待」などの論点を 2次元グラフ上に表示す

る．グラフの縦軸は論点の重要度を表し，横軸は論

点がどれだけ賛成もしくは反対に固有かを表す．論

点を選択すると，該当する論点を含む意見が順位つ

きリストで表示される．以上の機能により，ユーザ

は大擢の意見情報を読まなくてもその話題に関する

議論の全容を把握することができる．

OpinionReaderは，時事問題が与えられると「1.

意見収集」，「2.論点抽出」，「3.可視化」の処理を行

うしかし，可視化にとって重要な機能である「1.

意見収集」と「2.論点抽出」に改善の余地がある

意見収集では，時事問題に対する意見を Webか

ら抽出し，賛否に基づいて分類する．従来の手法 [1]

では，精度重視の「初期検索」と，網羅性重視の「再

検索」の二段階検索を行うしかし，精度と再現率の

バランスを取ることが難しいという問題があった

論点抽出では， 1.で収集した意見情報から名詞句

と動詞句を抽出して論点とする例えば，意見全体

の立場が「賛成」である意見情報から抽出した名詞

句と動詞句を，賛成の論点とする．しかし，部分的

に意見全体の立場とは異なる立場の主張を含んでい

る場合がある．例えば，「赤ちゃんポストに賛成で

す。赤ちゃんの命が助かるからです。でもネーミン

グは悪いと思う。」という意見において，全体の立

場は「賛成」であるしかし，「でもネーミングは悪

* "A Method for Analyzing Opinion Structures 
in Text Mining" by Yui INOUE 

井上結衣（学籍番号 200821644)

研究指導教員：石塚英弘（藤井敦）

赤ちゃんポスト
oo,, 

・-反対 ゜固有度
械阪ー

図1 OpinionReaderの出力例

いと思う。」という文は反対側の主張を述べている．

本研究において，意見における著者の立場を「極性」

と呼び，部分的に立場が反転している文を「極性反

転文」と呼ぶ．上記の問題を解決するために，本研

究は意見収集と極性反転文検出に関する手法を提案

する.・2つの手法は，どちらも意見テキストの構造

解析を行う点で共通している．

2. 関連研究

Webからの意見収集に関する研究では，日記やブ

ログのように主観情報を多く含む文書を選択的に収

集する手法や．文書中の主観的な記述を収集する手

法がある [2]. しかし，意見収集の多くはレビューな

どの評価テキストを対象としているため．時事問題

に対する意見を収集する研究は少ない．

極性反転に関する研究として，那須川ら [3]や中

道ら [5]の研究がある．那須川らは，映画のレビュー

などの評価文書において．「しかし」などの逆接表

現によって肯定や否定の極性が反転することを利用

し．極性表現を学習する手法を提案した．中道らは．

評価文書において情緒の極性を特定する接続表現を

定義したしかし．どちらの研究も極性反転文検出

を目的としていない点で本研究とは異なる．

3. 提案手法

3.1 概要

本手法は「意見収集」と「極性反転文検出」から

成る．まず，意見収集は Webから意見情報を収集

し，賛否に分類する．賛否に分類することによって

意見全体の極性が得られる．次に．極性反転文検出

によって，意見全体と極性が異なる文を検出する．
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3.2 意見収集手法

本手法の特長は， QAサイトから意見収集を行

い，賛否に基づいて分類する点にある. QAサイ

トとは，質問や回答の投稿によって知識を共有す

るWebサイトである．具体例として， Yahoo!知恵

羹ゃ OKWavざがある．一般的に， 1つのページに

は1件の質問とそれに対する複数の回答が表示され

るこのようなページを，以降「QAページ」と呼

ぶユーザは過去に投稿された QAページを検索す

ることもできる．

本手法は， QAサイトから「赤ちゃんポストに賛

成？反対？」のような質問が投稿された QAページ

を検索し，その質問に対して投稿された回答群から

意見情報の収集を行うこのような質問に対して投

稿される回答は，「反対です。子捨てを容認すること

になります。」のように，立場の表明とその根拠が書

かれている場合が多いため，高い精度で賛成と反対

を分類できると考えた

具体的には，まず質問タイトルに「入力された時

事問題」と「賛成(?l?Iですか 1でしょうか）」を

含む QAページを検索する．次に検索された QA

ページから「反対派です。」などの表明を含む回答を

抽出し，表明に基づいて賛否に分類する．

3.3 極性反転文検出手法

手法を考案するために，意見テキストの実例を分

析し，極性反転を言語の機能によって類型化した

その結果以下に示す 3つのカテゴリが得られた

• 逆接：逆接表現によって態度を変える

• 引用：他者の意見を引用する

• 譲歩：逆の立場に譲歩する

各カテゴリに関する規則を人手で定義した特徴的

な表現を手がかり語句として定義し，手がかり表現

ごとの検出範囲を定義した．例えば，「逆接」の手が

かり表現として文中の接続助詞「が」を定義した

また，文中の「が」における表現ごとの検出範囲は

「文頭から手がかり表現まで」と定義した

手法を用いる際は意見テキストを文に分割し，規

則を適用する．その結果，条件に合致する箇所を「極

性反転文」として検出する例えば「赤ちゃんポス

卜賛成です。育児放棄は増えるが、命が助かる。」と

いう文には，「逆接」の手がかり表現である「が」が

含まれる．検出範囲は「文頭から手がかり表現まで」

なので，「育児放棄は増えるが」の部分を極性反転文

として検出する．

t http://chiebukuro.yahoo.eo.jp/ 
t http://okwave.jp/ 

4. 評価実験

「赤ちゃんポスト」，「ゆとり教育」，「東京オリン

ピック」を対象のトピックとして， 2つの提案手法

それぞれについて評価実験を行った．

意見収集の評価では，本手法を用いて Yahoo!知恵

袋から意見を収集し，賛否に分類した．収集したテ

キストについて人手で正解判定したテキストが賛

成または反対の根拠を含み，かつ正しく賛否に分類

された場合に正解と判定した. 3トピックの合計で

評価した結果，精度は 92.2%, 再現率は 83.2%と

なり，精度と再現率共に高い値が得られた．

極性反転文検出手法の評価では，人手で収集した

意見テキストに対して本手法を適用し，極性反転文

の検出を行った. 3トピックの合計で評価した結果，

再現率は 82.6%と高い値が得られた他方で，精度

は46.1%と低い値になった精度が低い原因とし

て，「逆接」に関する規則における手がかり表現が逆

接以外の多様な用法を持つ点がある．例えば，「逆

接」の手がかり語句である文中の「が」は，逆接の

他に「提示」や「打ち消し」の用法がある．用法が

「逆接」の場合は極性反転する例が多い．しかし，そ

れ以外の用法では極性は反転しないことが多い．今

後は，「が」の用法を自動的に特定する必要がある．

また，テキストマイニングのシステム全体における

本手法の有効性を評価する必要がある．
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[1]井上結衣，藤井敦 Web世論からの意見抽出と
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関連語の提示による日本語文章作成支援に関する研究＊

岡田仁之（学籍番号 200821645)

研究指導教員：佐藤哲司

副研究指導教員：辻慶太

1. はじめに

今日．メールやプログ，掲示板など，インターネッ

トを介したコミュニケーションが拡大し，日常生活

でテキストを書く機会が格段に増えたブログの炎

上や掲示板での評いは．吟味されないまま人々の目

に晒されたテキストが引き起こす問題である

この様な問題に対処する為に，適切な言語表現を

用いた日本語文章の作成を．関連語の提示によって

支援する手法を提案する適切な語の選択の際に考

慮すべき事として，テキストが与える印象や論調が

重要である印象や論調に関して本研究では．単語

への「なじみ」を示す単語親密度を用いて分析を行っ

た関連語の取得には. Wikipediaのリンク構造を

用いて入力した単語の関連語を提示するシステム

を実装したこれらの分析と実装により，適切な言

語表現の推薦の実現性を確認し．日本語文章作成支

援における提案手法の有効性について検証した

2. 関連研究

関連語提示による文章作成支援の先例として，商

用のかな漢字変換プログラムである ATOKの「連

想変換」機能．鄭らによるキーワードから連想語を

出力する連想作文支援システム [l],中田らによる

キーワードから類似する文例を推薦するシステム等
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図 1 朝日新聞記事構成単語の親密度分布

• "A Study of Related Word Presenting Method 
for Writing Japanese Articles"・by Hitoyuki 

OKADA 

[2]. がある

しかし，いずれの単語や文例の推薦においても，

関連語を求める際に人手による辞書をベースにして

いるこのような辞書の構築においては，収録語彙

を増やすことが難しく、また最新の語や一般的でな

い語への対応が難しい一方， Wikipedia等の web

上の資源に関する研究 (3,5]により，関連度を計算

し関連語を求める事が出来る様になっているこれ

を組み合わせる事で収録単語数や新語への対応の面

で優れた単語推薦を行えると考えられる

3. 単語親密度を用いた日本語文章の分析

3.1 単語親密度

単語親密度とは，単語に対する主観的ななじみの

程度を表す値であり，天野らによって提案されてい

る [4].天野らによる「日本語の語彙特性」 [4]には，

辞書の見出し語を対象とした単語親密度のデータ

ベースが収録されている

単語親密度は，単語認知の正確さや速さとの関係

が実験によって確認され，単語認知に強い影響を及

ぼす事が確認されている [4].つまり，各単語を見聞

きする経験の多さ，熟知度意味理解のしやすさな

どの総合的な指標であり，文章の理解しやすさ，ま

た文章0)堅さ等と関連が深いと考えられる．

3.2 新間記事に現れる親密度の差

編集・統制された文章の例として，新聞記事を分

析する朝日新聞中の社説と天声人語のそれぞれに

おいて，構成単語の親密度分布を分析した 2つの

記事は共に最近のニュースや話題についてのもので

あるが，異なる方針で執筆されており，文章から受

ける印象が異なる

「天声人語」と「社説」の 2種類の記事について，

1986年から 10年おき 3年分のデータを使用して分

析した 図 1は，それぞれの記事を構成する単語

の親密度分布である経年的な単語親密度の変化が

ないこと，天声人語と社説の記事種別によって親密

度の分布が異なることがわかり，統制・編集された

文章では単語親密度の分布による分析が有効である

ことがわかった

3.3 知恵袋記事における親密度

次に一般人による自由な文章の例として，Yahoo!

知恵袋の記事データを分析した．新聞記事の分析と
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表 1 関連語の関係性

図 2 提案システムのスクリーンショット

同様に，構成単語の親密度分布の分析を行ったが，

雑多な記事が寄せられる中で，記事による違いを判

別する事が出来なかった更に記事のカテゴリと品

詞を限定した分析も試みたが，単語の出現頻度と単

語親密度の相関は低く，親密度によって記事種別の

違いを見いだす事は難しいことがわかった

4 関連語提示に基づく日本語文章作成支援

4.1 Wikipediaの利用

Web上の百科事典である Wikipediaは，約 60万

語の収録語数を持つと同時に， 語義によるページ

の独立， 多数の内部リンク， 即時性に富んだ記

事といった特徴を持ち，関連語を自動取得する上

で多数の利点がある

Wikipediaからの連想関係の抽出法には，中山ら

の pfibf[5]を用いる pfibfは Wikipedia内の 2

つの記事間にあるリンクを記事から記事へのパス

（経路）と見なし， 2つの記事間のパス数， 2つの記

事間のパスの長さをもとに 2つの記事間の関連性を

数値化する手法である. 2つの記事間のパスが多け

れば多いほど関連性は強く，そのパスが短ければ短

いほど関連性は強いとする．

4.2 実装したシステム

提案するシステムは，ユーザーによる語の入力と

変換に応じて，入力した語の関連語を提示する日

常的なテキスト入力過程でシームレスに呼び出せる

インタフェースとして，「ATOKダイレクト API」

を用いて，かな漢字変換プログラム「ATOK」の変

換候補として Wikipediaから取得した関連語を提

示するシステムを実装した（図 2).

4.3 システム実行例

作文支援システムを構成する関連度計算のモジ

ュールを用い，関連語と pfibf値を出力し，結果を

考察したその中から，それぞれ「インフルエンザ」

「妖怪」「河童」「雪女」という単語をかな漢字変換し

た場合に提示される単語リストから，変換する語と

の関係性を人手によって 4つに分類した結果を表 l

に示す．関連語として望ましくない提示例として，

「0つ一覧」「2005年」など，被リンクを多く含む語
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が含まれた「インフルエンザ」「妖怪」と「河童」

「雪女」の 2つのグループで出力する関連語の関係

性に異なる傾向があり，語によって抽出される関連

語の傾向が異なる事がわかったまた、様々な種類

0)関連語が雑然と並ぶだけでは利用しづらい事がわ

かった今後は．状況によって提示する関連語の種

類を切り替えたり．関連語の種類によって提示を並

び替えるなど．関連語の分類を行う事が課題である

5. まとめ

日本語文章作成における言葉選びの過程を支援す

るため，関連語の提示による作文支援手法を提案し

た．単語親密度を用いた新聞記事・質問回答サイト

の記事の分析と，かな漢字変換プログラム上に関連

語を提示するシステムの実装を行った記事の分析

では，新聞記事では単語親密度の分布による分析が

有効であることがわかった関連語提示システムの

実装では， Wikipediaの見出し語とリンク構造を利

用し，関連語が抽出できる事を確認した得られる｀

関連語には様々な提示場面が想定出来るが．現時点

では提示される関連語の選択に必要となるスコアの

選択に課題が残った．
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栄養素等摂取バランスの分析による食生活支援システム＊

1. はじめに

食生活は健康の推本であり，栄養バランスのとれ

た食事をとることが重要である過食や偏食といっ

た不健康な食生活をしていると，生活習慣病やメタ

ボリックシンドロームといった病気を引き起こす可

能性がある．栄養バランスのとれた食事をとるため

には，「栄養学に関する知識」と「栄養バランスの正

しい計算」が必要である．しかし，簡単にできるこ

とではないそこで，本研究は食生活を自動的に支

援することを目的としたシステムを提案する．

2. 食生活支援システム

2.1 概要

本研究で提案するシステムの概要を図 1に示す．

本システムは「レシピ検索」，「『食事の日記』の可視

化」，「レシピの推薦」を総合的に行う．

図 1 システムの概要

本システムでは，これから食べる料理やすでに食

べた料理のレシピを検索し，「食事の日記」につける

ことができる「食事の日記」では，食べた料理とそ

の栄養バランスの情報が記録されている「食事の

日記」を可視化することによって，食生活における

問題点の把握を容易にする．さらに，レシビの推薦

によって，栄養バランスが改善されるようなレシピ

を優先的に出力する以下， 2.2~2.4で各機能につ

いて説明する．

2.2 レシピ検索

レシビ検索は筆者らが提案した検索手法 [llを用

いる本検索手法は，栄養バランスを考慮しながら

献立を作成することができる．本研究では，複数の

* "A System for Supporting Dietary Habits by 

Analyzing Nutritional Intake Balance" by Shi-

hono KARJKOME 

苅米志帆乃（学籍番号 200821647)

研究指導教員：石塚英弘（藤井敦）

レシビの組合せを「献立」と呼ぶユーザは料理を

1品ずつ検索しながら献立を作成していく．ユーザ

が料理名や材料などの検索条件を入力すると．条件

に合致する料理が検索され．栄養バランスが良い順

番に表示される．

具体的には，料理または献立を食べた場合に．栄

養の量が充足される割合（充足率）を計算し，充足

率によって献立の候補に順位を付ける栄養バラン

スを考慮して，献立の充足率を計算するために，一

日に摂るべき食品の分量に関する目安である「食品

群別摂取量」 [21を利用する食品群別摂取量は．年

齢や性別に応じた食品群ごとの摂取皇に関する目安

である．食品群とは含まれる栄養素の種類によって

分けた集まりで．基礎食品として表 1に示す 6つの

食品群がある．

表 1 6つの基礎食品群

ロ 食品の例

1群 魚介類，肉類．豆類，卵類

2群 乳製品，海藻類

3群 緑黄色野菜

4群 その他の野菜きのこ類，果物

5群 穀類，イモ類砂糖類，菓子類

6群 油脂類

6つの群を過不足なく摂取できる料理の組合せを

優先的に出力する食品群別摂取量を利用するため

には，レシピ中の材料名を食品群に分類する必要が

ある．そこで，材料名とその食品群が定義した「食

品群辞書」を作成したさらに、食品群別摂取量の

単位はグラムである．しかし，レシピには「にんじ

ん2本」や「砂糖大さじ 5」のようにグラム以外の単

位で表記されている材料がある．そのため，材料の

単位をグラムに変換し，単位を統一する必要がある．

そこで，材料名と分量の単位，それに対するグラム

表記を定義した「グラム変換辞書」を作成した．異

表記への対応として読み仮名や関連語を用いて柔軟

な照合を行う．検索対象のレシピ集合として，「味の

素レシピ大百科」tなどの Webサイトから約 12,000

件を収集した

t http://www.ajinomoto.eo.jp/recipe/ 
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2.3 「食事の日記」の可視化

ユーザが自分の食生活を振り返ることを支援する

ために，蓄積された「食事の日記」を可視化する．具

体的には，食品群ごとの充足率をレーダーチャート

で表示する. 1年， 1ヶ月， 1週間 1日， 1食の単位

でグラフを表示する．図 2に「食事の日記」を可視

化した例を示す．グラフを描画する機能は Google

Chart APitを用いて実装した．
. . .... 

証1・貞龍Cl 叫"""平均
拿.,,,,''" 

｀ ｀ :~: 今:~~':@:
. . "'.'-.'.、団蒻雨!?.:)砕亜百--

. ---傘 ....... ・-.. . ・----ヽ・・......-・・. ふ曇● ● ヽ • -~ ペ・ ・
如.,.. ~.. -=→ - =•:-- .,s:e1,w, 血"''ヽ-:.<サ

噸:r~: )ヽ:e冗:@: :•.~ 
図2 「食事の日記」可視化の例

2.4 レシビの推薦

レシピの推薦では，過去 1週間の充足率を計算し，

充足率が 100%に近づくような料理のレシピを推薦

する．「食事の日記」から食品群ごとに過不足分を計

算し， 2.2で説明した食品群別摂取量の値を修正す

る例えば， 3群の摂取量が不足気味で， 6群の摂

取量が超過している場合は， 3群の摂取量を下げ， 6

群の摂取量を上げる．

3. 本研究の位置付け

既存のレシピ検索は，本研究のように栄養バラン

スを考慮して，複数の料理を組み合わせて検索す

ることはできない．食生活の可視化に関する先行研

究 [3]では，写真から料理の画像を解析し，栄養バ

ランスは主食 1皿や主菜 2皿というように皿の単位

で計算する．それに対して，本研究はレシピのテキ

スト情報に基づいてグラム単位で栄養バランスを計

算することができるまた，栄養バランスに基づい

たレシピの推薦に関する先行研究はない．

4. システムの評価

本研究で提案したシステムを試用してもらい，ア

ンケート調査によって 3つの機能を中心にシステム

の使用感を評価してもらったモニターは 30名で，

内訳は主婦 13名，学生 9名，その他 8名である．

4.1 評価方法

被験者 20名に，本システムを 2週間試用しても

らい，アンケート調査によってシステム全体の有効

t htrtp;//code.google.com/intl/ja/apis/chart/ 

性を評価したアンケートの内容は，システムに対

する満足度や機能に関する質問，自由記述など 12

問設定した

4.2 評価結果

システムに対する満足度に関する評価は 5段階評

価 (1: 悪い⇔ 5: 良い）を行い，普段献立を決め

る際に使っているツール（レシピ検索サイトなど）

がある場合は，そのツールを「3」として評価しても

らった．評価値の平均は 3.2であり，既存のツール

よりも本システムの有効性が高いことが分かった

さらに，アンケートの自由記述回答を分析するこ

とで 2つの主な課題が明らかになった. 1つ目は，

本システムで収集したレシピが被験者の生活様式

に合わなかったという点である．収集したレシピの

多くは調理に時間がかかる料理や材料を多く必要と

する料理など手間がかかる料理が多い．そのため，

ユーザが普段食べている料理とは異なる場合が多

かった．今後は，「5分でできる料理」や「節約料理」

といったテーマを考慮してレシピを収集する必要が

ある. 2つ目は，自分が食べた料理や食べたい料理

のレシピが見つからなかった場合に，ユーザが料理

情報を登録しなければならない点である．今後は，

既存のレシピを編集して再利用することで，登録の

負担を軽減する機能が必要である．

5. おわりに

食生活を自動的に管理し支援するシステムを構築

し，システムの総合評価を行った残された課題は，

評価によって分かった問題点について方法論および

システムを改善することである．
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多人数会話におけるグループ検出の研究＊

1. はじめに

多人数会話とは， 3人以上の参加者によって行

わ九る会話のことである．近年，データの収録機材

や収録環境の発展を受け，多人数会話の研究が

盛んに行われている．多人数会話の研究において

は，カメラやマイク，磁気センサといった機材を用い

て，人間の発話，視線方向，ジェスチャーなどを収

蝶いそれらが会話を行う上で，果たす役割を明ら

かにするために分析が行わ訊てきた．そして，分析

によって得られた知見は，コミュニケーンョンの自

動的な認識，人間同士のコミュニケーションの支援

などに応用が行われきている[1][2][3].

従来の多人数会話の研究においては，全ての

会話参加者が一つのグ）レープに所属し，会話を行

っている場面を対象としているものかほとんどであ

った［いまた，複数のグループの存在を考慮した

研究におし＼ても，グループに所属していない参加

者の存在は考慮されていなかった[2].しかし，実

際の多人数会話の場面においては，従来研究で

対象とされてこなかった場面が生起し，会話ク］レー

プが変遷していくものたと考えられるそして，多人

数会話：こおけるグループの変遷を検出できれば，

グ／いープに所属していない参加者への会話支援と

いった，より状況に適応した応用が期待できる．

本研究では，グループの変遷を検出することを目

的に，多人数会話のビデオデータを分析し，その

詰朱をもとに，会話グループを検出する方法を提

案する．

*"Study on d ・ f ・  etect1011 o mteract10n groups m 

multi-party conversation" 

by Shinji KUTSUWADA 

轡田真治（学籍番号 200821650)

研究指導教員：井上智雄

2. 多人数会話におけるグループ変遷の調査

多人数会話におけるグループの変遷を調査する

ため， 8人の参加者が矩形テープルを囲んで行う

多人数会話の映像データを取得した．約 30分の

映像データから会話グループの変遷を目視により

調査した結果，グループを形成する参加者の組み

合わせや人数が時間経過とともに変化していくこと，

2~5人の参加者によって並行してグ）レープが形成

されること，隣接する参加者同土によってグループ

が形成さ九ることが確認された

3. グループ検出方法の提案

3.1. 発話の有無を用いたグループ検出

発話の有無バグループの検出に角用な情報であ

ることが従来研究で示されている[2].この知見から

発話の有無をグループの検出に利用することを考

えた．まず，灰る瞬間を切り取った時の，各参加者

とそれに隣接する参加者の発話の有無を発話パタ

ーンとして定義した．そして定義した発話パターン

が生起した時に，隣接する参加者が同じグ）レープ

でおる確率を叶算した．確率の計算は， 2章で調査

したグ）レープの変遷とその時に生起した発話パタ

ーンを対応付げて行った．求めた確率がおる閾値

より大きいとき，その隣接参加者同士は同じグルー

プであると認識することによってグループ検出を行

う．各参加者がグループに所屈していない状態で

多く生起した発話パターンについては，それに隣

接する全ての参加者とグ）レープである確率が低く

なる．この場合，閾値処理で全ての隣接参加者と

グループでは無いと判断さ汎る．そのため，グルー

プに所屈していない参加者の検出が可能である．
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3.2. 頭部方向を用いたグループ検出

聞き手は話し手を見る確率が高いこと，話し手は

次の話者を見る確率が高いことが知られている．こ

の知見から，グループを検出する情報として，頭部

方向を用いることを考えた．各参加者とそれに隣接

する参加者の頭部方向を左，前，右の三方向に分

類し，頭部方向パターンとして定義したそして，

発話の場合と同様にグループ検出を行った．

3.3. 検出精度

取得した映像データからテストデータを作成し，

提案手法におけるグループの検出精度を求めた．

その結果を図 lに示ず検出精度は，

各参加者こ''!:に媛案手法が正しくクンレープを検出できた蒔閲

テスfデータの全蒔閲

の値を参加者の人数で平均化したものとして算出

した．提案手法による検出精度は，閾値を 70%とし

た時に比較的高くなり，発話の有無，頭部方向を

利用した両方の手法で 40%程度であった閾値が

小さい時は，本来グループに所属していない人物

をグループに所属していると認識する誤検出が増

加し，大きい時は本来グループに所属している人

物がグループに所属していないと認識される誤検

出が増加したと考えられる．

50 

45 

40 ..... 一・，．．

区35.. , ......... , .... , …--・ 三—······--··········--········

述ぬ，
廷
33 25 →発話 の有無

笠：．．曹 ● -~ ー ・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・・・・・・・・・・・----・・ 曹●●＂曹 .......... 頭郡万向

10 ・ ふ．~・·曹············-····●●● ................. 一..................一・・・・・・・・・・ .ヽ........................—• ヘ・・・・・・・・・一—.....ー・曹ー・

5 

゜泣磁 50% 611% 10% 811!(, 90% 

閾値

図 l提案手法による検出精度

4. 提案手法を利用した会話支援システム

提案手法の応用として，会話支援システムを開

発したその概観を図 2に示す．システムでは，参

加者の発話の有無をワイヤレスマイクによって取得

するまた参加者の頭部方向を，モーションキャプ

チャーシステムによって取得する取得した情報か

ら，提案手法により一定時間ごとにグループの検

出を行う．そして，グループに所属していないと認

識された参加者に対して，話題を提供するために

机上へ情報提示を行う．

図2会話支援システムの概観

5. まとめ

本研究では，実際の多人数会話場面でのグルー

プの変遷を検出するため，多人数会話の分析を行

い，その結果を基に発話の有無を用いたグループ

検出手法と頭部方向を用いたグループ検出手法

を提案した．提案した手法による検出精度はそれ

ぞれ 40%程度であったそして，提案手法の応用

として，会話支援システムを開発した
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閲覧者の顔を取り込む参加型広告システム＊

1 はじめに

屋外のさまざまな場所にポスターやビルボード，

大型ディスプレイの広告があり，人々の注目を喚

起するようなイメージやメッセージを見ることがで

きる．しかしそれらの広告は時として送り手からの

一方的なメッセージや宣伝をしているものが多い．

そこで，本研究では従来の一方的な広告メディ

アとは異なる，閲覧者がその場で入り込める広告

を提案するこの広告システムは，ディスプレイの

前にいる閲覧者のうちの 1人の顔部分を広告映

像に取り込んでしまうものである．そうすることで

閲覧者は広告映像の登場人物の動きに合わせ

て，映像内のストーリーを仮想的に体験すること

ができる．それだけでなく，広告の内容がそれぞ

れの人に個別のものとなるので，見ている人との

関係が強くなり，広告メッセージヘの注目度が高

くなることが期待できる．

2 関連研究

近年のディスプレイやコンピュータの低価格化

により，デジタル技術を用いて閲覧者との関係を

強めるような広告システムの事例や研究が見られ

るようになった．広告への注目を高めることに関

する事例として， SIKUMIDesign[2]は閲覧者の

身体の動きに反応する映像や，顔部分に静止画

のイメージを追加するインタラクティブな広告シス

テムを開発したこのシステムでは，閲覧者にゲ

ームのようなエンターテイメントと広告を交互に流

すことで，注目度を上げる工夫をしている．閲覧

者が参加できる広告という点では入り込み広告と

似ているが，実写の映像にイラストを付け加えて

いるので，広告映像が主体になりにくいと考えら

れる．一方，参加者を 3D映画の登場人物として

顔を取り込む研究もなされている[l].ここでは，

"Interactive Advertising System Which 

Captures Viewer's Face" by Mitsuo KUROHA 

黒羽光生（学籍番号：200821651) 

研究指導教員：井上智雄

非常に高度な処理により，参加者の顔部分の3D

スキャンと，映像への埋め込みを実現しているが，

処理に時間がかかるという問題が存在する．瓶

子らは広告閲覧者のグループ特性が対人距離

から判定できることに着目し，それぞれ恋人，友

人，家族，ビジネスのグループに応じた広告を表

示するシステム GASを開発した[3].ここでは，

対人距離を判別し，グループ属性に応じた広告

の表示をリアルタイムで実現しており，閲覧者と

広告の関係を考えるという点で本研究と類似す

る部分があるが，インタラクションの着眼点が対

人距離と顔映像の取り込みという点で異なる．

図 l 入り込み広告の外観

3. システムの構成と詳細

本広告システムは大型ディスプレイと PCと

Webカメラによって構成されているプログラムは

CIC++で作成し， OpenCV[5]という画像処理ラ

イプラリを用いた．閲覧者が画面の前に立つと，

ディスプレイの上部に設置されている Webカメラ

が閲覧者の顔を自動的に認識し，その人の顔部

分の画像をリアルタイムでシステムに取り込む．

閲覧者が複数人カメラの前にいる場合，顔サイ

ズの大きさからディスプレイに近い閲覧者を特定

し，その人の顔画像だけが広告映像の登場人物

の顔部分に埋め込まれる．もし閲覧者が，カメラ

から顔をそむけるか，カメラで顔を認識できる距

離と範囲から外れると，元の広告映像の顔に戻

る．そのため閲覧者は広告システムを見ている時

-39-



だけ顔が認識され，広告に顔が入り込んでいる

映像を見ることになる．図 2に入り込み広告シス

テムの概要を示す．

Camera 

図 2 システムの概要

4 評価実験

この広告システムを用いて，閲覧者の注目度

が変化するかどうかの評価実験を行なった．イン

タラクティブな広告システムの効果を見るため，

以下の2種類の広告システムにおいて注目度を

比較した．

● 入り込み広告システム

● 映像のみの広告システム

評価実験では広告システムのカメラの隣に評価

用のカメラを取り付け，そこに映る閲覧者の様子

を映像として記録しだまた，閲覧者が広告を見

たかどうかの判断には別のカメラからの入力を評

価用のノート PCにより顔認識を行ない，その画

面を撮影した．分析には Leeら[4]が述べていた

方式に沿って，閲覧者を以下の 3つに分類した．

Aはただ通り過ぎる， Bはディスプレイを少し見る

ため顔認識されるがそのまま通り過ぎる， C はデ

ィスプレイを立ち止って見るである．結果として，

入り込み広告の方がディスプレイを注視する人 B

と C の人数が映像広告よりも多いという結果が

得られた．また，全体の人数からの BとCの割合

もそれぞれ入り込み広告で B4.5%, C 3.7%と映

像のみで83.5%,C2.3%であった．これにより，

入り込み広告の方が，映像のみの広告よりも高

い注目を集めたということができる．評価結果を

表1に示す．
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表 l 広告比較の実験結果

入り込み 映像のみ

心立ち止り見る

醤 B 勤きなから見る

ll_.¥ 通り過ぎ、無視

5. おわりに

本研究では，閲覧者の顔を自動認識してリア

Jレタイムで取り込み，広告映像の登場人物の顔

部分に合成するという，入り込み広告システムの

提案・開発・評価を行なった．そのシステムを用

いて，映像のみを流すものと，入り込み広告とを

比較する評価実験を行なったその結果，入り込

み広告の方が閲覧者の注目する割合が高いと

いう結果が得られた．これにより，閲覧者を主人

公とする広告映像がその場で提示でき，広告の

注目度が高いということからその効果が良好であ

ることが分かった．
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メール配送系における多様な迷惑メール対策の統合管理手法＊

1 はじめに

インターネットにおける迷惑メールは，ユーザヘの

被害だけではなく同時多量送信によるメールサー

バヘの負荷も問題であり，メール配送系 [1]への迷惑

メール対策の導入は必須である一方で，実際に利用

されているメールサーバソフトウェアは様々であり，

迷惑メール対策ソフトウェアは，同じ原理や方式のも

0)でも，メールサーバソフトウェアごとに個別にある

また，様々なソフトウェアを組み合わせるために設

定ファイルが散在し，さらに個々の設定ファイルが固

有の記述形式であるなど，管理者に負担がかかるとい

うll'J題があるそのI問題の解決のため，本研究では，

メール配送系と迷惑メール対策の設定を統合して管理

する手法とその実現方式を提案する

2 迷惑メール対策の統合管理

複数の迷惑メール対策をメール配送系で併用する

枷合，メールサーバソフトウェアと，迷惑メール対策

0)ために導入したフィルタソフトウェアの両方を設

定・管理する必要がある．しかし，メールサーバソフ

トウェアは迷惑メール対策設定以外にも設定事項はあ

り，場合によっては基本的なメールサーバの動作設定

と迷惑メール対策設定が同一の設定ファイル内に混在

することもあるまた，フィルタソフトウェアを複数

導入すると，各フィルタソフトウェアの設定・管理も

必要となる

その結果迷惑メール対策を含めたメール配送系全

体の設定内容を確認する場合，散在した各設定ファイ

ルを辿っていく必要があり，管理者の手間となるそ

こで，迷惑メール対策の統合管理が必要と考えられる

迷惑メール対策の統合管理とは，メールサーバソフト

ウェアの設定と迷惑メール対策設定の記述や記法が統

● "An integrated method for management of email 
delivery systems with various anti-spam tools " by 
Takuma SASAKI 

佐々木琢磨（学籍番号 200821654) 

研究指導教員：阪口哲男

合されたメール配送系の管罪方式である．統合管理に

関する先行研究としては， MTAソフトウェアで利用

される外部ソフトウェアの規格統一のための APIで

ある milterAPIおよび miltermanager[2]や，屯子

メールのフィルタリング動作を記述できるプログラミ

ング言語 Sieve[3Jがある．

しかし）前者は MTAの迷惑メール対策ソフトウェ

アの導入や設定手順の統合，後者は MDAにおける

メール振り分け条件記述の統一にとどまっているそ

こで，本研究ではメール配送系構成要素全体を対象と

し，迷惑メール対策の統合管理のための記述言語を趾

案する．

3 メール配送系の統合管理手法

3.1 統合管理言語と解釈系

メール配送系における迷惑メール対策の設定ファイ

ルの散在およびソフトウェア固有の設定記法による管

理の手間を低滅すべく）必要な設定項目の記述形式を

統一したメール配送系統合管理言語を定義し，その記

述から各ソフトウェアの設定ファイルおよびメール配

送系構成要素の設定ファイルを生成する解釈系を開発

したこれらの言語およびその解釈系を適用したメー

ル配送系は全体の迷惑メール対策の構成を確認する

場合に散在した設定ファイルを辿る必要がなくなり）

管理の負担が低減される．

本研究で開発したメール配送系統合管理言語を

amarettoと呼ぶ図 1にamarettoの記述例を示す．

図 1は， MTAに postfixを用い，迷惑メール対策と

して postgreyを導入して Greylistingを行う場合の

amarettoの記述例である. amarettoでは， useブ

ロックごとに管理対象ソフトウェアの設定項目を記述

するようにし，記法および設定ファイルを統合した

次に amarettoの解釈系について述べる．解釈系は，

多様に存在する迷惑メール対策に対して柔軟に対応さ

せる必要があるそこで，解釈系は， amaretto記述を
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1 require "amaretto"; 

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

 

1

1

 

set "greyport" "60000"; 

SableCCを用いて開発を行った

use "postgrey" as GREYLISTING{ 

delay 1130011; 

postgrey.port "${greyport}"; 

} ; 

use "postfix" as MTA{ 

service "${greyport}"; 

•9 

｝
 図1 amarettoの記述例（迷惑メール対策設定部

分を抜粋）

各ソフトウェアの設定ファイルのテンプレートおよび

ルール記述に適用することにより各設定ファイルを生

成させる方式としたルール記述とは， amaretto記述

をテンプレートに適用する際の制約，時間の単位変換

などの計算命令を記述したものであるテンプレート

とルール記述の例を図 2,3に示す．

1 delay %{ delay }m 

2 autowhite %{max-age}d 

図2 milter-greylist用テンプレート（抜粋）

1 using GREYLISTING 

2 if delay : exists 

3 then value. to_i / 60 

図3 milter-greylistのルール記述の例

4 試験運用と評価

本研究のメール配送系統合管刑手法を適用したメー

ルサーバを試験運用し，迷惑メール対策の設定•更新

作業を行うことにより，本手法における管理の手間を

従来の場合と比較して評価を行った

試験迎用は） VMWare仮想サーバ上に Debian

GNU /Linux 5.0を OSとし， MTAソフトウェアと

して Postfix2.5, MDA・MRAソフトウェアとし

て CyrusIMAP Server 2.2を用いた導入する迷

惑メール対策方式としては， Greylisting,Whitelist, 

Cyrus IMAP Serverがサポートする Sieve機能を

採用し， Greylistingに関しては， postgreyおよび

milter-gTeylistを採用した

上記の迷惑メール対策の導入・管理作業をいくつか

のパターンで行ったところ，従来では最大で操作対象

ファイルが 5つで計 500行程度であったのに対し，本

手法では約 30行の amaretto記述のみで作業が終了

するなど，手間の低減が確認された

5 おわりに

メール配送系統合管理言語 amarettoとその解釈系

を用いた本手法は，迷惑メール対策の設定•更新作業

において，従来よりも管理者の作業の手間が低減され

ることが示された

また，今後新しい迷惑メール対策方式が実現された

場合でも，その方式のテンプレートおよびルール記述

を用意することで本手法は対応できると考えられる

が，その検証については残された課題となっている．

3.2 解釈系の実現

解釈系は前処理として amaretto記述とルール記述

を入力し，ルールを適用した中間ファイルを出力する

ルール解釈部分と，その中間ファイルとテンプレート

を入力して該当部分を置換処理する amaretto記述解

釈部分である．

解釈系の開発は， Java言語を用いた.parser gen-

eratorには SableCC/4]を用い，生成された各クラス

を利用して開発した入力された amaretto記述は，

ルール記述解釈部分により記述の計算や制約の確認が

され， amaretto,記述解釈部分に渡される amaretto

記述の処理系も，適用ルール記述の処理系と同様に
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知識共有コミュニティにおける参加者の役割と貢献度に着目した分析手法に関する研究＊

l はじめに

インターネット上の掲示板サイトやプログ，質問

回答サイトなどでは各人の意見，それらに対するコ

メントを共有することで，様々な知識の共有や新た

な知識の創出がなされている．個々のサイトでは，

類似した興味を持つ人々が集まり．興味に関する発

言を繰り返すことでコミュニティが形成されてい

る．これらコミュニティは各々が異なる性質を持っ

ており，その性質の形成は多種多様な要因が関係し

ている．コミュニティや参加者の性質を把握するこ

とは．質問回答サイトの設計，運営を行う上で重要

となる．

本研究では，知識共有コミュニティの 1形態であ

る質問回答サイトを研究対象とし，コミュニティと

参加者の性質を把握することを目的とする．

2. 本研究の位置づけ

本研究では．知識共有コミュニティを対象とした

参加者に着目する．知識共有コミュニティを対象と

した研究は，現在盛んに行われており．三浦ら [l]

は， Yahoo!知恵袋の利用者に対しアンケートによ

る意識調査を行い，利用者の行動パターンや属性に

ついて報告を行っている．甲谷ら [2]は，質問者と

回答者のネットワークの成長パターンについて分析

を行い，成長バターンに基づく記事推勝の方法を提

案している. Adamicら[3]は， YahooAnswersを

対象として．カテゴリを様々な観点から多角的に分

析している．その結果として, Yahoo Answersの

質問者の知識レベルやカテゴリ内で行われるコミュ

ニケーションのタイプを明らかにしている. Zhang 

ら[4]は， JavaForum利用者の投稿関係に着目し

Expertise Networkを構築，そして,PageR.ankや

Hit.sアルゴリズムを用いて分析している．その結

果これらのアルゴリズムが ExpertiseNetworkの

評価に用いることが有効であり．参加者の専門レベ

ルとコミュニティの特性を明らかにすることに成功

している．

• "A Study of Analysis Methods based on Roles 
and Contributions of Members in a I<uowledge 

Sharing Community" by Hiroki Sato 

佐藤弘樹（学籍番号 200821657)

研究指導教員：佐藤哲司

副研究指導教員：松村敦

Person P 

図 l コミュニティの活動モデル

本研究のアプローチは，コミュニティの参加者の

役割とその貢献度に着目し，参加者間のネットワー

クを形成したことに新規性がある，統計的分析手法

やネットワーク分析手法を適用することで大域的な

貢献度や役割を評価する．

3. 提案手法

3.1 役割と貢献のモデル化

現実世界において，例えば，先進的な会社と保守

的な会社があったとする．先進的な会社には，進歩

的な考えを持ち行動している人たちが多いと考えら

れる．一方で，保守的な会社には，伝統を重んじる

考えを持ち行動している人が多いと予想される．会

社をコミュニティと捉えたとき，コミュニティを先

進的，あるいは保守的と性質付けているのはコミュ

ニティに属する人たちの行動や役割だと考えること

ができる，

そこで，コミュニティや参加者の性質を把握する

ため，本研究ではある仮説を立てた．その仮説は，

「参加者には各々の役割があり，その活動（貢献）

がコミュニティを性質付ける」である．役割と貢献

の関係を表すモデルを図 1に示す．例えば図 lに

おいて, Person Pはコミュニティの中で我先にと

率先し発言する役割， PersonQはコミュニティの

中で会話をまとめる役割とする．この場合， P の

Community Aおよび Bへの貢献は「話題を提供

し議論を牽引」， Qの CommunityBへの貢献は

「Pが作った議論の流れを収束」となる．この Qが

いない CommunityA とQがいる CommunityB 

ではその性質が異なるとするのが本論文で設けた仮

説である．

以下，本研究では参加者のコミュニティにおける
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役割と貢献に着目し分析を進める．

3.2 分析に用いるデータセット

本研究では，実運用された Yahoo'知恵袋データ約

1.5カ年分を用いて提案手法の評価を行う. Yahoo! 

知恵袋では，約 300のカテゴリが設けられ，すべて

の投稿はいずれか 1つのカテゴリに属する．また．

質問と回答は同じカテゴリに属し，投稿後にカテゴ

リを変更することはできない．本研究では，投稿さ

れる内容やユーザの特性が異なると考えられる主要

なカテゴリに対して提案手法を適用する．

3.3 役割に着目した分析

本研究では，知識共有コミュニティの参加者の投

稿活動を役割として区分し，質問に対する第一回答

者．複数カテゴリに投稿する投稿者（質問者，回答

者．ベストアンサー）の 4つの役割の回答者分布を

カテゴリ方向と時間経過方向の観点で分析する．

その結果第一回答者の分布が「PC」のような正

解があるカテゴリと「恋愛相談」のような共感を求

めるカテゴリでは差異があること，また．時間経過

と共にいずれのカテゴリでも分布が一定の値に収束

していくことを明らかにした．

3.4 貢献度に着目した分析

役割に着目した分析手法では，投稿者に対して統

計的分析を行っている． しかし．この分析手法では

投稿者問の関係性を考慮していないため，第一回答

者やベストアンサーの中でより重要なユーザの存在

を明らかにすることができない．例えば．同カテゴ

リにおいて 100件の回答が付いた質問でベストアン

サーとなったユーザ A と5件の回答が付いた質問

でベストアンサーとなったユーザ Bでは．より多

くの競合相手がいる中でベストアンサーを獲得した

ユーザ Aのほうがカテゴリにおいて貢献度が大で

あると考えられる．

本研究では，第一回答者とベストアンサーに着目

し回答者のネットワークを構成する．そして，構成

したネットワークに対し PageR.ank[5]を援用する

ことで，コミュニティにおける各ユーザの貢献度を

推定する手法 QARankを提案し，コミュニティの

性質を分析する．

その結果知識共有コミュニティに属するユーザ

の性質及びユーザの行動によって得られるカテゴ

リの特徴を明らかにした（図 2).すなわち，参加者

の貢献度にはコミュニティを性質付ける要因となる

ことを確認できた

4. まとめ

本研究では，知識共有コミュニティの性質．ある

いは．知識共有コミュニティの参加者の性質を把握

"'= . PC--・・・ 

... ―--・・ ふ•=-<>--
r叩・-

さ

•
u
v
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図 2 カテゴリに依るユーザの貢献度

することを目的とし，参加者のコミュニティにおけ

る役割と貢献に着目し分析を行った．その結果，参

加者の役割や貢献度がコミュニティを性格付けする

要因となっており仮説が有効であった．

本研究の分析結果は，これまで運営者の主観に

よって判断されていたコミュニティ運営を，コミュ

ニティの性質を客観的に示すことで適切な判断がな

されるよう補助する．また，参加者の性質を示すこ

とで投稿を促すための効果的な仕組みを提供できる

可能性がある．
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食事状況の認識に基づく料理推薦システム＊

1. はじめに

社会のあらゆる領域においで清報化が進む中，

日常生活において重要な位置を占める食事の

場面における情報化も進んできている[I][2]. ま

た近年，食への意識が高まり，飲食店のサービス

にはさらなる質の向上が求められている．飲食店

のサービスには多くのものが存在するが，料理の

おすすめ，すなわち料理推薦は売り上げ向上と

客の満足につながる重要なサービスである．しか

し，優秀な労働力の少なさや人員育成にかかる

時間的費用等の理由から効果的に料理推薦を

行っている飲食店は少ない．それを支援すること

を目的とした料理推駕システムとして Another

Dish Recommender(ADR)がある[3).ADRは，食

器等の実物体の操作履歴に基づいて食事状況

を認識し，食事状況に応じた料理推薦を行う．し

かし，食事認識のためにユーザの手首にマーカ

を装着するという制約や，推薦Iレールの十分な

検討がなされていないという課題が存在した

本研究では，そのADRの問題点を改善し，より

実用的な料理推薦システム FutureDining Table 

(FDT)を提案するまず適当な料理推薦のルー

ルを定めるために，料理推薦方法に関する調査

を行った．次に，食事認識におけるユーザヘの

制約を取り除くために食事認識方法の変更を行

ったこれらによりシステムの実用性を向上させ，

飲食店の料理推薦サービスの支援を実現する．

* "A Dish Recommendation System based on 

the Recognition of Dining Activities" by 

Yuuki SETO 

瀬戸優貴（学籍番号 200821662)

研究指導教員：井上智雄

2. 推薦方法の調査

飲食業における料理推薦について調査したと

ころ，食事サービスは人によって行われてきたた

め，人が持つノウハウという形でしか知られてい

ないようであったそこで，料理推薦システムへ

の応用を目的として，料理推薦方法の検討を実

験的に行った食事の進行状況と食事者の空腹

度合を組み合わせた 12条件の食事状況を設定

して，それぞれの状況下で料理推薦を行ったと

教示して，好ましい料理推薦タイミングを調査し

たその結果，食事前よりも食事中の推薦（料理

残量 25%-5%程度）が好印象を与えるという結果

を得た[4].

3. 提案システム

本研究では食事状況の認識に基づく料理推薦

システム FutureDining Table (FDT)を提案する．

FDTの外観を図 lに示す．提案システム FDTは，

ユーザが食卓上に腕を伸ばす動作を摂食行動

として実時間で認識し，それを摂食履歴として得

る．その履歴から食事状況として食事の進行状

況とユーザの摂食傾向を判断する．そこから好ま

しい料理推薦タイミングを考慮した推薦料理の選

択を行ない，食卓上に適切なタイミングで適切な

料理を推薦する．

FDTは，画像処理技術を用いてユーザの腕領

域を切り出すことで,ADRにおける手首マーカ

の装着という制約を除去した[5].また，料理推薦

においては， 2章の調査結果を反映して推薦の

ルールを定めた．
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図 1 提案システムの外観

4. 評価

提案システム FDTは，次の 2点について評価

を行い，その有用性について検証した．システム

による摂食行動認識の精度を検証するために，

ーロ大の菓子を 8つずつ 3つの皿に盛りつけ

FDTを使用して食事を行い，システムの認識精

度を適合率・再現率・F値で分析したその結果，

認識率は 85%以上であった次に，料理残量の

推定精度を検証するために， FDTを使用しなが

ら2種類の料理に関して食事を行い，その重量

を逐次計測した．そして食事開始時の重量との

比から求めた実測残量とシステムが推定した残

量を比較した結果推定残量と実測残量の差は

最大 IO%前後であり，残量が少なくなるほど推

定精度が高まることがわかった

表 1 FDTの摂食認識精度

被験者 適合率 再現学 F値

A 078 0部 0.82 

B 096 0.96 0.96 

C LOO 0 .. 75 086 

平均 0.90 。.86 0.88 

5. まとめ

本研究では、食事状況の認識に基づく料理推

濡システム FutureDining Table (FDl)を提案・開

発・評価した.FDTの評価の結果、ユーザの摂

食行動を 85%の精度で認識できること、推定誤

差 10%程度で料理残量を認識できることが分か

った.FDTは，飲食店側には売り上げや業務効

率の向上，客であるユーザ側には食事の充足感

の向上といった双方に利点のあるシステムであり，

人手不足で満足なサービスが出来ない，優秀な

労働力の確保が難しいという飲食店への適用が

考えられる．
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Webベージを対象とした包含従属性発見支援手法とその評価＊

1. はじめに

近年， Webサイトを通じた情報発信が広く普及

し，コンテンツの量も増加している. Webの特徴

の一つは分散管理であるが，一方で，その特徴がコ

ンテンツの一貫性維持を困難とする一因となってい

る例えば，大学の研究室の Webサイトでは．各

構成員が自分のホームページ上で研究論文リストを

公開することが多いが，これらの論文リストの間に

は矛盾が多く見られる等といった問題がある．一般

に，コンテンツの一貫性を維持するためには，バッ

クエンドに DBシステムを配置し， DBに格納され

ているデータから Webページを作成するアプロー

チがとられるしかし，筑波大学の Webサイトを

対象とした予備調査 [l]では，バックエンドに DB

等をもたずに手作業で管理されている Webサイト

も数多く存在することが分かっているまた，ある

2つの Webサイトが同じ内容を含むにも関わらず，

管理者が別であるために統一的に管理されていな

いということもよく見られることである．例えば

ある学科の Webサイトの入試説明会情報に変更が

あった際に．その学科に属する学部の Webサイト

でも同様の変更を行わなければならないが，このよ

うな場合に確実な変更を保証することは多大な労力

を要する．

この問題に対し,DB等をバックエンドに持たな

いWebコンテンツの一貫性管理支援を目的とした

システムの研究開発を行ってきた 11)[2](3][4].本シ

ステムは， Webコンテンツ間に成立すべき制約（例

えば，研究室の構成員である学生の Webサイト上

に掲載されている論文リストは，研究室の Webサ

イトに掲載されている論文リストのサブセットであ

る，等）を与えることにより，既存の Webコンテン

ツに対して後付けでコンテンツの一貫性管理が行え

るようにするものである

図 1は本システムの仕組みを表したものである．

利用手順は次の通りである．

(1)利用者がコンテンツ一貫性制約を登録する．

*''A Method to Find l11clu8ion Dependencies in 

Web Pages an<l Its Evaluation·• by Masami 
TAl'i:AHASHI 

高橋公海（学籍番号 200821663)

研究指導教貝：森岨）県行

副研究指導教員：杉本重雄

(2)システムは定期的，もしくは更新が行われた際

などに Webサイトのチェックを行う．

(3)先に登録しておいた制約と照らし合わせ，制約

が破られていないかどうかを調べる．

(4)制約違反を発見した場合は,Webサイト管理

者に報告，またはコンテンツの一貫性が保たれ

るよう自動的に修正するといった対応を行う

Web Site鼈珊響

図1 コンテンツー貰性制約を用いた Webサイト管理

本システムを利用することにより，既存のWebサ

イトを DBをバックエンドにした Webサイトに再

構築しなくとも，コンテンツの一貫性管理が可能に

なる．しかし．本システムを利用する際には，既存

のWebコンテンツからそこに存在する制約を発見

し，システムに与えなくてはならない．膨大な Web

コンテンツを対象とした場合には手作業で一つずつ

制約を発見することは現実的ではなく，既存のWeb

コンテンツに対する制約発見支援が必須である

本研究では， Webコンテンツ間の制約として，

Webページの HTML要素や XML要素間（以降で

は総称して Webページ要素と呼ぶ）の包含従属性

[5]に焦点を当て，システムを用いてその発見を支援

するための手法を提案する．

2. Webページを対象とした包含従属性発見

支援

包含従属性の発見を支援するためには，その根

拠となる包含関係が Webコンテンツ間で成立して

いる事を発見することが有効である． しかし，伝統

的に包含従属性が議論されてきた RDBと異なり，

Webコンテンツにおいては意図せぬ間違いなどに

よって完全な包含関係が成立しているとは限らな

ぃ．そこで，本研究では次の 2つを行う. (1)包含

関係に包含率という概念を導入する．具体的には，
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Webページ要素 xに対応する単語集合 Xの要素の

うち割合 cが Webページ要素 yに対応する単語集

合Yに含まれるとき， XこCy(XはYに包含率 c

で含まれる）と表記するなお， X がYに包含率 c

以上で含まれるとき， xこ2:cYと表記する. (2)包

含率 cが与えられたとき，既存の Webコンテンツ

に存在する包含率 c以上で成立する包含関係をもれ

なく発見する手法を提案する．

本研究では，包含率 cが一定以上の Webページ

要素の組合せを効率よく発見するための重要な要素

技術として，次の 3点に関して研究を行った

2.1 包含率を導入した包含関係の発見アルゴリ

ズム

全ての Webページ要素組がどれだけの包含率で

成立するかを 1度のディスクスキャンで計算する

Single-Passアルゴリズムを提案したこれは，厳

密な包含関係を発見するための J.Bauckmannら

[6]のアルゴリズムを拡張し，包含率を導入したもの

である．

2.2 包含関係の厳密な計算を行う候補を減らすた

めのフィルタリング手法

包含関係発見処理を効率化するフィルタリング

手法の研究を行った．一般に，対象となる全 Web

ページ要素組の集合pairsのサイズは膨大なものに

なるため，全ての可能な組 (x,y) E pairsに対して

x三cYを確認することは多大な労力を要する．そ

こで本研究では， eが与えられたとき低コストであ

らかじめ可能性の無い組を除去することができるフ

ィルタ filter(x,y, c) を提案したこれは， X~2:c Y 

が成立する可能性が無いときのみ偽を返す述語であ

る．すなわち， pairs'={(x,y)j(x,y) E pairs I¥ 

filter(x, y, c)}としたとき, jpairs'I < jpairsl, か

つ， pairs'中の要素の組と包含率 cに対する結果が，

元の pairsを用いた結果と変わらないようなフィル

タである．具体的には， filter(x,y, c)を実現する

手法として， interval-basedfilter (以下， i-filter),

bit-signature-based filter (以下，かfilter)という

2つの手法を開発した

i-filterでは， Webページ要素 x,yに対応す

る単語集合 X,Yをあらかじめソートした単語列

L(x), L(y)の範囲を利用してフィルタリングを行

う. L(x),L(y)の共通な範囲が c・IL(x)I以上なけ

れば xこ?=cYが成立する可能性もないと判断で

きる．

かfilterは，各Webページ要素 x,yに対してビッ

トシグネチャ b(x),b(y)をあらかじめ求めておき，

b(x), b(y), cを用いて filter(x,y, c)の判定を行う

方法である

実験では，コンテンツが分散管理されている実際

の Webサイトを対象とし， i-filterとかfilterが

どれだけ組合せの数を減らすことが可能であるか，

比較を行った実験の結果， i-filterでは 15%前

後，かJilterでは 85%前後組合せ数を削減すること

ができた特に b-filterはフィルタとして効果が高

いと考えられる．

2.3 発見した包含関係のスコアリング手法

発見した包含関係のスコアリングを行うための重

要度スコアを導入し，その計算を行うルールを定義

した重要度スコアを導入した動機は次の通りであ

る．すなわち，ページに含まれる全ての Webペー

ジ要素の組合せの包含関係を計算する場合，自明な

包含関係とそうでない包含関係が混在し，価値の高

い包含関係が埋もれてしまうからである．定義した

ルールを用いて，出力される各包含関係に対し重要

度スコア (0~s~1) を計算し，自明でない包含関

係の発見を支援する．

3. まとめ

本研究では,Webコンテンツで成立する包含従属

性の発見を支援するために次の 3つの要素技術の

開発を行った (1)包含率を導入した包含関係の発

見アルゴリズム. (2)包含関係の厳密な計算を行う

候補を減らすためのフィルタリング手法. (3)発見

した包含関係のスコアリング手法これらの要素技

術に関して実際の Webページを用いた実験を行い，

本アプローチの実現可能性を示した
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ディスク上の大規模グラフデータを対象とした集合単位ナビゲーションの効率化＊

1. はじめに

今日，計算機で扱われているデータを表現する形

式として，ノード（頂点）とノード間をつなぐ矢印で

あるエッジ（辺）で構成されたグラフ構造が広く利

用されているたとえば，計算機のディレクトリ構

造はグラフ構造の一種である木構造で表現されてい

るまた， SNSの一つである twitter[1]では各ユー

ザをノードとし，ユーザ U1がユーザ匹を follow

している (u1が匹の発言を取得している）という

ユーザ間のつながり (u1fo生古位）をエッジとした

グラフ構造で表現されているまた，これらのデー

タのサイズは非常に巨大である．

したがって，大規模なグラフ構造に対する問合

せの効率化は重要な問題であるたとえば，次のよ

うな問合せを効率的に処理することは重要である．

QI: コンピュータのディレクトリ構造において，あ

るディレクトリ d以下に存在する全てのファイル

の集合を計算する問合せ. Q2: 人間関係等を表した

SNSデータにおいて，あるユーザ uがfollowして

いる人物の集合を取得する問合せ．

しかし，これらの問合せの処理の効率化は難しい

なぜなら，大規模グラフデータはディスクに格納し

て演算を処理する必要があるが，ディスク上のグラ

フデータに対する問合せ処理の効率的なアルゴリズ

ムは知られていないためである．

そこで本研究では，計算機のディスク上に格納さ

れた大規模グラフデータを効率よく処理するための

手法を開発した具体的には， QIやQ2などの問

合せを記述可能な演算である次の 8つの集合単位ナ

ビゲーションの効率化を目的として研究を行った．

a→ X, a二X,X→ a, X二a,

a~X, a~X, X~a, Xら．
ここで， a→ Xは，あるノード aからエッジを矢

印の向きに従って， 1回たどることで得られるノー

ド集合を計算する演算である．また， a~X は，あ

るノード aからエッジを矢印の向きに従って， 0回

以上たどることで得られるノード集合を計算する演

算である X→a, X~a はそれぞれ，エッジを矢

• "Efficient Processing of Set-Based Navigむ

tions for Large Graph Data on the Disk" by 
Masateru TADAISHI 

只石正輝（学籍番号 200821664)

研究指導教員：森嶋厚行

副研究指導教員鈴木伸崇

sequential read of disk blocks 

I 1 c2) 3 I 4 s (6~1 s 9罰1112 / 

固1 深さ優先順での a→X

印の向きとは逆の向きに， 1回．または 0回以上た

どることで得られるノード集合を計算する演算であ

る．残りの4つの演算は， a→X, a..."..X, X→ a, 

x..."..aの演算をラベル lを持つエッジのみに限定し

て行う演算である．

Qlや Q2は．これらの演算を利用することで

記述可能であるたとえば Qlは d..."..X, Q2は

ufo竺WXと記述可能である．

2. ディスク上の大規模グラフデータを対象と

した集合単位ナビゲーションの効率化

提案手法では．集合単位ナビゲーションの処理を

するために必要な I/0コストが小さくなるような順

序で各ノードをディスクに配置することで，問合せ

処理の効率化を行うその基本となるアイデアは．

問合せの解となるノードができるだけ連続して配置

されるような順序でノードをディスクに配置するこ

とである．この配置順序によって，アクセスする必

要があるディスクページの数が少なくなり，効率的

に問合せを処理することが可能となる．

ノードの配置順序としては．一般には深さ優先

順や幅優先順が考えられる．しかし単純な深さ優

先順では a→X の解が．また単純な幅優先順では

a..."..Xの解が連続して配置されない．その例を図 1

を用いて説明する．図 1(下）は，固 1(上）の木の各

ノードを深さ優先順に配置したものである．このと

き， a→Xの解は連続して配置されるとは限らな

いたとえば，図 1(下）において 1→X の解となる

ノード集合 ({2,6,10})は連続して配置されていな

いまた．木を幅優先順で配置した場合.a..."..xは

連続して配置されない．

本研究で提案するノードの配置順序を固 2に示

す．図 2において．各ノードに振られた番号が各

ノードの配置順序を表す．提案するノード配置順序
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図 2 提案

するノード

配置順序

では， a→X, 

,/ 

02 03 04 05 Q6 07 08 

固 3 実験結果
/>1< 

a→ X, a→ X, a→X の問合せは

いずれも効率的に処理可能となる．まず， a_!_.x,

a~X の両方の解が連続して配置されるたとえ
ば， 1_!__, X ゃ， l~X はいずれも連続して配置され
ている．次に， a一Xでアクセスする必要がある連

続したディスク領域の数は， aを始点とするエッジ

のラベルの数となる．たとえば， 3→X の解は， 2

つの連続したディスク領域 ({5},{8})にアクセス

することで解を取得可能であるまた， a二Xの処

理でアクセスする必要がある連続したディスク領域

の数は 2つとなるたとえば 2二xの解は， 2つ

の領域 ({4},{6, 7}が存在する領域）にアクセスす

ることで解を取得可能である．

提案するノードの配置順序は次の 2つの Stepで

決定する. Step 1ノードをクラスタリングし，各

クラスタを深さ優先順に配置. Step 2クラスタ内

のノード配置を決定以降ではそれぞれについて順

に説明する．

Step 1ノードのクラスタリング図 2を用いて

ノードのクラスタリングについて説明する．図 2に

おいて矩形が一つのクラスタに対応する．クラスタ

リングは次の 3つを順に適用することで行う. 1. 

ルートを一つのクラスタとする 2.ルートから同一

のエッジラベルで到達可能なノード集合を一つのク

ラスタとする. 3. 別のエッジラベルが出現したと

き 2.で得られたクラスタの各ノードをルートとし，

2. を適用するたとえば図 2において，ルートノー

ドを一つのクラスタとし，ルートノードから同一の

エッジラベル tで到達可能なノード集合 {2ふ 4,5}

を一つのクラスタとする最後に，異なるエッジラ

ベル wが出現したとき，クラスタの各ノード (3,4) 

をそれぞれルートとし，再帰的にクラスタリングを

行うその後，各クラスタを深さ優先順に配置する．

Step 2ノードの配置順序の決定．各ノードの順序

は次のように決定する. 1. 兄弟ノードごとにグルー

ピング. 2. 各兄弟グループを深さ優先順に配置た

とえば図 2での {2,3,4,5}の順序を決定する場合，

兄弟ノードごとに {2,3}, {4}, {5}の3つのグルー

プにグルーピング後，各兄弟グループを深さ優先順

に配置するため， {2,3}, {4}, {5}の順に各ノード

を配置する

提案したノード配置順序では X-a. X~a. 

x二a, X旦aの解は連続して配置されない．そ

のため，問合せを効率的に処理できない可能性があ

るこの問題に対して，木のルートのように多くの

問合せの解に含まれるノードをキャッシュとしてメ

モリ上に保持することで I/0コストを小さくする

3 評価実験

提案手法を評価するために実験を行った．実験

環境は次のとおりである. OS ¥i¥Tindows XP SP2, 

CPU Pentium M 1.73 GHz, メモリ 512MB. ま

たプログラムの実装言語は Javaである

実験では，提案手法と深さ優先順で各ノードを配

置し問合せを処理する手法である Staircasejoin [2] 

との比較を行った通常の Staircasejoinではキャ

ッシュを考慮していないため，提案手法でも同様に

キャッシュを利用せずに問合せを処理した

実験内容．実験で用いた木は，著者が所属する研究

室のファイルサーバである．ファイルサーバに存在

するファイル／ディレクトリの総数は 8,024,321で

ある．この木のエッジラベルは，ディレクトリから

ディレクトリヘのエッジの場合 subdir, それ以外

の場合 containsとなる．

実験では，次の 8つの集合単位ナビゲーションを

処理し，実行時間を測定した (Ql:ds吐生'I→X, Q2: 

dSU~T* X, Q3: X .SU曰 d,Q4: Xsu竺nd,Q5. 

a→ X, Q6: a二X,Q7: X→ a, Q8: X二a)ここ

で， d, aは．それぞれディレクトリ，ノード（ディ

レクトリかファイルのいずれか）を表している．

実験結果．図 3に実験結果を示す．固 3において，

実行時間はそれぞれのナビゲーションを 100回行っ

た結果の合計である．実験から，問合せ処理の実行

時間は， Staircasejoinとほぼ同じ (Q3,Q4, Q6, 

Q7)か， Staircasejoinよりも効率的に問合せを処

理可能である (Ql,Q2, Q5, Q8)ことが分かった

4. まとめ

本研究では，大規模グラフに対する集合単位ナビ

ゲーションを効率化するためのディスク格納手法

を提案した問合せを効率的に処理するために．問

合せの解となるノードが連続して配置されるように

ディスク上に各ノードを配置した実験では，提案

手法が既存の手法よりも優れていることを示した

文献

[l] http://twitter.com 
[2) Torsten Crust, Maurice van Keulen, and Jens Teub-

ner. Staircase join: Teach a relational DBMS to 
watch its (axis) steps. In VLDB, pp. 524-525, 2003. 
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化学物質名の異表記同定手法に関する考察・

1. はじめに

化学物質は構造式，結合表，名称など様々な形

式で表現することができ，その中で名称は体系名，

慣用名，商品名，略名など多様な表記を持つ．どの

表記を使うかは書き手次第であり，情報共有の阻害

や情報検索における漏れが生じる．そこで，化学物

質名の異表記を同定する手法が必要である．

多様な表記を持つ化学物質を構造に変換して

比較することができれば，異表記問題は解決する．

しかし現状ではあらゆる名称を構造に変換すること

は技術的に困難である．そこで，本研究は異表記

の現象に着目し，なぜ異表記が発生するかという

原因を化学的背景から分析し，異表記問題の本質

を探ることを目的とする．

2 本研究の概要

本研究は，化学物質名の異表記問題を検討す

るため，まず，実際の文書に記載された化学物質

名を抽出し，その記載が従来からある化学物質デ

ータベースの記載とどのように違っているかを分析

するここで，「表層的な特徴」だけでなく「化学的

な特徴」から分析し，この結果をもとに同定手法の

開発に向けた指針について考察する．

分析対象の文書として特許電子図書館 I)から公

開特許公報を検索して利用した．特許公報には，

表記や翻訳に関する法的拘束がないため，研究

者，技術者，弁理士など書き手の属性が多様であ

るという特徴から物質名の多様な表記がある．化学

物質名の多様な記載が見られるため国際特許分

類「C07D」を検索条件として指定した「C07DJは

複素環式化合物に関する物質名が多く記載されて

おり，慣用名と体系名の組み合わせによって，名

称が漸進的に増えるという特徴がある．

* "A Study of Identification for Chemical 

Substance Names" by Rumiko TANAKA 

田中るみ子（学籍番号 200821665) 

研究指導教員：石塚英弘（藤井敦）

次に特許公報から抽出した化学物質名とそれと同

ー物質である化学物質が既存のデータベースでは

どのように記載されているかを調査した既存のデ

ータベースとして日本化学物質辞書 Web2>(日化

辞）を選択した

特許公報と日化辞データベースを用いて同一物

質でありながら記載が違う異表記対の集合（以下

「異表記コーパス」）を作成し，異表記が生じた原因

を目視で分析するさらに，異表記コーパス中の事

例を類型化する．類型化にあたり，物質名の表記

的特徴に加えて物質そのものの化学的特徴を考

慮する．

次に異表記同定手法に向けた考察を行う．具体

的には異表記コーパス中の事例を構造に変換し，

構造変換できないもしくは構造が一致しない異表

記対はどのように同定すべきか検討する

3. 異表記コーパスの作成

異表記コーパス作成にあたり，同一物質に対す

る異表記を特定することが非専門家には難しいと

いう問題がある．そのため同一物質と共通に付与さ

れている物質番号に着目した．本研究ではCAS登

録番号を化学物質抽出の手がかりとして用いた

日化辞では検索項目に「CAS登録番号」がある

ため， CAS登録番号を手がかりに抽出した物質と

同一物質の別名称一覧を取得できる．一覧を見て，

特許公報の名称と類似の名称を探し， CAS登録番

号ひとつひとつに対して手作業で異表記対になる

名称を探し，コーパスを作成した

表 1にコーパス作成用特許公報の検索条件を

示す．公報発行日が 1993年 1月から 2009年 9月

まで，国際特許分類が「C07D」複素環式化合物，

「CAS登録」が本文に含まれるという条件で検索を

行い，公報 313件を得た表 2に示すように，公報

313件から CAS登録番号の異なり 978件を抽出し，

これをもとに異表記対 201件を作成した．
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表 lコーパス作成用特許公報の検索条件

鰻5:i.Wt¥ Zi1i〗;：ふ？合物
表 2 異表記対作成に関するデータの件数

公報件数
CAS登録番号の異なり
異表記対

313-978-201 

仮に構造変換と類型の間に強い相関があれば，

類型ごとに構造変換や他の手法の提案ができるし

かし，表 3の結果からそのような相関は得られなか

ったため，類型化別ではなく全体として考察する

表 3名称同定に構造変換を適用した例

4 異表記の類型化

作成したコーパスの事例を一つ一つ見ながら，

異表記の類型化を行った．まず表層的な特徴に着

目し，表層的には説明がつかない異表記対は化

学的特徴に起因すると考え，試行錯誤しながら，

見直し，整理統廃合を行った表層的特徴に類型

化した中で，化学的背景を持つ場合は化学的特

徴にも分類した．分類の結果を以下に示す．

・表層的特徴

命名方針，位置番号，立体表記法，記号の記載

法，異表記，慣用名，説明語，記載順

・化学的特徴

異表記，字訳，翻訳，略語，誤り，不明

5 異表記同定手法に向けた考察

化学物質を一意に特定する表現法として構造式

があるそのため，まず異表記コーパス中の事例ご

とに名称から構造に変換し，比較した次に構造

変換できない，もしくは構造が一致しない異表記対

はどのように同定すべきか検討した

日本語名を「化合物名の和英翻訳 3)」を用いて

英語に翻訳し， Reaxys(リアクシス）4)とOPSIN(オプ

シン）”を個別に用いて名称構造変換を行った

名称構造変換の結果を表 3に示す．異表記対

201件のうち複数の分類に属する対は重複して計

上したため異表記対の合計は 226件となった

「構造一致」は異表記対の両方が構造に変換で

き，かつ両者の構造が一致した件数を表す．「構造

不一致」は構造変換ができたものの両者の構造が

一致しなかった件数を表す．「構造変換できない」

は対のうち少なくとも片方が構造変換できなかった

件数を表す．表 3の合計欄に示すように Reaxysに

おいて「構造一致jは24%,「構造不一致」は 11%,

「構造変換できない」は 65%であった.OPSINはそ

れぞれ 4%,0%, 96%であった

Reaxys OPSIN 

分類 構造 構造 構造変換 構造 構造変換 合計

一致 1←•致 できない 一致 できない

異表記 2 1 I 4 4 

I 
字訳 21 1 11 I 32 33 

翻訳 2 I 4 7 7 

略話 l 3 3 7 7 

糾り 1 4 5 5 

命名方針 7 8 49 2 62 64 

位饂番号 3 1 5 1 8 ， 

z Ii! 

立体表記 10 10 10 

記号の使い方 12 2 30 3 41 44 

異表記 1 4 5 5 

懺）IJ名 2 8 10 10 

説IYI語 5 4 ， ， 
記載Ill! 4 I 14 2 17 19 

合，H・ 54 25 147 ， 217 226 

（％） (24) (11) (65) (4) (96) (100) 

表層的特徴か化学的特徴かにかかわらず文字

列の類似があることを考慮すると，文字の類似度比

較に柔軟に対応できる文字単位および部分名称

単位の N グラムが考えられる化合物名称が化学

的に意味のある部分名称に分けることができる特

徴を利用すれば，部分名称の並べ替えが考えられ

るしかし，本研究では計算機上で異表記を同定

する手法を具現化することはできなかった

6. おわりに

本研究の成果は，異表記問題を検討するため，実

際の文書から異表記対を集めコーパスを作成し，異

表記対の類型化を行った点にある．残された課題は，

コーパス作成用の収集データに偏りがないか検討す

ることと異表記同定手法を確立することである．

注

1) http://www.ipdl.inpit.go.jp/homepg.ipdl 

2) http://nikkajiweb.jst.go.jp 

3) http://homepagel.nifty.com/nomenclator/ 

chemjtra/chemjtra.htm 

4) https:/ /www.reaxys.c01n/ 

5) http://wwmm.ch.cam.ac.uk/wikis/ 

wwmm/index.php/Oscar3 
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幾何学的な量子アルゴリズム生成問題における距離の評価＊

1 研究背景

量子計算は量子力学に基づく新しい計算手法

であり、ある種の問題を古典計算よりも効率的に

解くことが可能だと言われている。

量子計算とは spinと呼ばれる物理量の状態を

磁場や相互作用のコントロールで変化させ、計

算作業に対応するような時間的変化を起こすこと

である。量子計算ではspinのことをqubitと呼ぶ。

数学的には qubitは複素列ベクトルで表され、状

態の変化はその列ベクトルにある Unitary行列を

かけることで表される。

複雑な計算では複数の qubitを相互作用させ

て状態を変化させることが必要であるが、それを

一度に行うことは難しいため、あらかじめ決めら

れた数種類の量子ゲート（一つの qubitのみに磁

場をかけるか、二つの qubitにCNOTと呼ばれる

相互作用をさせる操作）を逐次的に qubitに施す。

この量子ゲートを qubitに逐次的に施す順番のこ

とを量子アルゴリズムと呼ぶ。数学的には計算作

業に対応する複雑な Unitary行列 Wを量子ゲー

トでの変化に対応する単純な行列 gの積として

分解することを意味する。

W=gmgmー／恥・・・g2g1

量子アルゴリズムが効率的であるためには、 W

が与えられたとき W の構築に必要なゲート数の

増加が qubit数 nの多項式で済むことが要求さ

れる。 Wの量子アルゴリズムを生成する一般的な

方法は存在するが、この条件を満たすことは困

難である。

2 先行研究

2.1 Quantum Computation as Geometry [1] 

この問題に対し、 Nielsen等は行列空問上に

長さを定義しアルゴリズム生成問題を幾何学の

曲線探索問題に作り変えた。

* "Estimations of distances of the geometry of 
quantum computation" by Takao NAKAJIMA 

中島孝雄（学籍番号 200821668) 

研究指導教員：鎮目浩輔

副研究指導教員：松本紳

つまり、単位行列／と計算に対応する Unitary

行列 Wを結ぶ qubit数 nの多項式曲線が得られ

れば、その曲線を基に必要なゲート数が nの多

項式で増える効率的な量子アルゴリズムを生成

できることを示した。従って／と Wを結ぶ最短曲線

が得られれば、最も効率の良い量子アルゴリズム

が作れる。しかし二点間を結ぶ最短曲線の具体

的な探索方法はいまだ不明である。

また、 Nielsen 等はゲート数 Ov0と距離

仄/,W,)(最短曲線の長さ）の間に以下の関係があ

ることを示した。

仄I,v0;;; a: 切

これは曲線の長さが実際に必要なゲート数以

上だった場合には、その曲線は最短ではないこ

とを意味する。

2.2 Time complexity and gate complexity [2] 

Koike等は時間をコストとした Unitary行列生

成問題に最適制御分野で知られている Krotov

法[3]を適用し、次のことを示した。 (1)量子フーリ

工変換 QFTの時間コストは nの多項式。 (2)多重

制御 NOTc-worの時間コストはnの指数関数。

(3)量子フーリエ変換 QFTの 2qubitHamiltonian 

成分は対称性を持つ。

3. 研究概要

本研究では、 Krotov法を Nielsen等の最短曲

線探索問題に適用し、指定した二点間を結ぶ測

地線を探索する手法を開発した。測地線とは長

さが極値をとる曲線で、最短曲線の候補となるも

のである。そして、開発した測地線探索手法を用

いて次のことを行った。 (1)2qubitにおける Krotov

法の漸化式の働きの可視化。 (2)単位行列lと量

子フーリエ変換 QFT(n=3,4,5)を結ぶ測地線の探

索およびその長さの計算。 (3)単位行列 Iと多重

制御 NOTc-1 NOT(n=3)を結ぶ測地線の探索お

よびその長さの計算。 (4)得られた測地線の
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Hamiltonianの成分の調査。

4. シミュレーション結果

4.1 2qubitにおける Krotov法の漸化式の可視化

Gu等[4]は Nielsen等の長さの定義の下で

2qubitにおける距離の近似式を導出した。こ

の近似式は三次元ユークリッド空間として可

視化することができるため、可視化によって

Krotov法の漸化式がどのように働くかを調べ

た。その結果次のことが分かった (1)漸化式を

繰り返し解くことによって得られる曲線は新

しいものほど終点が Wに近づき、同時に曲線

自体が測地線に収束する。 (2)曲線の長さが距

離よりも長い場合は測地線に収束せず曲線は

たるむ。

図 1:Krotov法の漸化式による測地線探索。

び(t)、び(t)、t/(t)と新しい曲線ほど終点が

Wに近付く。最終的には 1と Wを結ぶ線分（測

地線）に収束する。

4.2 単位行列 Jと量子フーリエ変換

OF穴n),11=3,4, 5を結ぶ測地線の探索とその長さ

開発した手法を用いて、単位行列 1と量子

フーリエ変換 ()FT(n),n:=!3, 4, 5を結ぶ測地線

を探索し、その長さを計算した結果次のこと

が分かった。 (1)測地線の長さは I]の多項式で

増加する。 (2)測地線の長さはゲート数の 1/4

倍以下であり、 Nielsen等の不等式を満たし

ている。 (3)2qubitHamiltonianは対称性を

持つ。

4.3単位行列 Iと多重制御 NOTび―1NOTを結ぶ

測地線の探索とその長さ

本研究で多重制御 NOTC1-1NOTの厳密解の一

つを見出した。但し、 n=3の場合の Nielsen

等の長さは 25.2であり、構築に必要な量子ゲ

ート数 16よりも多く Nielsen等の不等式を満

たしていない。

開発した手法を用いて、単位行列 Jと多重

制御 NOT臼 NOTを結ぶ測地線を探索し、その

長さを計算した結果、 Nielsen等の不等式を満

たす測地線を得た。その長さは 1.8である。

5. 結論

5.1考察

今回得られた測地線は最短とは言い切れな

いが、全て Nielsen等の不等式を満たす。ま

た、 (}FT(3)では 43-1個の初期曲線を取ったが

全て同じ結果となった。これらは本研究で開

発した手法が最短測地線を探す手法である可

能性を示唆していると考えられる。

量子フーリエ変換の長さが nの多項式であ

ることや、 Hamiltonianの対称性は Koike等

の時間をコストとした最適解の性質と同等で

あることから、ゲート計算量と時間計算量と

の間に密接な関係があることが考えられる。

5.2課題

開発した手法は nに対して指数関数的に計

算時間がかかるため改良が必要である。

ゲート計算量と時間計算量の関係を調べる

ため、 qubit数を増やして C1-1NOTの長さの計

算を行うことが必要である。これは nの指数

関数で増えると予想される。また、他の

Unitary行列（例えば置換）に対してシミュレ

ーションを行うことも考えられる。

さらに得られた測地線の最短性を調べる必

要がある。例えば幾何学のツール CutPointを

計算する機能を追加することが挙げられる。
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操作学習支援のための複合現実感による情報表現＊

1. はじめに

仮想現実感 (YR)や複合現実感 (MR)を用いた

タスク支援が盛んに取り組まれている．操作や作

業の学習には実際の機器や環境を用いた実習が

有効なことから， VR・MRによる実習形式の作業

学習支援が多くなされてきた．そして作業学習支

援のうち身体動作に着目した支援手法として， CG

の動作手本を提示し，学習者が手本を模倣して動

くことで効率的な動作学習を可能とする YRシス

テムがこれまで提案されている． しかし, YRで

は仮想環境内での学習支援となるため，学習者が

実際に作業で用いる物体を利用した学習が困難

となる．身体動作を伴い実物体を扱う操作学習の

場面に着目したとき，舞踊などと比較してその物

を用いた学習の必然性が高く， MRで実際の物を

利用可能とした学習が適していると考えられる．

また，手本動作を提示する支援では手本をどのよ

うに提示するかが理解効率に影嘔するが[1], MR 

で物体を扱う動作についてはこれまで十分な検

討が行われていない．これらをふまえ本研究では，

MRでの手本動作 CG提示による操作学習支援シス

テムを構築した [2]. そして MRでの手本 CGの提

示位置について実験を通し検討し[3], より支援

に適した提示とするための追加機能実装を行っ

た．

2. MR操作学習支援システム

プロトタイプとして「机上のボタンを規定の順

番で押す」操作を対象に，学習者の操作内容に合

わせた手本動作 CGを提示することで操作手順の

把握を支援するシステムを構築した[2].

2.1システム構成

システム構成概要を図 1に示す．作業机上に操

作対象のボタンを 5つ配置し，それらを囲む形で

6 台のモーションキャプチャカメラを配置して

いる．また学習者は頭部に HMDと右手にマーカを

* "Representation of a virtual teacher 

in mixed reality for learning operative tasks 

with physical objects" by Motofumi NAKANISHI 

中西基文（学籍番号 200821669) 

研究指導教員：井上智雄
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図 lシステム構成概要

図 2システム利用中の学習者視界

装着する．システムは HMOと学習者右手のマーカ

位置をリアルタイムに取得し，学習者の視点と操

作内容を認識する．

2.2システム動作

システム利用中の学習者視界を図 2に示す．学

習を開始すると，操作の手本 CGをHMDを通し実

空間上に提示する．学習者は手本の動作を模倣し

つつ操作タスクに取り組むことで操作学習を進

めるこのとき学習者右手の動きを元に操作内容

を判定し，正しい操作手順のとき手本 CGは次の

操作の手本動作を示す．また，手本 CGは学習者

の視線によらず，一定の位置に表示される．

3. 提示位置の検討

MRでの手本動作提示に適した提示位置を検討

するため，さまざまな提示位置でのボタン押し夕

スクを用いて実験を行った[3]. 実験では，予備
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実験を通して 11の提示位置を設定し，各提示位

置の手本 CGに従ったボタンの早押しタスクを実

施した．そして各提示位置をタスクの誤り数と完

了時間で比較した．実験の結果，手本 CGが学習

者に背中を向ける提示位置では他と比較して誤

りが多く，さらに学習者に側面を向ける提示位置

と比較してタスク完了にかかる時間も多かった．

このことから，手本 CGの操作内容が隠れる提示

位置は支援に適さないこと，手本 CGが主に手本

動作を行う箇所を真横から見る提示位置は操作

内容が隠れず見える位置であると考えられるこ

とがわかった．

4. ゜提示向きの自動変更機能

フロトタイプシステムや提示位置の検討実験には

ボタン押し操作を用いたが，今後他の操作学習へと

システムを適用していくことを考えたとき，操作によ

っては手本 CGが移動し向きを変え，学習中に操

作内容が隠れてしまう場面が想定される．このと

き手本 CGの向きを変更し操作内容が隠れず見え

る向きに保つことで，より操作学習支援に適した

表示が実現できると考えられる．そこで MRシス

テムに手本 CGの動作内容に応じて向きを自動的

に変更する機能の追加を行った．

4.1機能設計

手本 CGの操作内容が隠れず見える提示位置と

するため，手本 CGの大きく動く箇所が学習者に

真横から見える向きとなるよう変更を行った．ま

た，大きく動く箇所は手本動作の進行に伴って移

り変わると想定されるため，向きの変更を手本動

作の開始から終了までの間に複数回行い動作内

容に応じた向きに保つ．

4.2機能実装

まずモーションキャプチャを用いて教師役となる人

間の動作を取得し，その動作データを元に手本動

作を作成する．また，システム利用中に提示向きを

自動的に変更するタイミングを設定する．

そして人間の動作データを元に手本動作の大き

く動く箇所を判定し，変更タイミングごとに大きく

動く箇所に応じた手本 CGの向きを算出する．

手本 CGの提示と向きの自動変更の流れについ

て図 3に示す．システムは HMDを通して手本 CG

を提示する．そして手本 CGの動作進行にあわせ，

変更タイミングごとに算出した向きへと自動的

に変更する．向きの変更は変更タイミング時に一

瞬で行われる．

図 3向きの自動変更例

5. まとめ

本研究では，複合現実感技術を用い 3DCGの操

作手本を提示することで操作学習を支援するシ

ステムを構築した．そして手本 CGの適切な提示

位置についてボタン押しタスクを用いた実験を

通し検討を行った．実験結果を元に，学習中に操

作内容が隠れてしまわないよう手本 CGの向きを

自動的に変更していく機能の提案・実装を行った．
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カバー演奏を含む音響信号ストリームからのリアルタイム楽曲同定システム＊

1. はじめに

近年，ライプ配信可能なサービスの登場により，

カバー演奏のリアルタイム配信のようなストリーミン

グ形式での映像を伴う音声配信が増加している．

カバー演奏音響データからの楽曲同定に関する研

究は従来多くされてきた[1][2].しかしこれらはライ

ブ配信ストリームのようなサイズ未知の音響信号に

対してそのままでは適用することができず，また入

力信号に対応してほぼリアルタイムに楽曲を同定

する研究は今までほとんど見られなかった本研究

では，カバー演奏ストリームからリアルタイムに楽曲

を同定できるシステムの実現を目指す．本稿では

システムの概要と手法について述べ，提案する手

法の評価実験の方法と実験結果について述べる．

2. カバー演奏からの楽曲同定手法

カバー演奏は異なる楽器編成で類似する音名構

成を取り，テンポが変化（時間軸方向に伸縮）して

いる場合があるため，これらの性質に対応する必

要があるまず要素技術について説明する．

2.1クロマベクトルの抽出

12次元クロマベクトル[3]は音響信号の短時間パ

ワースペクトル成分を 12音にまとめ，楽器編成の

相違を吸収し構成音を定量化．本研究では音響

信号をモノラル，標本化周波数 16kHz, 量子化ビ

ット数 16ビットとし，窓幅 4096点，シフト幅 2048点，

ハミング窓を用いて短時間FFTを行った上でクロマ

ベクトルを抽出する．原曲ーカバー間で音名構成が

等しい場合でも各音のパワーの差によってクロマ

ベクトルが異なる事があるため，パワースペクトル

IJ,IU = l, …，n)を(1),(2)式によって平坦化し，改

善を試みる．

IJ,I (I) d.= 
'mean(IJI) 

* "A Real-time System of Music piece Identification 

from Cover Performance Stream" by Yuki FUKASAWA 
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Fig. 1連続 DPで用いる許容パス

{d、;eI→ J">(d;)½ 
d; <1→ f/=(d,)2 

(2) 

2.2クロマベクトルを用いた連続 DP

連続入力信号に対し，リアルタイムに伸縮を許し

たキーワードスポッティングが可能な手法である連

続 DP[4]を用いて楽曲を検出する．入カフレーム

毎に信号間の距離を用いて最適累積距離が計算

され，この値は入力信号内に標準パターンに類似

する信号が存在する場合にその終端付近で極小

値をとる．標準パターンに原曲の代表的なフレーズ

部分を用いた場合，カバー楽曲の該当区間の終

端において極小値を取ると考えられる．本研究で

は Fig.Iに示した許容パスに基づいて定義された

漸化式により最適累積距離を計算していく．

2.3クロマベクトルの符号化

クロマベクトルの符号化により，距離計算の高速

化を図る．ベクトル量子化手法の一つである LBG

法を用いてコードブックを作成し[5],符号化したも

のをデータベースに用いるまたこのコードブック

によってペクトル間の距離を計算し，テープルを作

成する．また転調・移調に対応出来るクロマベクト

ルの性質を利用し，あらかじめ 12通りの距離を計

算しておき，入カフレーム毎のクロマベクトルの符

号と標準パターンの符号によって距離をテープル

から呼び出す．これを用いた連続DPでは 1パター

ンに対し 12通りの最適累積距離が計算され，それ

ぞれの調性において最適累積距離を更新し，転

調・移調された楽曲と転調係数を検出する．
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3. システム構成

提案するリアルタイム楽曲同定システムでは，ま

ずデータベースとする楽曲の音響信号データ群を

クロマベクトルで表現し，この集合を用いたベクトル

量子化で作成されたコードブックによって符号化さ

れたものをデータベースとする．このコードプックか

ら転調・移調を考慮した距離行列を計算，テープ

ルを作成する．ここまでをオフライン処理とする．

次にカバー演奏ストリームからのリアルタイム楽

曲同定処理ではまず入カフレーム毎にクロマベクト

ルを抽出，符号化で得られた符号とデータベース

にあるパターンの符号列により距離テープルから

値を呼び出し，連続 DPを行う．出力が閾値を下回

り，最小かつ極小値をとったフレームを標準パター

ンの終端として検出，演奏楽曲を同定し，転調係

数を検出する．これを入カフレーム毎に繰り返す．

4. 評価実験

実験データとして「The"covers80" cover song 

data set」[6]を使用する．これは 80曲X2バージョ

ンを含み，本稿ではその内 40組を使用し，一方を

原曲データベース，他方を入力信号として扱う．

4.1データベースの作成

カバー演奏では，原曲に沿って演奏され，また

フレーズ単位で演奏されることが考えられる．そこ

で原曲を数フレーズに分割し，各クロマベクトルを

量子化・符号化したものをデータベースとした．こ

れにより合計パターン数は 113,平均パターン数は

約 3パターン，平均時間長は約 23.4秒となった

4.2実験の方法とその結果

前述のデータセットを用いてシステムの評価実

験を行う．まず楽曲を別々に入力し，限定された区

間でのカバー楽曲検出の精度をみる(Table1). 最

適累積距離が最小値を取った標準パターンが属

する楽曲とカバー楽曲を比較し，等しいものを正解

とした平坦化処理の有無について両方の正解率

を算出し，この段階である程度の楽曲同定が可能

であることを確認する．その後提案システムについ

て複数の閾値に関して検出実験を行う(Table2). 

全楽曲を連結したものを入力とし，正解ラベルと検

出結果との比較から正解精度を計算したなお，

正解ラベルの前後 5秒以内を正解とし，コードブッ

クサイズ512を用いた結果を示した．

Table 1楽曲検出正解率の変化

正解率
平出化処理の有無

楽曲 転調係数

53% 95 % 鉦
』ヽヽヽ

有 160% 100% 

Table 2正解精度

閾値 適合 再現 F値

0.7 0.721 0.177 0.284 

0.8 0.044 0.495 0.08 

0.9 0.011 0.621 0.022 

1 0.006 0.408 0.012 

5. 考察

平坦化処理を施したパワースペクトルを用いたク

ロマベクトルによる楽曲検出では処理無しのものと

比べ，精度に改善がみられたまた転調係数の正

解率は 100%であることから，楽曲によっては転調・

移調を考慮した距離テーブルによる対応が可能と

言える．また閾値によっては最大で0.303のF値を

得た閾値に精度が大きく左右されるため，閾値決

定方法や改善方法の検討が必要と考えられる．

6. 結論

本研究ではカバー演奏を含む音響信号ストリー

ムからのリアルタイム楽曲同定システムを提案，そ

の評価実験を行ったその結果，精度はまだ十分

とは言えないが，ある程度の精度で即時的に楽曲

同定が可能であることが示された．
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マンガ制作過程の協業プロセスモデル化とそれに基づく制作支援＊

1. はじめに

近年、マンガは日本の文化・産業として世界

中で認知されている。また、高度情報化社会の

進展に伴って、ディジタルメディアを活用した

マンガの新しい表現や形態が生まれつつある。

しかしながら従来のマンガ制作は作家と編集者

の暗黙のコンセンサス形成により行われるため、

制作の効率化や制作に関連するリソースの再利

用の促進が難しく、近年のマンガの質・量に対

する需要の増加に対応しかねている。

本研究では、マンガ制作における作品の評

価・分析や内容決定等の作業においてスタッフ

の協働支援を実現することを目的として、マン

ガ制作プロセスにおける中途制作物に記述され

たマンガの内容や構造に関する情報を表現する

モデルを提案した。さらにこのモデルを基礎と

して、中途制作物を利用したマンガ制作プロセ

スの効率化を進めるためにスタッフ間の協業を

支援するツールを構築した。

2. マンガ制作のプロセスの問題点と解決

本研究ではまずマンガ制作の一般的なプロセ

スとその過程で制作される中途制作物を明らか

にした。特にマンガの内容に関するアイディア

を練り上げ作品の構想を作り上げる段階と、構

想を基礎にしてコマ割を行う「ネーム作り」の

段階について、制作効率化の観点からの問題点

の提起と解決方法の提案を行った。

従来の制作プロセスでは、中途制作物を明示

的に決めていないため、中途制作物として表し、

決定すべき事項が明示的に与えられない。その

ため、制作に参加するスタッフ間でのコンセン

*"A Model of Collaboration Production Process of 

Manga and Production Support Tool" by Tetsuya 

Mihara 

三原鉄也（学籍番号 200821677) 

研究指導教員：杉本重雄

副研究指導教員：鈴木誠一郎

サス形成が不十分であったり、制作過程が非効

率であったりする。そのため、従来の制作プロ

セスでは暗黙的に共有されていた情報を明示化

して、第三者によるアクセスを可能にし、協業

を行いやすくすることが求められる。

そこで本研究では、マンガの内容及び構造を

中途制作物として明確に表現できるモデルの構

築を進めた。これにより制作過程で作り出され

る情報の明示的表現が可能になり、協働におけ

る情報共有の円滑化が可能になる。

3. 本論文に関連する研究及び取組み

ソフトウェア開発の分野では、成果物間の関

連に着目したプロセスのモデル化方法である

「PReP(ProductRelationship Process)」モデ

ル[!]が提案されている。また映像製作の分野で

は、シナリオ制作のプロセスと分析による効率

化の手法であるシナリオ分析手法[2]がある。こ

うした研究に対し、本研究はマンガ制作におけ

る中途制作物に着目してプロセスの外在化を図

るものである。

本研究におけるマンガのモデル化については

両角他[3] を参考にした。これはネットワーク上

の環境で提供されるマンガのメタデータに関す

る要求要件を書誌情報と構造、知的内容という

3つの観点から検討し、単一のフレームワーク

として統合したメタデータのモデルを提案した

ものである。

4. マンガ制作のプロセスモデリング

本研究ではマンガ制作プロセスに決定される

マンガに関する情報を 5つの層により表現した

レイヤモデルを提案する。

このプロセスモデルでは中途制作物に示され

た下層レイヤの情報を基に上層レイヤの情報が

決定される。
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表 1 マンガ制作プロセスのレイヤモデル

プロセスレベル 構成要素 内容

Publish 出版・流通・配信の形態

Expression 
ページ，コマ，絵、

マンガの内容の平面表現
フキダシ，オノマトペ

Story シーン，出来事セリフ 描写されるストーリー

Setting 登場人物，舞台，物品 作中に登場する基礎設定

Policy 
動機．読者層 I執筆時の動機やテーマ、

スケジュール 作品に対する商業的な制約

5. ネーム制作支援システム

本研究では先に示したモデルを基礎として

開発したマンガ制作支援ツールを開発した。こ

のツールは Web上で制作物の内容と関係性を

示すメタデータとアノテーションを付加し、そ

れらを管理することで協業制作を仲介する。

5. 1. システムが提案するロールとプロセス

4亘う
..◎全）

図 1 システムが提案するロールとプロセス

このシステムでは、中途制作物を作成し、シ

ステムに保存するクリエイタ（作家）、システム

を通じて中途制作物を閲覧し、その感想を付加

するプロデューサ（編集者）、中途制作物に付加

された情報を分析し、改善指示や更なる情報を

加えるアドバイザの 3つの役割を持つ参加者

（ロール）を仮定した。また、このシステムは

アノテーションを付加したディジタル形式のネ

ームと、入力されたマンガに関する情報を交換

可能な形式で記述したマンガ設計情報メタデー

タを出力する。

5. 2. 提案システムの機能

本システムは特にネームにアノテーションを

付与する機能を持つ。ネームは中途制作物の中

でも最後に制作されるもので、アノテーション

を付加する対象として適すると考えた。アノテ

ーションの内容は 4章で示したモデルに即して

表現されたマンガの内容と構造に関する情報と

その遷移に関する情報である。その他、ネーム

の修正指示とその提案、以前作られたネームの

部分または全体からの引用も含まれる。

図 2 アノテーションの表示例

6. おわりに

本研究では、マンガ制作過程におけるスタッ

フの協働の支援を実現するために、マンガ制作

過程で作成される中途制作物に着目した、レイ

ヤモデルを提案した。このモデルを基礎として

Web上で成果物の内容と関係性を示すアノテー

ションの付加と管理の機能を持つマンガ制作支

援システムを構築した。

今後はマンガ制作で用いられる概念の整理と

連携や、ディジタルマンガの表現への本格的な

対応やマンガの出版流通プロセスのモデル化に

よる効率化の対象の拡張を進める必要があると

考えている。ツールの実装と実際のマンガ制作

での適用を通したモデル及びツールのより詳し

い検討と評価も不可欠である。
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音声波信号に含まれる声道特性と声帯波特性の話者認識への有効性に関する研究＊

1. はじめに

話者認識システムにおける重要課題として、音声

の登録時期からの長期時間経過に対する性能劣

化がある[1-3]。一方、音声生成に関わる声帯と声

道特性は話者の個人性を表す有力な特徴である。

話者認識における声道特性と声帯波特性に関して

の有効性を調べた実験報告[2]はあるが、これらの

要素を音声生成モデルに基づく信号処理分析とし

て明示的に分離し、個別の効果を明らかにした研

究は見当たらない。

そこで本研究では、 AR-HMM分析[4]を用いて

音声波を声帯波特性と声道共振特性に分離し、そ

れぞれが収録時期差による性能劣化にどのような

影響を与えるかについて実験により検討する。

2 分析方法

2.1手順の概要

分析方法は、 AR-HMM(Auto Regressive 

-Hidden Markov Model)分析[4]により、まず音声

の声道特性を得て、これを利用して音声を声道特

性と声帯波特性に分離する。次に、それぞれのパ

ワースペクトルからケプストラムを算出する。さらに、

両者のパワースペクトルを帯域分割したスペクトル

についてもケプストラムを算出する。これらのケプス

トラム時系列を特徴量として識別実験を行なう。な

お、実験に用いた音声信号波形は標本化周波数

16 kHz、線形量子化 16bitである。

2.2声道特性と声帯波特性のケプストラム算出

AR-HMM分析については、窓幅 32ms、窓シフ

ト16ms、AR係数は 20項、 HMMは 16状態のリン

グ状トポロジーとした。

ケプストラムは、声道特性については AR係数か

らパワースペクトルを経て算出、声帯波特性につい

* "A Study on Effectiveness of Vocal Tract and Vocal 

Cord Characteristics in Automatic Speaker 

Recognition Consideration" by Yumino YAMADA 
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ては、 AR逆フィルタにより求めた声帯波形から

FFTを利用して算出した。なお、使用したケプスト

ラムの項数については、声帯波特性、声道特性と

も1~20項を用いた。

帯域分割に関しては、全体を5帯域に分割した。

低域側から概ね、帯域1(0~2 kHz)、帯域2(1.5~ 

3.5 kHz)、帯域3(3~5 kHz)、帯域4(4.5~6.5 

kHz)、帯域5(6~8kHz)に対応している。帯域分割

した場合は、各帯域について、ケプストラムは 10項

である。

3. 音声データ

収録時期差による影響を調べるため、 3ヵ月毎に

5時期（時期 1:2008年9月，時期2:12月，時期3:

2009年 3月，時期 4:6月，時期 5:9月）に渡って

収録した。ここでは、成人男性話者 13名，女性話

者 11名の計 24名の音声データを収録した。発話

サンプルは、単母音5音節の/a/,Ii/, /u/, /el, 

lo! を各4回発声したものである。実験においては、

これらの他に、電子協共通音声データから男性24

名，女性25名の単母音データを参照パターンに

加えて73カテゴリーの識別としている。

4 識別方法

識別は、ケプストラム係数を特徴ベクトルとして、

ユークリッド距離を基本として行った。単母音ごとの

識別では、未知話者入カサンプルと参照話者サン

プルとの最短距離となる話者サンプルに対応する

話者を入力話者とした。（今回は、統計解析的処理

は使用してない。）5母音すべてを使用した場合は、

未知話者入カサンプルに対して、各話者について

母音ごとに最短距離を求め、その和（話者ごとの

値）が最小となる話者を入力話者とした。

5 識別実験と結果

抽出したケプストラムを組合わせて特徴ベクトル
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を構成し、組合せを変えて以下の識別実験を行な 表 1声道特性のみを用いた場合の認識率

った。いずれの場合も、参照サンプルデータとテス

トサンプルデータの組合せは次の通りである。

［参照サンプルセット］時期1の音声データのうち、 3

回分発声と電子協音声データ49名の4回分発声。

【テストサンプルセット】上記以外の収録サンプルデ

ータ。時期1は1回発話のみ。

（※時期5の収録データを参照サンプルセットにし

た実験も同様に行い、その合計を結果とした。）

以下の4通りについて、単母音毎の結果と、 5母

音を用いた識別実験結果を表に示す。

（表 1)声道特性のみを用いた場合の結果

（表 2)声帯波特性のみを用いた場合の結果

（表 3)声帯波と声道特性を組合わせた場合の結果

（表 4)帯域を2.2節のように分割し、声道特性のみ、

声帯波のみを用いた場合の結果(5母音を使用）。

5 考察

表1,2, 3の結果から、声道特性の方が声帯波

特性より識別性能が高い。さらに、声帯特性と声道

時期 時期 I 時期 2 時期3 時期 4 時期 5

la/ 85% 49% 43% 43% 42% 

Iii 85% 63% 62% 58% 42% 

Jul 93% 65% 67% 62% 58% 

/el 84% 54% 56% 46% 44% 

lo/ 83% 59% 65% 53% 51% 

5母音 100% 89% 94% 87% 84% 

表 2声帯波特性のみを用いた場合の認識率

時期 時期 l 時期2 時期3 時期4 時期5

la! 38% 17% 9% 16% 12% 

/i/ 48% 34% 30% 29% 23% 

Jul 37% 18% 15% 15% 11% 

/el 47% 22% 18% 16% 14% 

lo/ 40% 18% 17% 18% 14% 

5母音 79% 47% 39% 44% 29% 

特性を組合せた場合は、声道特性のみの場合より 表 3声帯波と声道特性を組合せた場合の認識率

高いことが確認できた（有意水準 5%)。

帯域を分割した場合については、表4から声道特

性は帯域の低い方が識別率が高く、声帯波特性で

は、帯域2よりも帯域3が高いなど両者は必ずしも

同じ傾向ではない。

以上の傾向から、声帯波特性と声道特性を分離

し、さらに帯域分割を行い、これらを統合した特徴

ベクトルを多変量解析処理することにより話者識別

に効果的な特徴空間を構成できると推測できる。
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時期 時期］ 時期2 時期 3 時期 4

la/ 91% 53% 48% 47% 

Iii 84% 65% 67% 62% 

/u/ 93% 69% 69% 66% 

/e/ 86% 60% 64% 52% 

lo/ 86% 64% 65% 57% 

5母音 100% 91% 95% 90% 

表 4帯城分割した場合の各帯域毎の認識率

（ただし 5母音全てを用いた場合）

時期 5

47% 

55% 

57% 

53% 

53% 

85% 

時期 時期］ 時期 2 時期 3 時期 4 時期

1 78% 51% 55% 39% 42% 

声
2 79% 50% 58% 48% 41% 道: 特
3 67% 35% 30% 28% 22% 

性

4 40% 17% 22% 17% 11% 

声
1 62% 19% 19% 13% 9% 

帯
帯 2 43% 13% 9% 8% 5% 

波
特 域 3 49% 17% 15% 12% 13% 
性

4 38% 23% 19% 16% 7% 
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デジタルマンガの構造表現を指向したメタデータとその作成支援ツールの開発＊

1. はじめに

近年、電子データとして PCや携帯端末向

けに出版社や個人がマンガを配信するケース

が増えてきた。また、ブログやウィキペディ

アなどのウェブサイトを通じて、マンガの閲

覧者が作品に関する様々な情報を発信・共有

することも一般的になった。デジタルマンガ

を構成するあらゆる要素を一定の枠組みの中

で電子的に扱えるようにすれば、マンガの製

作者と閲覧者は共通の仕組みの元でデジタル

マンガとそれに関わる情報をやり取りするこ

とが可能になる。

本研究ではマンガを構成する様々な要素と

それらの構造、用いられる表現形式、出版・

配信形態などを分析し、マンガのアーキテク

チャを明らかにした。次に、サーバー型放送

用のメタデータである TV-Anytimeや書誌レ

コードの機能要件モデルである Functional

Requirements for Bibliographic Records (FRBR) 

を参考にしてマンガのアーキテクチャを反映

したマンガメタデータスキーマを開発し、ま

たそれに基づくマンガメタデータの編集・出

力を支援するツールを開発した。

2. マンガの特徴と構造

2.1. マンガの特徴

マンガとは絵を主体として物語や時問の流

れなどを連続的に表現した作品のことである。

マンガにおいて提示される最小単位の絵はコ

* "A Study on a Metadata Scheme for Structural 

Description of Digital Manga and Development of a 

Metadata-based Authoring Tool" by Aran Yokota 

横田亜蘭（学籍番号 200821680) 

研究指導教員：杉本重雄

副研究指導教員：永森光晴

マと呼ばれる領域に収まる。コマは単なる静

止画ではなく、動作、直接描かれてはいない

前後の状況・コンテクストなどを動的に描写

する。マンガとはこのような「連続性を持っ

た絵」の集合と言うことができる。

2.2. マンガの出版形態

多くのマンガはまず雑誌や新聞に連載され、

何話かをまとめて収録したものが単行本や文

庫本として刊行される。こうしてマンガは雑

誌、新聞、単行本、文庫本、ウェブなど様々

なメディアに掲載され、ある作品の一話が複

数のメディアに掲載されるケースも多い。

2.3. マンガの構造

マンガの最上位の構造要素として、「作品」

を定義する。作品とは、作者の創造したスト

ーリー、キャラクターなどのある世界観が体

現されたものである。作品は、一つ以上の「物

語」によって構成される。これは作品中にお

ける複数の出来事、事件などの展開を、ある

一つのまとまりとして捉えたものである。物

語は、一つ以上の「一話」から成り立つ。一

話は複数の「ページ」から構成されており、

ページは更に複数の「コマ」と呼ばれる領域

に分割されている。コマは枠線によって四角

形に区切られていることが多いが、その形に

は様々なバリエーションがあり、枠線がない

場合すらある。すなわちコマは必ずしも枠線

で示されるのではなく、一つの絵としてのま

とまりであると捉えられる。一つのコマは、

以下の表 lに示すような要素を含む。
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キャラクター 絵で表現された人物・動物など
絵 絵で表現された要素のうち、キャ

背景
ラクター以外の部分

ふきだし
キャラクターの台詞を囲い、その
種類を表現する記号

記 漫符
キャラクターの動作、感情、感覚

号
などを示す記号
コマに動きを与えたり、キャラク

効果線 ターの感情を表現したりする複
数の線

台詞
キャラクターの会話、思考、感情
などの内容
手書きで表現されたキャラクタ

手書きの台詞
ーの会話、思考、感情などの内容。

テ ふきだしを伴わず、その種類はは
キ っきりと特定されない
ス オノマトペ 擬音語や擬態語。マンガ独自のも
卜 （音喩） のも含む

説明書き ナレーションや状況説明の内容

アイテムに書 キャラクターの服や、背景に書か
かれた文字 れた文字内容

表 1コマに含まれる要素

3. モデル化とメタデータスキーマ

本研究では、マンガの構造を Title(作品）、

Story (物語）、 Episode(一話）、 Scene(シー

ン）、Page(ページ）、 Frame(コマ）、 VisualObject 

（コマに含まれる要素）といったモデルで捉

え、それらを記述することができるマンガメ

タデータスキーマを提案した。

マンガメタテータ
スキーマ

マンガIJ)構造

二重の矢印は、関連付けられる実体が

複数あることを示す。

図 1スキーマとモデルの対応

同スキーマは、 (])Title(作品）， EpisodeGroup 

（物語やシリーズなど）， Episode(一話）を

含むコンテンツ記述メタデータ、 (2)Location

（出版情報）， Service(出版社）を含むインス

タンス記述メタデータ、 (3)Panel(コマやペー

ジなど）を含むフレーム記述メタデータから

構成される。マンガの構造モデルとスキーマ

との対応は図 lに示した通りである。

4. デジタルマンガ作成支援ツール

作品、グループ、エピソード、コマという

四つのモデルからマンガメタデータを管理し、

本研究で開発したスキーマに基づいた XML

形式のメタデータを出力できるツールを開発

した。メタデータを反映したマンガの簡易的

な出力もできる。このツールは Rubyon Rails 

フレームワークを用いて開発した Webアプリ

ケーションである。

5. まとめ

本研究ではマンガの特徴や構造について考

察し、そのアーキテクチャを解き明かした上

で、デジタルマンガのためのメタデータスキ

ーマと、メタデータの作成を支援するウェプ

アプリケーションを開発した。

デジタルマンガのリソースに対して本スキ

ーマに基づくメタデータが付与されれば、マ

ンガの製作者と閲覧者はデジタルマンガとそ

れに関わる情報に対してより柔軟で途切れの

ないアクセスをすることが可能になる。

文献

Morozumi, A., Nomura, S., Nagarnori, 
M., Sugimoto, S. (2009). Metadata Framework 
for Manga: A Multi-Paradigm Metadata 
Description Framework for Digital Comics. 
ln Proc. of DC-2009, pp.61-70, 2010 
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中国における漠方薬の特許保護について＊

1. はじめに

漢方薬は中国において千年の歴史を持ち、病

気の治療や予防などの効果があるだけでなく、

中国医薬産業界で重要な位置を占めている。し

かし、世界保健機構によると、中国は漢方薬原

料の最大の輸出国でありながら、国際漢方薬市

場での売上額の面では、日本と韓国が 9割を占

めているのが現実である。なぜなら、中国は材

料の輸出は行っているが、特に治療効果の高い

先端漢方薬品についてはほとんど日本など外国

からの輸入に頼るという状況に陥っているから

である。そこで、中国政府は質の高い漢方薬品

を研究開発して利益を生み出すことを目指し、

漢方薬品の研究開発を促進することが求められ

ている。

2. 問題点

① 現在中国において漢方薬を保護するための

法律や条例としては、主に行政保護と特許保護

という二つの方法がある。行政保護で保護され

た漢方薬は 7年から 30年まで、レベルによっ

て異なる保護年数の間、保獲を受ける。この行

政保護の権利は特許権と違い非独占権である。

というのは国に定められた条件を満たせば、ど

の企業でも同じ種類の薬品を製造することがで

きるからである。そして、権利侵害が発生した

場合、権利請求者が行政機関であり、企業側は

損害賠償を求めることできないという特徴もあ

る。特許保護より長い保護期間のものが存在す

るので、企業側が行政保護に頼り、特許を出願

* "Patent protection for herbal medicine in 

China" by Ji Xinlei 

紀 キンライ（学籍番号： 200821682) 

研究指導教員：松本浩一

副研究指導教員：村井麻衣子

しない傾向が見られる。そして、行政保護は中

国国内でしか通用せず、国外では効力を持たな

いということも認識しなければならない。

② 西洋医薬と異なり、漢方薬は組成物で特許

を申請する場合が多い。組成物なので、組成物

相互の作用により効果を果たすため、特許請求

の範囲を西洋医薬のように明確に記載できない

場合がある。結果として、権利侵害が発生して

も、権利侵害の証明が難しい。また、中国では

現在まで、漢方薬の特許に対して専門的な条文

は設定されておらず、全国の法院の司法判断基

準も統一されていないことも侵害の立証を難し

くしている。

3. 研究目的と意義

本研究を通じて、現行の行政保護を改革し、

企業側が漢方薬を特許保護するインセンティブ

を高める方法と漢方薬の特許紛争を解決する方

法を考察する。さらに、中国において、治療効

果の高い漢方薬の研究開発を促進する方法を検

討する。それにより、先端漢方薬品を外国から

の輸入に頼るという状況を改善し、漢方薬の研

究開発から生産販売までの良好な循環を作ると

ともに、国際漢方薬市場から多くの利益を獲得

できるようにすることが期待できる。

4. 解決方法について

① 『漢方薬品種条例』による行政保護を受け

ると、最長 30年ほど保護されるため、特許よ

りも保護期間が長くなることがある。よって『条

例』の保護期間を短縮し、特許の保護期間 20

年に対して整合性のある保護期間を定めなけれ

-65-



ばならない。

また『条例』の第二款により「特許を申請し

た薬品は本条例に適用できない」と規定されて

いる。これも特許保護を選択せず、漢方薬品種

保護を選択してしまう一因になっている。改正

する時はまず保護期間を短くし、第二款により

「特許を申請した薬品は本条例に適用できない」

の規定も削除すべきと考えられる。

② 漢方薬の特殊性問題：問題点②で述べたよ

うに、西洋薬品の特許を取得するとき権利請求

範囲を明確に記載できるのに対して、漢方薬は

明確に記載出来ない場合がある。加えて、現行

特許法では漢方薬に対しての司法標準（漢方薬

に関する裁判を行う時の権利侵害となるかどう

かの判断基準）が設定されていない。これにより、

漢方薬の特許権侵害訴訟が起こしづらいと考え

られる。そして、中国の特許法は漢方薬につい

て考慮していない欧米先進国の特許法を参照し

ながら作成されたものなので、中国の特許法に

おいても漢方薬の保護不足になっているといえ

る。本研究では、事例分析を行いながら、全国

の法院で漢方薬に対する司法判断基準を統一さ

せることと、漢方薬の特許案件に対応できる専

国の民族文化を代表する伝統知識であり、重要

な文化遺産としても取り扱われている。多く

の生物を抱える中国は漢方薬もこの条約の定め

る生物の定義に入るとみなしている。

中国の漢方薬資源生物多様性保護の取り組み

は始まったばかりだが、漢方薬資源は生物多様

性保護の重要な一部として注目を集めている。

しかし、各方面の協力不足により、対策を改め

て検討する必要がある。

6. おわりに

最後に国際的な漢方薬についての特許申請

状況を把握した。特に日本の漢方生薬に関する

特許情報を収集した。さらに、研究開発意識や

人民の法知識の促進のために、知的財産教育を

行うなど、日本から学べる点を把握した。

本研究は漢方薬の法的保護のあり方について

提案した。しかし、これらの提案が実際に運用

できるかどうかや、漢方薬の伝統知識としての

保護のあり方については、残った課題として、

今後の研究で引き続き検討していきたいと考え

ている。

門的な組織を設立することを提案した。 文献

5. 「生物多様性条約」による保護

漢方薬を保護する方法には様々な手段がある。

本研究では特許という手段で保護する際の問題

点及び対策について検討してきたが、伝統知識

としての保護可能性についても検討してみたい。

生物多様性保護は、生物の多様性の保全、そ

の構成要素の持続可能な利用及び遺伝資源の利

用から生ずる利益の公正かつ衡平な配分を実現

することを目的とする。 1992年 6月に、プラ

ジルのリオデジャネイロで開催された国連環境

開発会議において、生物多様性条約は生まれ、

中国も締約国の一つになった。

漠方薬は重要な薬品というだけではなく、中

[I]洪 浄 『漢方薬知的財産権保護』 中国

医薬出版社 2003年

[2] 肖詩鷹劉銅華 『漢方薬知的財産権の保

護と申請技術指針』 中国医薬科学出版社

2005年

[3]斉藤浩一森山史也佐原雅 『中国知的

財産権白書』 株式会社サーチナ 2007年

[4] 田村善之 『知的財産法』 有斐閣 2007 

年

[5]黒瀬雅志 「中国における知的財産権をめ

ぐる動向」特許研究 2007年 9月
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オブジェクト指向 FRBRを基礎としたマンガオントロジーの実現

ーマンガメタデータの基盤としてのオントロジー＊

1. はじめに

近年、マンガをウェブ上で提供するサイトや

マンガを制作することを支援するソフトウェアが

増えてきた。 また、携帯電話などの様々な端

末を通じてマンガを読むことも増え、多様な形

でのマンガ配信が多くなった。

マンガ関連コンテンツの増加や配信方法の

多様化に対し、筆者が所属する研究室ではマ

ンガのためのメタデータスキーマモデルを提案

してきた。本研究では、このマンガメタデータス

キーマモデルの基盤として利用することができ、

かつマンガとその関連リソースを扱う様々なコミ

ュニティが共有できるオントロジーを提案するこ

とを目標とした。オントロジー(Ontology)は、セ

マンティックウェプ(SemanticWeb)では情報リ

ソースの内容を記述するために必要な概念と

概念間の関係を定義したものである。オントロ

ジーにより様々な異なるコミュニティやプログラ

ムの間で概念を共有することができ、マンガの

ためのメタデータの相互運用 (interoperability)

の向上が期待できる。

本研究では、はじめに、先行研究を参考に

して、マンガのためのメタデータスキーマモデ

ルに必要な機能要件を分析し、それを基にマ

ンガの概念的構成要素を 4つのカテゴリに分

けた。次に、参照オントロジーとしてオプジェク

ト指向概念に基づいて定義された FRBR

(Object-Oriented FRBR)とCIDOC

CRM(Conceptual Reference Model)を用いた。

*" A study on Manga Ontology based on 

Object-Oriented FRBR (Functional Requirements for 

Bibliographic Record) " by Son Waeyoung 

孫外英（学籍番号 200821685)

研究指導教員：杉本重雄

副研究指導教員： 永森光晴

2. マンガにおける 4つのカテゴリと実体分析

2. t 書誌カテゴリによる書誌実体

マンガの書誌的な実体を定義するため、

FRBRの実体関連モデルに基づき、抽象的な

アイデアレベルでのマンガの著作(Work)、著

作に対する様々な表現形(Expression)、表現

型から具体物として生成される体現形

(Manifestation)の概念を導入してマンガの書

誌的実体を定義した。また、最近急増している

デジタルマンガ(DigitalManga)の場合、一般

的な印刷体のマンガとは異なるいくつかの特

質を持つため、デジタルマンガの特性に応じ

た新しい概念の定義を行った。

2.2 構造カテゴリによる構造エンテイティ

先行研究で参考とした TV-Anytimeに基づ

き、マンガの構造を表す実体の定義を行った。

マンガの構造を考察し、マンガの構造の最小

単としてのコマ(Panel)や一つ以上のコマから

なるページといった要素を定義した。

2.3 グラフィカルカテゴリによるグラフィ

カルエンテイティ

小説、ゲームと映画のシナリオと比べ、マン

ガなりのもっとも大きな特質を表す概念とは何

かを考察し、マンガ特有の表現を支える図的

要素（図的シンボルなど）を表す概念を定義し

た。

2.4 知的内容カテゴリによる知的内容エン

テイティ

本研究では、キャラクター、ジャンルなどの

知的な内容を示す実体を知的エンティティ

(Intellectual Entity)と呼び、マンガに関する抽
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象的な知識を表す実体を定義した。

3. 参照オントロジー FRBRoo 

(Object-Oriented FRBR) とCIDOCCRM 

(Conceptual Reference Model) 

オブジェクト指向 FRBR(FRBRoo) は、国際

博物館会議(ICOM)の国際ドキュメンテーショ

ン委員会 (CIDOC)と国際図書館連盟 (IFLA)

が協同で開発しているオプジェクト指向

(object-oriented)概念に基づく書誌レコードの

機能要件(FRBR)である。 FRBRooは、博物館

情報のオントロジーである CRM(Conceptual

Reference Model)を基礎にして、 FRBRを解釈

モデル化したものである。

FRBRooの開発のために、 FRBRの実体をク

ラスとして定義するとともに各実体に設定され

た「属性」を分析して表現し直す作業を行って

いる。そして、本研究では、 FRBRooを基礎に

して、マンガのクラスやプロパティを定義するこ

とでオントロジーの開発を行った。

4. マンガオントロジーの作成

マンガの4つカテゴリから考察したマンガの

実体をマンガオントロジーのクラス (Class)とし

て捉え、その間の関連性を FRBRooをベース

にし、プロパティ(Property)として定義した。本

研究では Protegeを使い、こうした内容のクラス

を実現した。

くデジタルマンガの著作の表現クラス〉

M 1 Digitalization Work 

Subclass of: Fl6 Container Work 

Scope note: このクラスはデジタルマンガの

著作と関わる抽象的な概念を含むク

ラスである。また， FRBRooモデル

のF16 Container Workのサプクラス

として定義する。デジタルマンガの

中でも印刷マンガからスキャニング

などの作業を通じてディジタル化さ

れた著作を指す。

Example: 「鋼の錬金術師」印刷原稿をスキャ

ンしウェブ上で閲覧できるようにア

ップロードしておいたデジタルマン

ガ著作の抽象的コンセプト

Properties: MRl is realized in(realizes) : 

M3 Digitalization Plan 

(ow!O砂 >etProperty nH:ID='"-ぶぷリ・凶向typ,() / > 

<owl・Ob知ctPro匹 rtyrdf:ID=-~ ぷ21.hがl,•Ccir心M_vf必""心'J•)SC❖IX ・, /> 
<owl Ob知<:tProp.e,rtyrdf-1D=・lv'fi2う-'"'氏tv,x-"Iヽ
<o叫 Ob戸<:tPro匹 rtyrdf ID=・MRI 1 _is_c:o函 .,,.,_ofI> 

-・<owl Ob如1Pro匹r~v rdf:IDニ-M<4_,rゞ 対1込 r:,,.,..,-> 

-:r-dfu domain rdf·re8Qurceご Illふ.C如心at-:•n.E 年•p,o如逗 ><:•n·n
< rd和 run匹 rdf:n,sourco=・P F2 _ Eれ・pnoぉ心n"/)

</owl:Ob記 tProporty>
<owl-ObioctProp<,rty rdf:ID= 1','P.30_i5.d<>nt1f...d_by. I> 

-<owl Ob知ctProportyrdf:ID二"!vf豆 c:.-... a t<>dふ心li,:,n.;,n_-~f ン
<nlfu.dom吐,nlf:r• 印 urc.. ="'#Iぺ)_D;w,,.k,.tivn_E四 11,・;:、
< r-d fぉ.ntr,l,?erdf:n, ⇔ urce= ---If M1 . D心itに'",on V'も心--;.,

</owl.Obi<>ctPro匹 rty>
<owt:Obi<>ctPro匹 rtyrdf:1D=~MR2S.~ 中 ~.t.ion0. もpan"/>

<owl-Obj0ctProp<>rty r-df:ID=・M'l18.s区 """'・fぷ w.-os.ofー／＞
--<owl・Obj<><:tProporty rdf:ID='Iぶ心＄、,.. , 心ぷ_in万》

< r-d和：... , 心erdf:r,osource='"IIM4.Dii:iti:.a1ivn_Pi:,n /) 
<rdft; domain nlf・n這 ource=・・#Ml'_Bom_[>i11ital,M>n四 yも'"/) 

(_/owl Ob知<:tPro<M>rty>
<owl Objo<c:1ProP<>rty r-df:1D=•·I\, む"26ぶ心m心,.,.,な !_in-I> 
<owl:O bjectProP-OrtY rdf:JD: .. ! ぶ匂_d;p,:::豆 d、by'/'>

<owl:Obj心ctProp<,rtyrdf:ID=-~A可 6__ $応四.f如 rnr心$_-:,fー／）

<owl:Ob記 tProp,ertyrdf:ID="M-'114玉い芯m区心辺ot-I> 
<o叫 :Obj<JctPro匹 r-t:yrdflD= 疇ト石~-"ヤt<>uld_l:><..c..;,m(心色d vr /> 
<owl:ObjectProp<>rty rdf:ID二1ふ 10.is_c,)nがE,16ふ rハ
<<>wlObjectProP-Orty rdflD二1年 .sh<四 ld_ha;e_ty,注..I―ン

<owl:Obi,tctProp≪rty rdf:ID=-1ふ2~__,x-1'双埠む造ー／＞

<owl-ObjectPro匹 rtyrdflD=-1ふ32·'笠'""心 ist~_.,(/)

マンガオントロジ一owl構文の例

5. 考察とまとめ

著作 (Work)実体の細分化と出版過程にお

けるマンガの概念表現などの特徴をマンガオ

ントロジーに反映することができた。また、デジ

タルマンガのためのクラスをFRBRooのクラスの

サブクラスとして新しく定義したことで、デジタ

ルマンガの表現のための基盤を整えることがで

きた。将来の課題としては、マンガリソースの表

現に実際に適用してみることと、オントロジーと

しての評価の間題が残っている。

文献

[l]溝口理一郎(2005), 「オントロジー工学」、

Ohmsha 

[2] FRBRoo(Object-Oriented FRBR) working 

Draft version 1. 0(2009) 

<http://cidoc.ics.forth.gr/frbr_drafts.html〉

[3] Definition of the CIDOC Conceptual 

Reference Model(2009) 
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中国の法人著作及び職務著作制度について＊

1. はじめに

法人著作及び職務著作は、職務上制作した著

作物に関する権利の帰属を定める制度である。

中国の著作権法には、著作者の権利を保護する

「一般職務著作」、「特殊職務著作」と、法人の財

産権を保護する「法人著作」が規定されている。

しかし、このような三種類の異なった職務に関す

る著作を定めている規定は、他国の著作権法に

はなく、実務上、様々な争いを引き起こしている。

2. 問題の所在

問題点の一つ目は、法律上において法人著

作、一般職務著作及び特殊職務著作を区別す

る判断基準が曖昧であるため、実務上の混同が

生じているという点である。

二つ目は、それら三者の権利帰属の問題であ

る。法律は、自然人著作者と法人の両方の利益

を保護することを目的としているものの、現行の

権利帰属についての規定は、実質的に法人に

有利なものであるという点である。

3. 研究の目的

問題の根本は職務に関する著作の規定が三

種類に分かれていることである。この問題を解決

するため、本論文では、まず、中国における法人

著作と職務著作の制度を把握し、中国の著作権

法における職務著作の保護制度について検討し、

さらに著作者人格権と著作財産権の観点から考

察するとともに、法人著作制度と職務著作制度

*"The Copyright System of Work Made 

for Hire in China" by Chang LI 

李暢（学籍番号 200821687)

研究指導教員：綿抜豊昭

副研究指導教員：村井麻衣子

の改正案を提案することを目的とする。

4中国の著作権法における法人著作と職務

著作の保護

中国の法人著作及び職務著作の立法モデル

には、大陸法の自然権思想と英米法の財産権思

想が含まれている。つまり、現行の法人著作及び

職務著作制度は、大陸法と英米法という異なる

二つの法思想の統合の結果である。

中国の著作権法における法人著作と職務著

作の権利帰属は概ね以下のようなものである。

著作者の精神的権利に対する保護を重視す

る点から、一般職務著作が規定される。一般職

務著作では、自然人の著作者が著作権を享有

する。また、著作者人格権と財産権の両方の保

護を重視している点により、特殊職務著作が規

定されている。特殊職務著作では、自然人の著

作者が氏名表示権を享有し、その以外の権利を

法人が享有する。そして、法人の利益を守るため、

法人著作が規定されている。この場合、法人が

著作権を享有する。

5. 中国の法人著作及び職務著作における

権利帰属の検討

上記したように、中国の法人著作及び職務著

作に関する規定は、各法体系の相反する特徴を

含有することにより、結果として、自然人著作者

の権利の保護が弱くなっている。しかし、中国は

大陸法の流れを汲む国なので、自然人著作者

の精神的権利に対する保護を十分に重視すべ

きである。

そうすると、法人著作及び職務著作制度は著
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作者人格権と著作財産権に関する権利帰属の

視点から、改正を行う必要があるものと考えられ

る。

6. 改正案

6.1. 改正案の着目点

中国は大陸法系の国として、自然人の著作者

の権利の保護を重視すべきであると言える。一

方で、職務に関する著作物に対する法人の資本

投下を促すため、自然人の著作権を制限する必

要があるものと考えられる。中国の著作権法では、

「精神的文明」を促進するための著作者人格権と、

「物質的文明」を発展させるための著作財産権の

いずれの保護も重要である。つまり、改正案とし

て自然人著作者の権利と法人の利益の均衡を

図ることが求められる。

6.2改正案（私見）

6.2.1職務に関する著作物の定義

「国民が法人またはその他の機関の業務遂行

において、法人またはその他の機関と労務関係

が存在する著作者の発意により創作したもので

あって、勤務先の業務内容に関連する著作物を

職務著作とする。」

6.2.2職務に関する著作物の権利帰属

「職務著作の作成時における契約や、勤務規

則等、別段の定めがない限り、著作者人格権と

著作財産権は、全て、自然人の著作者が享有す

る。」

• 著作者人格権について

「職務著作の公表権、氏名表示権、改変権、

同一性保持権は全て職務著作の自然人の創作

者が享有する。

法人又はその他の機関は、その利益を守ると

ともに、著作物を広く社会に流通させるため、自

然人の著作者と法人等による契約や勤務規則等

を通して、氏名表示権以外の著作者人格権につ

いて、当該著作物に関する利用許諾が与えられ

る。

第三者が法人に委託して創作された著作物の

著作者人格権については、上記の権利帰属の

規定を適用する。」

• 著作財産権について

「職務に関する著作物の著作財産権は、その

著作物の自然人著作者が享有する。自然著作

者は、法人又はその他の機関との契約や勤務規

則等によって、その著作財産権をその法人又は

その他の機関に譲渡する。その法人は自然人著

作者に報償金を支払わなければならない。

第三者が法人に委託して創作された著作物の

著作財産権は法人に属する。」

7. おわりに

本論文は、中国の法人著作及び職務著作制

度について、著作者人格権と著作財産権の保護

を検討することによって、法人著作制度と職務著

作制度の改正案を提案した。さらに、権利の帰

属を考えるにあたっては、第三者による著作物の

利用や、取引等を考慮することも重要であるため、

今後の課題として、このための方策についても検

討していきたい。

文献

[l] 呉漢東『知涙戸枚法（第四版）』（『知的財産

権法（第四版）』），中国政法大学出版社，北

京，2007.

[2]影涛（著）、鈴木賢・金勲（訳），「中国著作権法

における職務著作について」，知的財産権法

政策学研究，Vol.4(2004),p.65-75.

[3]潮海久雄『職務著作制度の基礎理論』，東京

大学出版会，東京，2005.4.26.
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図書館情報学教育の現状と動向に関する調査研究＊

ー中国、韓国の大学院と北米の InformationSchoolを対象として一

1. はじめに

1990 年代からアメリカを中心にして

Information Schoolと呼ばれる、新しい情報学教

育の潮流が起こってきた。本研究は、そうした

潮流の中で議論された情報学の教育、研究の内

容、特色がどのようなものであり、現在どのよ

うな状況であるかについての調査を目的とした

ものである。

2. 背景

1990年代のインターネットワークの爆発的

な発展による情報環境の劇的な変化とともに、

図書館情報学教育の再構築の動きが始まった。

アメリカにおける図書館情報学教育に関する調

査プロジェクト KALIPER報告 (1998年ー2000

年） [I]、及び、日本におけるプロジェクト LIPER

(2003年ー2006年） [2]がすすめられた。

アメリカを中心にした地域で図書館情報学系

の分野において 90年代に始まった Information

School (iScool)と呼ばれる新しい教育と研究を

目指す大学院が増えている。また、 iSchoolの連

携組織も出現した。北米を中心とする有力な大

学院の集まりによる iCaucusと呼ばれる組織が

作られた。アジア太平洋地域でも CiSAPという

組織が作られた。こうした動きとは別に、ディ

ジタルライブラリのカリキュラムに関するモジ

ュールを開発する共同研究も進められた[3]。

3. 図書館情報学教育機関の調査

本研究では、北米地域と東部アジア地域など

における、図書館情報学あるいは情報学に関す

る修士レベルの教育を実施している大学院の中

*"Surveillance study on current state and trend 

of library and information science education 
-For China, Korean graduate school and North 
American Information School-" By Xianglan FANG 

方香蘭（学籍番号 200621342) 

研究指導教員：杉本重雄

副研究指導教員：永森光晴

から、ウェブ上にカリキュラムなどのデータを

公開している大学院を選んで調査を行った。本

研究で収集したのは、各大学院の専門分野の名

称、教育用カリキュラムと教員に関するデータ

である。東アジアでは日本 (3校）、中国 06

校）、韓国 (14校）の大学院の修士課程と欧米

英語圏では iCaucusメンバー (25校）の修士課

程、合計 58校を対象としてデータを収集した。

4. 収集データに関する分析結果

4.1学校の専門分野の名称

専門分野の名称から各大学院の教育内容を分

析した。その結果、各地域の大学院には類似し

た専門分野があるものの、欧米英語圏は東アジ

ア幽に比べて、情報中心、コンピュータ技術中

心、学際的内容のものが多いことが分かった。

4.2図書館情報学分野の分類スキームによる科

目分類

カリキュラムに含まれる講義科目を、アメリ

力図書館情報学教育学会 (ALISE) による図書

館情報学分野の分類スキーム (LISスキーム）

を用いて分類することで、各大学院の教育にお

ける、教育内容の中心や偏りを調べた。

分析から、各地域共に、情報システムと検索、

図書館情報学の基本理論に関する科目が多数設

置される一方、コレクレション、図書館など伝

統的内容に関する科目が比較的少ないことが分

かった。

4.3 「NOC新訂 9版分類表」による分類

対象大学院の設置科目の内容が他のどの学問

分野と関係しているのか、その学際性の程度を

調べるために NDCを利用した分析を行った。

その結果、法律、医学、音楽、歴史、社会分野

などと繋がりを持つことが分かった。

4.4科目名に現れる名詞による分析

科目名はその科目をもっともよく表現する名
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詞からなるとの前提に立ち、科目名称によく使

わる名詞を抽出し、その出現頻度から領域の特

徴を見ようとした。

全地域共に使用頻度が最も高い名詞は「情報」

であった。欧米では使用頻度が高い名詞は

「Information」、「Technology」などの情報技術的

意味の名詞であった。韓国では「情報」が第 1

位で「固書館」が第 2位になった。日本で使用

頻度が高い名詞は、情報、管理、資源、システ

ム、メディアであり、図書館学のイメージが薄

くなり、中心が「情報」、「メディア」へ移って

いると思われる。

4.5ディジタルライブラリ教育の現状

地域・大学におけるディジタルライブラリに

対する教育の状況を調査した。その結果、ほと

んどの地域に科目レベルの程度を設置した大学

院があった。その中でも米国と英国にはディジ

タルライブラリの専門コースを設置した大学院

が多数あった。

4.6教員の専門分野

教授陣の専門性はカリキュラム内容に関係し

ていると考えられる。調査の結果、各地域の大

学において伝統的な図書館情報学領域、情報技

術領域の専門性を持つ教員が多い。欧米圏では

コンピュータサイエンスを専攻した教員が最も

多い。

4.7教員の専任／兼任の割合

教員の数量的要素も教育の中心と内容に間接

的な関係を持っている。 調査結果、中国では兼

任教師というのがほとんどなかったが、アメリ

カでは専任・兼任教師が全部存在し、非常勤教

師の割合が半分以上である学校もあった。

5. 考察

収集したデータを各視点での調査分析の結果、

北米を中心にした地域の教育は、東アジアと同

一点も、差異もあった。

北米を中心にした欧米は、「情報」、「技術」の

要素が「図書館」よりかなり大きく、情報技術

を中心とすること、学際性も強くなっているこ

とが分かる。また、ディジタルライプラリのよ

うな新分野へも対応している。北米を中心にし

た InformationSchoolの潮流を引っ張っていく

役割をしていると思われる。

日中韓の間には若干の違いがあるが、アメリ

カのように顕著な傾向は見えず、ほぼ同じであ

る。日中韓は図書館情報学に相応しい科目を多

数持ち、図書館情報学出身の教員も多数であり

「図書館情報学」らしいイメージを持っている。

本研究の結果からみると、図書館情報学の学

問分野は KALIPERが予測した動向のとおりに

発展したと思われる。 以下に、本研究から得た

結果をまとめる。

(1)図書館情報学の対象は， 制度としての図書

館および図書館特有の運営から，より広範な情

報環境・情報問題へと広がっている。

(2)図書館情報学のカリキュラムの中に他分野

の視点を取り込み、学際性を増す動きが続いて

しヽる。

(3)情報技術への傾斜が強まり、カリキュラム

に組み入れる動きが広がっていると思われる。

おわりに

北米を中心にした地域の図書館情報学領域の

大学における教育の中心は、伝統的な領域を残

しつつも情報と技術に向かっており、図書館情

報学分野を先導していると考えられる。日中韓

等の地域もアメリカに従う動きがあると理解で

きる。

各国・地域・大学の間にはいろいろな差異が

ある一方、類似点もある。また、世界的なコミ

ュニティによる共同研究等もあり、教育の目標、

発展方向は同じであると思われる。各大学は周

りの状況をよく見ながら、時代の流れに遅れな

い努力をしていると思われる。

文献
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(2006-01-23).Homepage.http://wwwsoc.ni i.ac.j 

p/jslis/liper/report06/report.htm 

[3] Curriculum on Digital Libraries. 

Homepage .http://en.wikiversity.org/wiki/Curric 

ulum _on_ Digital_ Libraries 
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色彩情報およびその情報源の提示に関する研究＊

1 背景

色の見え方、感じ方は、人によって異なるため、

色を表現および伝達するために、古来より様々な

方法が用いられている。一定の範囲内にある色を

伝えるためには、色名による表現が用いられており、

「JISZ 8102 物体色の色名」叫こおいても、 269色

の慣用色名が定められている。

JISに収録されている慣用色名は、固有色名のう

ちのごく一部である。他の色に関する情報源にお

いては、様々な固有色名が記載されており、また各

色名に対して提示されている色彩情報も、情報源

ごとに異なっている。

人々が、特定の色名の、特定の情報について調

べようとした場合、その色名が収録されており、か

つ目的とする色彩情報が提示されている情報源を

探す必要がある。しかしながら、これまでの色に関

する情報源や情報検索システムでは、このような情

報源を検索することはできない。

2 目的

本研究は、色に関する情報を、ユーザの要求に

応じて適切に提供出来るようにすることを目的とし

て、色彩情報と色に関する情報源を提示する方法

を提案する。

3. 色彩情報の分析

色に関する情報源のうち、色名ごとに色彩情報

が記載されている情報源（以下、色彩情報源）6件

を、本研究の研究対象とした[2]~(7]0

研究対象色彩情報源の「色名を特定する情報」

および「色に関する情報の種類」の分析を行った。

分析の結果、「色に関する情報の種類」および

「色名を特定する情報」は、色彩情報源ごとに異な

っていることが判明した。研究対象色彩情報源 D

の分析結果を図1に示す。

* "Presentation of Color Information and its 

Resources" by Mizuho SHIBUYA 

渋谷瑞穂（学籍番号 200521358)

研究指導教員：岩澤まり子

図 1.研究対象情報源 Dの分析結果

4 色彩情報の構造化

4. 1色彩構成情報テーブル

「色に関する情報の種類」を整理して、色彩情報

源ごとに「色彩構成情報テーブル」を構築した。そ

の結果を表 lに示す。構築の際には、研究対象色

彩情報源以外にも、 22種類の色彩情報源の調査

も行い、色彩構成情報テーブルの構成要素を確認

した。

表 1.色彩構成情報テーブル

色名 固有色名表記 固有色名よみ

系統色名 略記号

色票 素材 発色

形態

発色 素材 材料

手順

色値 HVC CMYK 

XYZ NCS 

RGB 

色 写真 絵画

イメージ

文化 慣用句 散文

情報 韻文 その他

情報源 索引・目次 参考文献

情報

4. 2色名情報マトリクス

「色名を特定する情報」を、「色名情報マトリクス」
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として色彩清報源ごとに蓄積した。「色名情報マトリ

クス」では、 1つの色名表記に対ずる複数のよみや

別表記を「関係性」として扱い、図2に示す通り、点

在する色名を繋げて、グループを形成した。

回

怜紅

J月II

:::y,;:1~ 
から（れない しんこう しん（

図 2.研究対象情報源 Cの色名情報マトリクス

4, 3 色彩情報リンクテーブル

「色彩構成梢報テーフル」と「色名清報マトリク

ス」を結合するために、各色彩情報源に収録されて

いる色名表記とよみの組み合わせを、色彩情報源

別に収めた「色彩情報リンクテープル」を作成した。

色名「韓紅花eの作成例を図3に示す。なお、「CJ

0色」のようにi色」のあるなしや、振り仮名 0)違いと

いった微妙な差閃旦、「揺れ」として、表記とよみの

軸内に吸収することとした。

互

""花
深lI

賓紅

om 

限紅

廂=心～

圏

園 璽胴

（なL) からくれない -を（れない しがこう しんく

図 3.色彩情報リンクテープ）レ

5 色彩情報の結合

［色彩情報リンクテープル」により、［色彩構成情

報テープル」と「色名情報マトリクス」とを結合させた

ことにより、ユーザの求める色彩清恨と色彩情報源

の提似か可能となった。

6 結論

1つの色彩情報源を、「色彩構成情報テープル」

と「色名情報マトリクス」に分解し、「色彩情報リンク

テープル」を用いて再結合することにより、「色に関

する情報の種類」と「色名を特定する情報」を明確

に区別して提供することが可能となった。これにより、

色名表記やよみ、色彩情報源など、どのような色彩

清報を基点としても、最終的には、求められている

色名に関するすべての色彩情報とその色彩梢恨

源を提供することが可能となった。

この結果、「色彩情報ネットワーク」が構築され、

ユーザの様々な要求に応しることができる、色彩情

報と色彩情報源の提供が可能となった。

7. 考察

「色彩情報ネソトワーク」｝こよって、どのような色

彩情報を基点としても、最終的には同じ質と量の色

彩情報とその色彩清報源の提供が可能である。ま

た、この「色彩情報ネットワーク」は、言語を限定せ

ずに収録および提供が可能である。

しかし、「色彩情報リンクテープル」の「揺れ」や、

文章内に色名および色彩情報か点在している情

報源の扱いについては、検討か必要である。

今後は、「色彩情報ネットワーク」のシステム化を

試みるとともに、より多くの色彩情報源を収集するこ

とにより、その可能性を検討していきたい。

文献

[l] 日本工業標準調査会. JISZ8102物体色の

色名． （参照 2010-02-04).〈URL:http://w 

ww .jisc .go .jp/ app/ pager? id=9208〉

[2] 黒板勝美，鯛史大系編修會編延喜式．祈

訂増補東京，吉川弘文館， 1961,3 flll. 

[3] 長崎盛輝．日本の他統色：その色名と色調．

初版．京都，京都馨院， 1996,358p. 

小学館辞典編集部編．色の手帖：色見本と文

献例とてつづる色名ガイト．初版．東京，小学

館， 1986,216p. 

筐小学館辞典編集部編．新版 色の手帖：色

見本と文献例とでつづる色名ガイド初版．東

京，小学館， 2002,25lp. 

国水IFI泰弘監修．日本の 269色：JIS規格［物体

色の色名」．初版．東京，小学館， 2002,]57 

p. 

[7] ネイチャー・プロ編集室構成・文．色々な色：

Colors of nature. 京都，光琳社出版 1996, 

215p. 
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「寛永禁書目録」に関する一考察＊

1 . はじめに

伊藤剛史（学籍番号 200721516) 

研究指導教員：綿抜豊昭

この論文では、唐船から漢籍を輸入する貿易 4. 「寛永禁書」の内容

制度に関して考察する。寛永 7年 (1630)に、 『天学初函』は、叢書のことであり、『西学凡』

禁書目録が制定されて、 32タイトルの薔物の輸 『弁学遺贖』『天主実義』『崎人＋篇』『交友論』

入が禁止されたといわれる。 『二十五言』『霊言謳句』『七克』『職方外記』、

しかし、寛永 7年の禁書目録制定や書物改役 『泰西水法』『渾蓋通憲図説』『幾何原本』『表度

の設置には、疑問があるので、この点について 説』『天問略』『同文算指』『園容較義』『測量法

検討を試み、事実を明らかにしたい。 義』『測量法義異同』『勾股義』『簡平儀』の 20

2. 研究史

従来の研究によれば江戸幕府は、キリスト教

禁制の徹底を企図し、寛永 7年 (1630)に唐船

によって長崎に持ちこまれる漢籍の検閲制度を

定めたとされる。そして、この時に輸入禁止と

する漢籍名を指定したとされており、この制度

を受けた漢籍が「禁書」と称されている。

禁書についての先行研究では、禁書令が出さ

れた理由はキリスト教流入を防ぐためとしてい

る。

3. 「寛永禁書目録」の諸写本の検討

禁書目録の書写本は，調査した限りでは次の

7種類の「禁書目録」の存在が知られる。

『好書故事』、『五月雨抄』、『帰山録』、『甲辰雑

記』、『骨董雑談』『長崎御役所留 中』、 『壇

浦一覧稿』。この 7種類の検討をした。

これらにあげられた禁書の順番をみると、完

全に一致するものがない。また、理編、器編と

呼ばれる明の分類法にも関係なく順番づけられ

ている。

* An examination of"the index of banned 

books at Kanei period" by Goshi Ito 

種類が掲載されている。

前半の 9種類はキリスト教の教義に関するも

のであり、後半の 11種類は西洋科学書につい

ての書物である。

他に、『三山論学紀』、『万物真源』、『弥撒祭義』、

『汁条罪正紀』、『聖記百言』、『教要解略』、『十慰』、

『天主実義続編』、『代疑論』、『況義』があり、

いずれもキリスト教の教義に関するものである。

『唐景教碑附』、『闘邪集』は『国史大辞典』

には紹介されていないが、「禁書目録」に記載さ

れている。

5. 「寛永禁書目録」の成立

「寛永禁書目録」が寛永 7年 (1630)に成立

したと記載される理由は、この年が春徳寺の建

立年だからである。

しかし、当時の対外関係を見ると寛永 7年が

目録の成立年とすることは考えにくい。

まず、寛永 7年の段階では、唐船は長崎港だ

けに来て貿易するとは限らない状況であったか

らである。

次に、寛永 7年当時は「タイオワン事件」と

呼ばれる事件の解決を図っていた時期であり、

対外関係が緊迫した状態と考えられるからであ

る。
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唐船の寄港できる港が長崎・平戸に限定され

るようになったのは、寛永 12年 (1635) に出

された法令「寛永 12年令」が出されたからで

ある。

春徳寺が建立された年だからとするよりも、

外国に対する規制の一つとして、禁書目録が制

定されたと考えれば妥当性があろう。

6. 外国人（オランダ人）の書いた日記によ

る検討

禁書の命令は、当然、外国人に対して出され

たものであるから、外国人の日記にそれが記さ

れている可能性は大きい。オランダ人の書いた

当時の日記は、『バタビア城日誌』、『平戸オラン

ダ商館の日記』、『長崎オランダ商館の日記』の

3つである。

『バタビア城日誌』には 1630年の記述自体

は欠けているが、翌年に記述には禁書について

の記事は無かった。禁書についての記述が登場

するのは 1642年である。

『平戸オランダ商館の日記』には禁書につい

ての記述は全く見られない。

『長崎オランダ商館の日記』には禁書につい

ての記述は数多くみられる。それは 1641年 10

月 28日付の日記に初めて見られてから続出こ

とになる。

7. 正保期から寛文期における輸入漢籍の数

量

数量を見る限りでは、漢籍の輸入が多数ある。

しかし、輸入品の数量から見れば、漢籍はそれ

ほど多い量とは言えない。中国の商人は漢籍を

中心に取引しようとしたわけではない。

8. キリスト教禁教の背景

江戸幕府は、全国にキリスト禁教令を出し、

キリシタン弾圧をおこなったが、寛永 14年～

15年 (1637,--....,38) にかけて、キリシタン一揆

である島原の乱が起きる。

幕府側が勝利するが、寛永 16年 (1639) に

は、ポルトガル船の来航禁止令（寛永 16年禁

令）が出され、ポルトガル人を完全に締め出し

た。しかし、幕府側だったにもかかわらず、新

教徒であるにしろ、キリスト教徒であるオラン

ダ人に対しても、キリスト教を日本に持ってく

る可能性があると警戒を強めていくことになる。

9. まとめと結論

従来、寛永 7年 (1630)は禁書目録が制定さ

れた年と見なされていたが、確実な根拠がない。

禁書をうける外国人の日記に記事がないのが、

否定する証拠である。

寛永 14年,....___,15年 (1637,.......,38)に起こった島

原の乱のために鎖国強化がされた寛永 16年

(1639) も考えられる。この年はポルトガル船

の来航が禁止された年であるが、前述の寛永 7

年 (1630) と同様に外国人の日記には禁書に関

する記述がない。そのため肯定しにくい。

禁書について外国人の日記の中で記載されて

いるのは、寛永 18年 (1641)で、寛永 16年か

ら準備して整ったと考えても問題ない。

よって、禁書令が制定されたのは寛永 18年

であることが最も妥当性がある。

文献

[1]伊東多三郎：近世史の研究、 1巻、吉川弘文

館、 P183-245、1981

[2]太田勝也：長崎貿易、江戸時代史叢書、 8巻、

同成社、 2000

[3]永積洋子：唐船輸出入品数量一覧、創文社、

P39-86、1987

[4]海老沢有道：キリシタンの弾圧と抵抗、雄山

閣出版、 1981
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灰谷健次郎文学にみられる教育観＊

1 序章研究動機

灰谷健次郎は児童文学作家として広く知られ

る。その作品には、仕会的弱者に寄り垢う教育者

としての姿勢が常に表れている。そして、人とし

ての普遍'rりな「やさしさ」を主張する灰谷作品は

多くの支持を得た。しかし、彼の理担は現代に向

けられたものであるにもかかわらず、作品におい

て現代社会が抱える諸閻粗の認識に欠ける点が

多く見られこ木論文では、社会的背景と作品

に描かれたi了ども観」「沖縄観」「農業・血集観.I

「家族観J、そして、それらを包括する「教育観」

を分析し、戦後教育と共に歩んてきた灰谷文学

の、社会に与えた影響と限界について考察する。

2 一章灰谷健次郎という人物

2.1その家族と少年時代

1934 l,j、神戸古の貧困家庭の 7人兄弟の

三リ］に生まれる。終戦で崩埃状態にあった日本

粋()斉は叫鮮戦争をきっかけに成長期へ向かった

か、灰谷健次郎は中学校卒業後、三菱造船所

て働く，この底辺労働者生｛舌において、灰谷の

戦後尺主主義精神の土壌か育ってゆく。

2.2小学校教師時代

1956年から神戸市の小学校教師を勤める3

＊ 

'The thought of education on Haitani Ken1iro's 

literary works" by Yuki NAGANO 

永野優希（学拿待番号 200721515)

研究拓導教員：黒古一夫

副研究指導教員：綿抜豊ll(3

高度成長期の学歴偏重社会において、灰谷は

作文散育を実践し、それらは児童雑詑『きりん』

に掲載もされた-しかし、受験戦争、兄の自タヒ、

『笑いの影』(1962年）を差別小説として部落解

放同盟に糾弾さ汎たことに行き詰まり、 1972什

に辞職する。

2.3児童文学作家時代

辞職後の旅で、灰谷は沖縄の人々の「やさし

さ」に癒され、そ汎を了としの「やさしさ」と重ねて

『兎の眼』(1971年）と『太陽の了』(1978年）

表、好評を博した。以後、児童文学作家として盾

動を続ける。自給自足に撞れて、 1980年に兵

庫県淡路島に、 1991年には沖縄県渡嘉敷島に

移り住む。まに1983年に神戸市に太陽の了保

育園を設立しだ。口天の瞳応すなろ編Il』(2001!

年）以降の著作は未冗のま主、 2006年11月に、

72歳で他界する。

3. 二章教師と児童文学観・子ども観

3.1理想を「外」に求める教師

灰谷作品において、農業共同体や離島など

特殊な環境下で教育の「希望」が描かれるのは、

彼I」身の’了オ交を去った体験と自然同帰/)祖望によ

るものと思われる。しかし、現実の教育問題は学

校現場で頻発し、そこての解決を求められる，，仄

谷が現場の外に描く「希望」の先には実現の可

能性が見えない。
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3.2完全な人間としての「子ども」観

辞職時にさまざまな絶望を抱えていた灰谷は、

沖縄の人々と了どもの「やさしさ」に救われたとい

う。しかしこの体験によって、沖縄の歴史間題、

了どもの教育問題、灰谷自身の底辺労働者生

活が混同され、「了どもは社会的弱者すべてに

やさしい」という灰谷の「子ども観」が作られてい

ると考えられる。

4. 三章「いい人」という「虚像」

灰谷は主に「沖縄」「農業」「漁業」「障害者」な

どをモチーフとして描く。それらの人々は常に

「了どもの味方」でもあるという立場を明確にして

いる。しかし、彼らが抱えている問題を卒む現代

社会の構造自体に深く言及することはない。これ

は、灰谷が人気作家として成功し、社会問題と

直に向き合うことがなくなっていったためであると

考えられる。

5 四章「家族」の本質と「自立」

『我利馬の船出』(1986年）には、互いを映す

家族とは嫌でも向き合わざるを得ない、という「家

族の本質」に触れた描写が見られる。しかし、自

立に対する灰谷の認識は曖昧である。現代社会

で了どもが経済的にも社会的にも自立すること

は難しい。彼は終戦期の中卒労働者体験から了—

どもの自立を表現したが、物質的に恵まれた高

度成長期以降の了どもたちの実態を捉えること

ができなかった。そして、『我利馬の船出』(1986

年）や『はるかニライ・カナイ』(1975年）や『少女

の器』(1989年）に描かれる了どもたちの逃避は

また、貧困家庭や学校や都会からの灰谷自身の

逃避とも重なる。

6 終章「教育観」が「反体制」の一部分であ

ることの総括

灰谷がめざしたのは戦後の社会の理想像で

あり、「了ども」「沖縄の人」「お百姓・漁師」「障害

者」を体制に抵抗する善、そして「学校管理職」

「都会の人間」を体制側の悪として、民主主義運

動を作品に反映させた。しかしそれは現代の複

雑に絡み合った社会構造を、善と悪という二元

論でしか捉えられなかった灰谷文学の限界を露

呈することになった。

また、戦前の臣民教育に対し、戦後日本は人

間教育を掲げ個人の尊重を目指した。その中で

灰谷は、社会的弱者に注目し「了どもに学ぶ教

育」を主張した。しかし、戦後日本の高度経済成

長は、内にこもる排他的な了どもたちを作り出し

た。ニートの増加、学びや労働から逃走する子ど

もたちは、大量消費時代における教育理念の限

界を象徴しているといえる。そして灰谷もまた、

自立した個人による民主社会を目指しながらも、

視野狭窄に陥り、その全体像を見失う。民主主

義運動の中で生まれ、多くの人々に読まれ影響

を与えてきた灰谷文学は、今日の若者を覆う自

己中心的な世界観の形成を、結果的に助長する

ことになった。戦後の民主主義教育と灰谷文学

が提示した墜をどう乗り越えるか、 21世紀社会

の中で模索し続けることを今後の課題としたい。
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